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第一章　ブラックダイヤモンド







　新月の静かな夜だった。空には宝石を散りばめたような満天の星が煌めいている。

　そんな日にお母様がこの世を去った。こんなとき、悲しんで泣き叫んで何もかも過去にしてしまえればどんなに楽だろう。でもそれができないくらい私は怒りに震えていた。

　私のせいだ！　私がもっと強ければ、お母様が死ぬことはなかった。

　後悔の念で押し潰れそうになる。すべては私の命を狙っているブラックダイヤモンドという悪魔石が原因。お母様の持つ守護石ジュエルの能力が、ずっと守ってくれていたけれど……。昨日の夢でとうとうお母様は力尽きてしまった。

　穏やかな表情でベッドに横たわっている姿は、まるで眠っているようなのに、目を開けることはない。私を「アイリス」と呼ぶ涼やかな声も聞けない。サファイア国の王であるお父様と仲睦まじく会話する姿も、私に向ける優しい笑顔だって二度と見ることができない。

　弱っていくお母様に何もしてあげられない自分が悔しかった。それでも無理をして、「大丈夫だから」と私を抱きしめてくれた温かかった体。今はとても冷たくなっている。

　お母様をこんな目に合わせるなんて、許せない！　許せない！　許せない！

　正体のわからない敵に対して、湧き上がってくる怒り。この行き場のない怒りをどこにぶつければいいのかわからない。私は横にいるお父様の手を握った。

　とても温かい……。生きている証だ。でもこの手の熱さは、悲しみと怒りを自分の中に抑え込んでいるからだろう。

　お父様はかつてサファイア国の将軍として隣国と戦い、当時王女だったお母様の護衛を経て王となった人だ。

　強くてサファイア国民の英雄となった王でさえ、夢の中の戦いではお母様を助ける事はできなかった。そんなお父様の悔しさと悲しみは測り知れない。

　お父様に寄り添いながら、お母様の最後の言葉を思い出した。




――アイリス、何があっても自分の心にある守護石ジュエルを信じなさい――




　敵を倒すために必要な助言の一つだ。今は心に留めておくことしかできない。それよりも、どうしたらブラックダイヤモンドの正体を突き止めて、倒すことができるのか。それが私の課題だった。

　ブラックダイヤモンドは私しか倒せないのだから……。強くならないと！

　体に力が入り、繋いでいたお父様の手を無意識にギュッと握り直していた。そこにもう片方の手が重なる。

「アイリス、ここからが本当の戦いになる。ブラックダイヤモンドと戦うために、まずは力をつけることだ」

「ええ、わかっているわ」

（ブラックダイヤモンドを絶対に許さない！　この手で必ず倒すわ！）

　そう心に誓うと、抑えきれなくなった怒りと悲しみから一筋の涙が頬をつたった。でも泣くのは今じゃない。それをすぐに拭うと、お父様の後ろに控えていたハーデス・アメジストに声をかけた。

「ハーデス、何から始めればいい？」

「まずは仮の戴冠式を行いましょう。アイリス様を女王の位につけるのです」

　予言者ハーデス・アメジストの声は微かに震えていた。

　緩くウェーブのかかった薄紫の髪と瞳も、予言者が着るローブからはわからないけど鍛え抜かれた筋肉質な体もすべて悲しみで揺れている。

「ラピ女王の回復を祈祷するという名目にして、人払いを致します」

「わかったわ。礼拝堂へ急ぎましょう」

　護衛もハーデスに任せて、私たちは城下町に面した礼拝堂へ向かった。

　お母様が逝去したことは、看取った三人以外は誰も知らない。

　私にブラックダイヤモンドを倒す力がつくまで、「女王は生きているように振る舞うこと」これが女王ラピとしての遺言だった。だから私が後を継いでサファイア国の女王になるのは、知られてはならなかった。

　戴冠式はお父様とハーデスの立ち合いのみで行われる。

　本来なら大勢の参列者と共に、お母様の死を悼むのが恒例だ。追悼後に初めて、戴冠式の宣言をするのがしきたりなのに……。

　それに戴冠の儀式は明るい太陽の下、国民の祝福と歓喜を浴びて新しい女王が誕生すると聞いていた。でも今は月すら出ていない夜。救いは星が美しく輝いていることだろうか。

　神聖な礼拝堂は、薄暗かった。ほのかな明かりが灯るだけ、三人の靴音だけがやけに響く。でも私には神の気配すら感じない。神様がいるなら、お母様を死なせなかったはずだから。礼拝堂の真ん中にいる女神像を恨めしく睨みつけた。

　バタンと後で扉を閉める音がした。外気が遮断され、礼拝堂はさらに静寂が強まり、ひんやりした空間となった。そんななかで私はサファイア国の女王になる。

　祭壇に王が立ち、その前で跪く。宝石を散りばめた大きな王冠を、ハーデスから受け取った。この冠の中央にある宝石は、お母様の守護石ラピスラズリだ。それを外して私の胸に当てる。すると――。

　みるみる私の心の中へラピスラズリが溶け込んでいく。新たなジュエルが私に加わって力が全身にみなぎっていく。ジュエルのオーラだろうか、温かい空気に包まれる。胸に完全におさまると、何だかお母様と一つになれた気がした。

　儀式はさらに進む。心に入り込んだジュエルの代わりに、私の守護石であるサファイアの一部が手の中に現れる。それを王冠の中央に組み込んで新しい女王の王冠を完成させた。

　平穏な世を祈りながら、お父様に王冠を被せてもらう。

　そうして私は形式だけの女王になった。小さいころから女王としての心得などを学んできたけれど、頭の上に乗った大きな冠は思っていた以上に重かった。

　最後に国のジュエルを受け取るため、国宝のサファイアを予言者であるハーデスから授かる。これはお母様が亡くなったときに、その体から浮かび出てきたものだ。

「こちらも、アイリス様の胸へ納めてください」

「はい、受け取ります」

　私の拳ぐらいのジュエルを手に乗せてもらう。空よりも海よりも深い青色のサファイア。だけど冷たくて、やはりとても重かった。

　胸に押し当てると、私の中に入っていく。でもお母様のジュエルを受け入れるのとは違って、全身が痺れるほど痛くて、苦しくて、重圧があった。

　こんな思いをしてまで心に入れるジュエルは、これから国を背負うのがどんなものかを身に染みて感じさせようとしているのだろう。国のために尽力し、自分が犠牲になっても国民の生活を守ること。それを胸に刻めと教えてくれている。何があっても女王として、この国のために尽くす覚悟はできている。顔が歪むほどの苦痛に耐え国宝のジュエルを自分の中に納めた。

　これがサファイア国の戴冠の儀式だった。

　女王になっても、正体不明のブラックダイヤモンドを倒す力は足りない。それを補うためにしなければならないこと。もちろんその他の公務もあるから、やることは山積みだった。

　不安じゃないと言えば嘘になるけど、私は絶対に負けない。プレッシャーを祓って、王冠をハーデスへ返還した。

　次に冠を被るときは、平和な世になっていますように――。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　儀式後、公務室でこれからのことを話し合う。

　ここは王族と国の予言者しか出入りを許されない場所で、重厚な扉は聞き耳を立てられないように、そしてどの部屋より壁が厚い作りになっている。内密な話や国の決めごとはすべてここで行われていた。

　中に入ると重々しい扉がバタンと閉まる。二度と出られないような恐怖すら感じる。

　四角いテーブルを囲むと、お父様から提案があった。

「まずはアイリスの夫選びを急ぎたい」

「お気持ちはわかりますが……アイリス様は女王になられたばかりで、心構えや準備が必要です。それに今日はお疲れのご様子なので……」

　ハーデスの言葉はどこか歯切れが悪かった。

「わかっている。だが今日は新月だ。ブラックダイヤモンドが夢にやってきたらどうする？」

「それは……」

　言葉につまるのも無理はない。ブラックダイヤモンドは、いつも新月のころに夢を介して現れている。正体もどこにいるかもわからない。夢の中に入り込んで襲ってくる闇。ブラックホールのように入ったら抜け出せない真っ暗な闇として私を連れ去りにきていた。そこから救い出してくれるのは、いつもお母様だった。

　それなのに……昨日の夢で……。

　だめだ、また思い出した。悲しみが蘇ってくるのを払うように、首を横に振った。

「心配はいらないわ。さっきの儀式でお母様のジュエルを私の中に入れたじゃない。ラピスラズリは魔除けになるのよね？　だから負けないわ」

「いいや、まだ身に着けたばかりだから力は弱い。今日はよくても、これが続くと……ラピのように……」

　お父様は涙をこらえるのにドンとテーブルを叩き、言葉につまった。

「ディオニス様、今日から私がアイリス様の隣の部屋で、祈祷をしながら番をいたします」

「それだけで、本当に確信を持って大丈夫だと言えるのか？」

　妻を亡くしたばかりで、娘まで失いたくないと、お父様の声は鬼気迫るものがあった。

「お父様、ハーデス、心配しないで私なら平気よ。それよりも、一刻も早くブラックダイヤモンドを見つけだしたいわ」

「もちろんです。ですが、今日は体を休めるのが先かと……」

　ハーデスは常に冷静な男なのに、少し苛立っているように感じた。

　小さいころからハーデスと一緒に教育を受け、傍らにいつもいたからこそわかる声の変化。こういうときのハーデスは絶対に意見を曲げない。特に私のこととなると、次第に目の色まで変わってしまう。

　案の定、お父様が根負けして、続きは明日の公務で話し合うことになった。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






「私は隣の部屋におりますから、何かあったらすぐにお呼びください。よく眠れるように飲み物でも用意させますか？」

「いいえ、もう休むわ。まるで子供扱いね。これでもりっぱな大人なんだから、心配しないで」

「そうですが……」

　不安を隠しきれないハーデスがうつむく。それを横目に「お休みなさい」と声をかけて部屋に戻った。

　扉を閉めると、疲れがどっと私の体にのしかかってくる。部屋着に着替えて侍女が出ていくと、ベッドへ倒れ込む。

「疲れた……」

　体がまるで石になったように重くなり、どんどん沈んで動かなくなっていく。そのまま目を閉じると、すぐ眠りについた。

　城中が寝静まったころ。深い霧が徐々に晴れていくように意識が覚醒し始める。でも辺りは闇に包まれていた。




――アイリス、アイリス――




　暗闇から低くておどろおどろしい声が私を呼ぶ。ブラックダイヤモンドだ。

　目の前に広がる暗黒は渦を巻き、私を飲み込もうとしている。その奥から聞こえる声も徐々に大きくなっていった。

　ブラックダイヤモンドがすぐそこに迫っている。恐怖と怒りと、あらゆる負の感情が私の心に生まれ始めた。

　お母様の仇をとらなきゃ……。でも力が十分じゃないのに、どうやって？

　周りには闇しかない。武器もなく、敵がどこにいるかもわからない暗闇では不利だ。今は逃げるしかない。とにかく声がするのとは反対方向へ走り出した。

　夢だからもどかしいほど、足が動かない。早く、早く、逃げないと追いつかれる。




――アイリス、逃げてもムダだ！　アイリス――




　すぐ後ろで声がして、恐怖でゾックっと体が震えた。飲み込まれる！

　どうすればいい……？　逃げられないなら、一か八か戦うしかない！

　覚悟を決めると、ブラックホールへと体を向けた。そのとき――。

　別の場所に小さな光が見えた。

「アイリス、こっちだ……アイリス……」

　私を呼ぶバリトンの声は耳に心地よく響き、どこか懐かしさを感じさせる。

（誰が呼んでるの？）

　もしかしたら罠かもしれない。でも、何故か確信が持てた。この声は信用できる。

　光を頼りに、私はまた走り出した。いつの間にか恐ろしかった闇が、城の裏庭にあるテラスに変わっている……ように思えた。暗いから定かではないけど、周りにさまざまな品種のバラが咲いているのが感じられた。脳内でいいように変換しているのかもしれない。でも、この感じはテラス奥にあるバラ園だ。

　そのさらに奥の木陰から「アイリス」と呼んで手招きをする男性がいた。顔は暗くシルエットだけではっきりしない。でもこの声に助けられたのだから、夢とはいえお礼をしなくては……。私は誘われるままに男性の元へ歩いていった。

　近くまで行くと、手を取られいきなり引き寄せられる。

　勢いあまって、男性の胸の中へ飛び込むように顔を埋めると、少し開いたシャツから逞しい胸板が覗いていて、生々しさにドキッと心臓が高鳴った。

「あの……助けてくれてありがとう」

　けれど男性は答えない。ただ私を抱き寄せるだけだった。

　不思議と嫌悪感はないけれど、知らない男性の胸にいつまでもいていいものではない。離れようと胸に手を当てて突っぱねてみた。でも夢だからうまく動けず、さらに手に力を入れて押すと、シャツがはだけて左胸に一文字の刀傷が現れる。偶然とはいえ、はだけた胸と傷を見て息を飲んだ。

「この傷は……？」

　驚いて見上げたが、顔は靄がかかってはっきりしなかった。でも傷はどこかで見たような……。

「ねぇ、あなたは、誰なの？　顔を見せて……」

　問いには答えず、頬に伸ばした手を止められ掴まれた。そのまま後ろの大きな木に縫い付けるように押さえつけ、男性が耳元に唇を寄せる。

「アイリス……会いたかった」

　そう囁く彼の声は微かにかすれて切ない響きだった。私のジュエルがどくんと反応するのがわかる。

（何だろう……この初めての感覚は……）

　戸惑うのは、現実でもこんな経験をしたことがなかったからだ。

「ジュエルを感じないか？」

　誘うような甘い響きに、身動きが取れなくなった。

　それから形のいい長い指で唇をなぞられ、優しいキスが落とされる。

　夢のせいかどうにも体が動かなくて、抵抗できないでいる。それなのにこの感覚を覚えておこうと思うのは、これがお母様から受け継いだ能力の予知夢で、私にキスをしているのはジュエルが呼び合って結びついた、未来の夫だと感じたからだ。

　このすべてを覚えておかないと……。

　唇がさらに深く重なりあった。甘く痺れるような感覚に襲われていく。何度も何度も啄まれ、ときには息もできないほど激しく、されるままにキスを受け入れた。

　口づけを交わしながら、彼の手が首筋を通り服の上から体の膨らみを撫でていく。直接触れていなくても、体は敏感に反応した。

　唇がゆっくり離れると、はぁっと思わず吐息が漏れる。それに触発されるように、ドレスの紐をほどかれた。白い肌が露わになって、男性の前に晒される。

「イヤ……これ以上は、ダメ……」

　これは夢でこの人は未来の夫だろうと思う。それでもやはり、ためらわれる。

（このまま進んでいいの？）

　誰に問うわけでもないのに、そんな思いがよぎる。

　男性はお構いなしに、白い膨らみの頂きに口づけると、舌が先端を刺激するように動き出した。

「あぁっ、は……いや」

（やっぱり、これ以上はダメ！）

　たとえこれが未来の夫からだとしても、無理だ。どうにかして阻止しないと！

　できる限り体を動かし、男性の肩を手で押して離れようとした。その度に抵抗できないほどの恍惚が私を包んでいく。とうとうドレスの裾がめくられる。大きな手が太ももから撫で上がっていくというのに、動かない足では蹴ることすらできなかった。
















第二章　夫選び







　夢の中だというのに、感覚はとても生々しい。男性の手が私の体を、愛おしそうに撫でていく。ぞくぞくと甘い痺れが全身に走る。誰かもわからないのに、反応してしまう自分が恥ずかしい。未来の夫かもしれないけれど、それでもこれ以上先に進ませてはいけない。そう思ったときだった。

「あっ、そこは……」

　男性の手が秘部へとたどり着いた。ゆっくりと花弁を割られ、中をさぐるように指でこすられる。

「いやっ、あぁっ！」

　思わず大きな声が出る。荒々しくなる動きが、快楽を誘う。それに屈してはダメだと、思い通りにならない体で必死に抵抗する。そのとき……。




――アイリス――




　男性とは違う声が遠くから叫んでいるのに気づく。聞きなれた声、ハーデスだ。

　ここから救って！　強く願うと霧が晴れて、強い光が差し込んできた。

　ドンドンと扉を叩く音にハッとして意識が戻る。ハーデスの呼ぶ声もはっきりと聞こえ始めた。

「……アイリス様、アイリス様？　そろそろ公務の時間ですが、大丈夫ですか？」

　私はやっと朝を迎えた。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　女王としての初めての公務は、昨日見た夢の話から始まった。ブラックダイヤモンドに襲われそうになったこと、顔はわからないけど男性が助けてくれたこと。さすがに男性とのできごとは恥ずかしくて、詳細に説明することはできなかった。

「あまりに生々しい夢で……顔はわからないけど、左胸に刀傷があって……」

「胸に……ですか？　いったいどんな状況でそれが見えたのですか？」

　ハーデスは表情を変えることなく抑揚のない声で尋ねてくる。

「それは……ちょっと……あ、でもね、どこかで見たような傷だったのよ……しかも私に会いたかったって言ったの……これって予知夢よね、で、ブラックダイヤモンドから助けてくれた男性は私の未来の夫かもしれないわよね？」

「……そうですね。可能性は……あります」

　返事はいつになく歯切れが悪い。見かねてお父様がテーブルに身を乗り出した。

「アイリスが見たのは予知夢だろう。ラピのジュエルを受け継いだ効果だと思う。もしかしたら、お互いのジュエルが呼び合っているのかもしれない」

「夢で？　そんなことってあるの？」

　生まれたときから心に持っている守護石ジュエル。それは成長と共に、自分の一部となり能力となり、人生を左右する。だから結婚相手はできるだけ、自分のジュエルに共鳴する人を選ぶのがいいとされていた。

　それでもジュエル同士が呼び合って結びつくのは稀で、相思相愛でジュエルの相性もいいのは奇跡の巡り合わせだとも言われている。

　そんな稀な状況にお父様が驚いている横で、ハーデスは訝しげに首を傾げた。

「ですが、予知夢でジュエルが呼び合うなんて聞いたことがありません」

「そうかもしれないが、ブラックダイヤモンドを倒すには強いジュエルの結びつきが必要だろう。これはよい傾向に違いない。やはり早急に夫選びを進めよう」

　お父様は少し興奮気味だった。

「でも水晶のパワーが満ちるのは、特別な満月の日だけよね？」

「ええ、次に力を使えるのは、ひと月以上は先になります」

「それでは遅い、もっと早く使えないか？」

「お気持ちはわかりますが、前回は急いだことにより、水晶のパワーが十分ではございませんでした。なので、漠然と『夫を選ぶなら他国の王族から』としかお告げがなく、信憑性が問われるようなものになっております」

　予言者ハーデスの持つ水晶は、彼の拳より少し大きくて丸い透明な石だ。先祖代々伝わる物で、不思議な力を持っている。サファイア国の重要な決めごとの際に使われるのだけど、一度使うと次に使えるのは、パワーが満ちる満月まで待たなければならない。

　私がブラックダイヤモンドに襲われ、その対処法がわからずに何度かパワー不足のまま水晶を使ってしまった。中途半端な情報だけを頼りにした代償は、お母様の命だ。

　あんな悲劇が二度とあってはならない！

　私はぐっと拳を握って、声を絞り出した。

「これ以上、私のせいで犠牲者を出したくないわ。水晶を使うのは十分に力を使える満月の日にして、今できる最善策を考えましょう！」

「そうだな……では、他国の王族で、胸に刀傷のある王子を探してみるか？」

「いいえ、それは危険です。同盟国以外の王族が名乗りをあげるかもしれません。それにサファイア国の王座、またはアイリス様の命を狙って、刀傷を偽装する者が出てくるでしょう」

　昔読んだ物語のような話だ。けれど国土は小さいが同盟国の長として最大の勢力を誇るのがサファイア国。野望のある国ならば、誰でもこの王の座はほしいはず。

「刀傷については決して口外しないでちょうだい。偽装防止もそうだけど、これは最後の切り札になると思うの」

「かしこまりました」

「ではどうする？　同盟国だけに絞って、夫候補を募るか？」

「同盟国の王子たち……」

「そうだ。ブラックダイヤモンドと互角に戦うには、ジュエルの強い結びつきが大事だ。だから水晶も能力が高い王族の血筋が必要だと告げている」

「そうですが……」

　ハーデスは何か言いかけたが、すぐに口をつぐんでしまった。

「何だ、言いたいことがあるなら言ってくれ」

「……最近、ダイヤモンド国が我が国の同盟国に攻撃をしかけているのはご存じですよね？」

「ああ、かなりの勢力で迫ってきているな」

「私はブラックダイヤモンドはダイヤモンド国の王ではないかと推測しております」

　確かに私が命を狙われだしたのと、ダイヤモンド国が同盟国を攻撃し始めたのはほぼ同時期だ。最近、名をあげてきた得体のしれない国なので、その点においてもブラックダイヤモンドに共通する部分がある。

「かなり怪しい国ではあるけど、先入観はよくないわよ」

「はい、申し訳ございません。ですが、警戒はお願いします。私が懸念しているのは同盟国のなかには既にダイヤモンド国に支配されている国があるかもしれないということです」

「表向きは同盟国だけど……実は敵かもしれないってこと？」

「はい、ダイヤモンド国がいかにも敵ですと注目させて、別の国から間者を送る……私が策士なら、そういう手も考えますが……」

　ハーデスは昔から頭がいい。特に戦略が必要なゲームでは、私は一度も勝ったことがなかった。だからこの策はあるかもしれない。それでも――。

「敵があらわれるなら好都合じゃないかしら？」

　これは大きな賭けかもしれないけど、私はできるだけ早く決着をつけたい。夢ではなく、この城が戦いの場になるほうが勝算がある気がした。

「それがいい。ハーデスはどうだ？　意見があるなら言ってくれ」

「……いいえ、意見などございません。すぐに同盟国へ使いを出します」

　ハーデスはきゅっと唇を噛み締めて、一礼すると公務室を出ていった。その後姿はどこか寂し気に感じる。

　幼いころからいつも私を気にかけてくれて、頼りになるハーデス。私にとっては兄のような存在だ。

（もしかして、妹を嫁に出すような気持ちになってるのかも？）

　ふとそんなことを考えた。
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　あれから数日が経ち、夫候補の王子たちがやってくる前日の夜。

　私はまた予知夢にうなされた。

　意識が遠のくと共に、無に近い闇が私を包み込もうと大きく広がっていく。




――アイリス、アイリス――




　全身の血が凍ってしまうほどゾッとする、低くて恐ろしい声。ブラックダイヤモンドだとすぐにわかった。

　暗闇は今にも私を飲み込もうとして、グルグルと渦を巻いている。ゴーッと風が鳴り、その奥から私を呼ぶ声が大きくなっていく。




――アイリス、私が憎いだろう――




　逃げることしかできない私をあざ笑っているような気がした。飛び込んで中心を突けば、倒せるだろうか？　少しだけどお母様から受け取ったジュエルの効力だってある。




――アイリス、どうした？　怖いのか？　早くこい――




　憎悪が心の底から沸き上がった。倒したい！　暗闇の中に飛び込んで、正体をあばき、お母様の仇を！　衝動に駆られて、一歩前に進み出たときだ。

「ダメだ！　アイリス、行くな！」

　突然、男性の声が遠くから響く。一度聞いたきりだけど、刀傷の男性の声だと直感した。

　立ち止まり、胸に手を当てて大きく息を吐く。そうだ冷静にならないと！　これは挑発だ。私が感情に任せて飛び込んだら、確実に相手の思う壺。手の内に入ってしまう。

　考えてみたら、まだ力が足りない。ブラックダイヤモンドを倒せるはずがない。

　踵を返して、走り出す。けれど一瞬遅く、氷のように冷たい手が私の腕を掴んだ。

「痛い！」

　冷たさに加えて、ピリリッと電気が走るような感覚があった。全身が痺れて、動けなくなる。

　捕まった！　これがブラックダイヤモンドの手なの？

　恐る恐る振り返る。そこには私の腕を掴む筋肉質の腕が、暗闇の中から出ているだけだった。

（どうしよう、怖い！）

　憎しみだけでは勝てない恐怖。それでも中へ引き込まれないように、どうにか踏ん張った。ここで根負けしたら、殺されてしまう。ガタガタと震えが止まらない、何をすれば、この手を振り切れるのか。

　妙案は浮かばない。できることはジュエルに祈るだけだ。力は十分ではないかもしれないけど、私は女王としてお母様から受け継いだジュエル、そして国宝石と自らが持つ守護石のサファイアが付いている。きっと合わせれば、この腕を振り切れるぐらいの力は備わるかもしれない。

（私に力を！）

　心のジュエルに働きかけ、掴まれている腕を見つめた。私の腕に力が走る。

　誰かを攻撃するのに使ったことはないからか、ためらいで弱々しい光にしかならない。それでも相手の腕を引っ掻くぐらいの力にはなるはずだ。血管が浮き出ている恐ろしい腕に手をかけた。すると指の先から火花が散り、掴んでいた腕が怯む。

　今だ！

　一気に振りほどくと、悲鳴に似た叫びが響いた。やっと解放された安堵、でも安心するのはもっと離れてからだと全速力で走り出す。

　後ろから轟々と物々しく風が鳴っている。まるでブラックダイヤモンドの怒りのようだった。でも振り返ったら負ける！

　ここからどこに逃げればいいのか。闇で見えないけれど、ただ走るしかない。

「アイリス、こっちだ！」

　突然、右から聞き覚えのある声がした。刀傷のある男性だ。藁にもすがる思いで、私は右へ方向を変えた。

　どこを走っても闇なのに、男性の声の先には以前見た夢のように微かな光が見える。それを目指すと途中で、グッと腕を掴まれた。

（え？　まさか捕まった？）

「アイリス、ここだ！」

　引き込まれた場所は、洞窟のような場所だった。男性は私を庇うように、すっぽりと体ごと包んでくれる。抱きしめられた胸の中は、私を追いかけていた闇とはまるで違う。安全な場所だとわかる。徐々に近づいてくる恐ろしい気配だって、もう怖くはない。

　追ってくるブラックダイヤモンドが、私たちのすぐ横を通っていく。私の名を呼びながら、見失った悔しさで叫びにも似た轟音を響かせる。体はこわばったけれど、声は遠のき深い闇に消えていった。

　さっきまでの恐怖が嘘のように、静けさだけが残る。

「ありがとう、また助けてくれたのね」

　答える代わりなのか、ぎゅっと抱きしめられた。心臓の音が心地よいリズムを刻んで、もう安心だと言ってくれているようだった。

「ねぇ、貴方は誰なの？　顔を見せてくれない？」

「……今はまだ……でもすぐ会える」

　これは約束……。そう囁かれて、唇を啄まれる。ピリッと電気が走った。

（え、この感覚……ブラックダイヤモンドと同じ？）

　さっき腕を掴まれた衝撃と同じような反応だった。どういうこと？

　困惑している所へ、再び唇が重なった。今度は深く舌が絡みつき、吸い上げられる。

（待って、貴方をよく知らないのに……こんなこと……）

　そう思いながら、受け入れようとしている自分が恥ずかしい。私の気持ちはいったいどうなっているんだろう。

　口づけは心も体も熱くしていく。けれど流されてはいけない！

　しっかり抱かれている腕を、何とか振りほどこうとバタバタと手足を動かす。すると静かだった洞窟にさまざまな生活音が響きだした。

　いつの間にか男性は柔らかい唇の感触を残したまま目の前から消え、耳障りな音が私を目覚めさせた。
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　夢の中の耳障りな音は、歓迎の準備で右往左往している侍従たちのものだった。

　同盟国のうち、サファイア国を取り囲む４ヶ国の王子が、私の夫候補として名乗りをあげたと報告を受けている。

　今日、その王子たちが一斉にサファイア国にやって来るので、城はいつも以上の賑やかさと活気で浮足立っていた。

　サファイア国の名に恥じぬよう、新調した謁見服が用意される。侍女たちも各国の王子が何の目的でやってくるかわかっているので、私の支度にいつも以上の長い時間を費やしてくれた。

　綺麗に着飾った姿を鏡に映し、自分に問いかける。

　夢に現れた男性は王子のなかにいるかしら？

　もしも……４人のなかにブラックダイヤモンドがいたら？

　この答えはこれから出るのだと思うと、期待と不安で胸が押し潰されそうだった。

　同盟国から次々と夫候補となる王子たちが入国してきたと報告があり、その度に軽い緊張が走る。

　いよいよ謁見の時間。はやる心を抑えつつ、謁見の間に入った。

　既に座っているお父様の隣に腰を降ろす。一つ低い場所にはハーデスが控えている。

「王様、アイリス様、事前に女王ラピ様は病に伏せていると伝えてあります。ですから王子様との会話であえて話題に出さなくても結構です」

「わかったわ」

「では、準備は宜しいですね、まずはエメラルド国の王子、ロイス・エメラルド様です」
















第三章　同盟国の王子たち







　ハーデスがドアの側にいる臣下に目くばせをする。

　大きな扉が重々しく開くと、ロイス王子が側近を従えて入ってきた。

　白地に襟から裾まで金糸の刺繍を施したジャケットに身を包み、ウエストがキュッと絞られているからか、とても細身に見える。エメラルドグリーンの髪色は白い正装を際立たせていて、瞳は目が合うと吸い込まれそうな深い緑色をしていた。面長で鼻筋の通った、品のいい顔立ちをしている。

（何だろう、この感覚……）

　うっすらと笑みを浮かべる表情に懐かしさを感じた。穏やかでどこか安心できる笑顔。ハーデスに似ていると気づく。彼の第一印象は、兄と慕いたくなる王子様だ。

「ロイス・エメラルドです。アイリス王女の夫候補になれて光栄です」

　バリトンより少し低めの声が耳に心地よく響くと、気持ちも落ち着いて緊張すら溶けていく。

「王女アイリスです。よろしくお願いします」

　右手を差し出すと、そっと手を取って柔らかい唇をそこに押しあてられる。

「お目にかかれて光栄です」

「こちらこそ。エメラルド国は東の大国、天然資源が豊富な国だと聞いてます。きっと緑が多くて素敵な国なのでしょうね」

「ええ、サファイア国も薬草の栽培で緑の多い国ですが、我が国も負けてはおりません。森林浴によい場所がたくさんあるんですよ」

「まぁ、素敵ですね、ぜひ見てみたいわ」

　そう言うと、とても嬉しそうに笑ってくれる。

「ではいつかご招待致しましょう。あぁ、それより私を夫に選んでいただければ、すぐにでも見せて差しあげられますけど？」

「そうですね。とても嬉しい提案ですが、少し時間をいただきたいわ。他の国の王子様とまだお話もしていないんです」

「そうでしたか、ではよい返事をいただけるのを期待して、もう少し待ちましょう」

「ええ、お願いします。それから、誰を夫に選んでも、エメラルド国とは友好関係を続けていきたいと思っています」

「確かに、私も同意見です」

　ふっと微笑む姿が、やはりハーデスと重なる。

「私はここに来るのがとても楽しみだったんですよ。サファイア国から輸入する薬は良品ばかりですし、薬草の栽培にも興味がありましたから――」

　そう言ってから、気を悪くしないようにと思ったのか、すかさず付け加えた。

「あ、もちろん一番の目的はアイリス王女にお会いするためですよ」

「ふふっ、お気遣いなく」

　慌てている様子はないけれど、少々申し訳なさそうに弁明してくれる姿に誠実さを感じる。

「いいえ、私の本心です。滞在の間、ぜひ私を知っていただきたいので、たくさんお話する機会をお与えください」

「ええ、もちろんです」

　私の返事が「社交辞令だとしても嬉しい」とロイス王子は微笑んだ。

　とても人当たりがよくて、話をしていると気分が落ち着く不思議な雰囲気を持っている。きっとロイス王子の持つジュエル、エメラルドが作用しているんだろうと思う。

（この人とならうまくやっていけるかもしれないけど……）

　夢の中で感じたようにジュエルが大きく響いてはいない。それでも会話はスマートで、いつまでも話をしていたいと思わせる王子だった。

「それではまた……」

　ロイス王子が一礼して去ると、次の王子を呼ぶための準備が始まった。

　そしてハーデスの声が響く。

「次の王子をお呼びします。アクアマリン国、リュウ・アクアマリン様でございます」

　扉が開くとリュウ王子が控えていた。

　リュウ王子は一礼するとスタスタと歩いてくる。髪はマリンブルーの巻き毛で襟足ぐらいの長さがあり、歩くたびにふわふわと浮く髪は、触ってみたくなるほど柔らかそうだった。同じくマリンブルーの丸くて大きな瞳が印象的で、愛らしい小動物のような顔つきをしているからかとても若く見える。ライトグレーの謁見服は皺一つない仕上がりで、銀糸で右肩から左の裾へ続く刺繍飾りがリュウ王子の童顔と身長をカバーしていた。

「リュウ・アクアマリンです。ご招待感謝しております！」

　少しトーンが高く大きな声が部屋に響いた。

「王女アイリスです。よろしくお願いします」

　差し出した手に、そっと触れるぐらいのキスを落とされる。遠慮がちなキスは少しくすぐったかった。

「アイリス王女は思っていた通り、素敵な方ですね。その柔らかそうなストレートの青い髪が綺麗です」

「まぁ、ありがとうございます」

「僕の髪は自然とパーマがかかるから、アイリス王女のようなサラサラのストレートヘアに憧れちゃうんですよ～」

「ふふっ、でもリュウ王子の髪型、とても似合っていて素敵だと思いますよ」

「本当ですか、嬉しいなぁ～」

　リュウ王子は瞳をキラキラさせてさらに語りかけてくる。

「僕は海の旅をたくさんしてきているんですよ」

「それは興味深いですね。サファイア国は海がないから、一度見てみたいと思っていたんです」

「本当ですか？　じゃあ、いつか船で一緒に旅をしましょう」

　リュウ王子は顔をくしゃっとさせて微笑んだ。駆け引きのない素直な言葉と無防備な笑顔を見ると、どうも断りきれない。

「機会があれば、ぜひ。あ、でも嵐が来たらどうしましょう？　海が荒れたら船は沈んでしまうのよね？」

「そうですね。でも僕のジュエルはアクアマリンですから、嵐を鎮めることができるんです。僕が一緒にいればそんな心配はいりませんよ」

　得意げに胸を張り、今までの体験談を面白可笑しく話し始めた。

（リュウ王子といると、ずっと笑っていられそう）

　退屈など無縁のひとときとなる。話しているうちに、自然と元気にしてくれる王子。とても魅力的な存在だ。でも弟のような感じがして、恋愛に発展するまでには時間がかかりそうな気がした。

　少し休憩を取って、次の準備が始まる。

「次はトパーズ国のディーン・トパーズ様です」

　扉が開くと、ディーン王子は華やかな赤い軍服に身を包んで颯爽と歩いてきた。金髪のショートヘアで耳の辺りで軽く後へウェーブしている。グレーがかった金色の瞳は、暗闇でも光りそうなほど明るく輝いていた。さらに切れ長の目は中性的な色気を感じさせる。

「ディーン・トパーズです。宜しくお願いします」

　大きな声は先ほどのリュウ王子と変わらないけれど、彼よりは低くハスキーな声をしている。挨拶と同時に、すっと手を取られて素早くキスをされた。

　ちょっと強引で、女性の扱いも慣れてる感じだ。私の手を離すことなく、顔だけ上に向けてにっこり笑う。

「アイリス王女、会いたかったです」

「あ、ええ……私もお会いできて嬉しいです」

　「会いたかった」のフレーズに反応したけど、夢の中で聞いた声ではないのは最初の挨拶でわかっている。

「僕は力の配分がわからなくて、物をよく壊しちゃったりするんですよ」

「そんなふうには見えませんけど？」

「そう思うでしょう、でも木の実を取ろうとして枝ごと折ったりとか、手すりにつかまったら倒してしまったりしたこともあるんですよ」

「まぁ、そんなに力が強いんですか。それならどんな魔物が来ても守ってもらえますね」

「もちろんです！」

　ディーン王子は胸を張って頷いた。

　けれどすぐに首をかしげて、怪訝そうに尋ねてくる。

「あ……でも、この国には魔物がいるんですか？」

「え？　あぁ、例えばの話です」

「なんだぁ、ビックリしましたよぉ」

　私の言葉を素直に受け取り、心底ホッとしている姿を見て思わず笑いが込み上げる。

「ふふっ、ディーン王子はとても純粋な方なんですね。魔物がいるかもしれないって考えるなんて」

「そうなんです。僕、人の話を鵜呑みにしやすくて、からかわれたりするんですよねぇ。あ、でも勘が働くので、騙されることはほとんどないんですけどね」

　ともすると弱点なのに、あっけらかんと話しながら笑う。

（意外とお人よしな性格みたい。仲よくなれそうだわ）

　裏表がない気兼ねなく話せる相手だった。ただ、友達以上のお付き合いだと、やはり時間がかかるかもしれない。
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（あと一人か……次もジュエルの反応がなかったら……）

　つい溜息が漏れる。

「アイリス様、次の謁見が最後です。しっかり努めてください」

「ええ、ごめんなさい。お願いします」

「最後はルビー国のラッド・ルビー様です」

　扉が開いた瞬間、私は目が釘付けになった。それはラッド王子ではなく、その後ろを歩いている側近らしき男性に対してだった。

（やだ私……どうしちゃったの？）

　これまで謁見した王子たちも側近を連れてきていた。でも、王子より目立つことはないというか、目を奪われるようなことはなかった。それなのに、彼はまるで体に光をまとう能力でも持っているかのように、赤いオーラのような輝きを放っていて、前にいるラッド王子よりも人の目を引き付ける。

　濃紺のジャケットは軍服をアレンジした物のようだった。大きな襟の周りに金のアクセントがあり、エポーレットには金糸と国のジュエルであるルビーが飾られていた。

　伏し目がちな瞳と襟足にかかるぐらいのストレートの髪はどちらも赤が強めのブラウンで、髪は歩くたびにサラサラと揺れている。その姿は昔見た芸術品、軍神の彫刻のような美しさだった。

（ダメダメ！　今はラッド王子に集中しないと――）

　それでも目は自然とその後へいく。これではいけないと、視線を無理矢理ラッド王子へ移す。

　やや緊張気味に歩く姿は、後を歩く男性に引けを取らない。ラッド王子も赤に近い茶色の巻き毛にワインレッドの瞳で、目鼻立ちがはっきりしていてとても整っている。華やかという言葉がよく似合う。前後で歩いていると、ラッド王子が光で彼は陰といったところか。それなのに欲目なのか、陰のほうが明らかに目立って輝いているように思えた。

「ルビー国のラッド・ルビーです」

　ラッド王子は明るい太陽のような声を張り上げて、軽く会釈をした。

「王女アイリスです。よろしくお願いします」

「……よろしくお願いします！」

　私の手を取るラッド王子の手は微かに震えていた。おずおずと触れる唇は緊張のあらわれなのかもしれない。

「それから……後ろに控えているのは側近のフィン・ブラッドストーンです」

　後ろの男性に「挨拶を」と目くばせをするラッド王子に応え、フィンが一歩前に進み出る。

「フィン・ブラッドストーンです。お目にかかれて光栄です」

　低くて深みのある声は、いつまでも聞いていたいと思わせるほど耳に心地よく響いた。

　それなのに目を合わせることなく、軽く会釈をして後ろに下がろうとする。

「王女アイリスです。よろしくお願いします」

　私はすかさずフィンに向けて手を差し出した。私の声に反応して、下がるのをやめると初めて私を見た。

　目が合った瞬間、時間が止まった――。

　フィンは目を見開いて私を見たまま動かないでいる。私も宝石のように輝いている瞳に捕らえられ、身動きが取れなかった。

　ほんの一瞬のできごとなのに、とても長い時間見つめ合っていたような気がする。

「フィン、フィン！」

　ラッド王子の声にやっと我に返った。長くて形のよい指が、私の手先をそっと掴む。そして唇が近づき、心臓がドキドキと高鳴っていく。手の甲に唇が押し当てられたとき――。

　ピリリッと電気のような痺れが全身に走る。

（痛い！）

　思わず手を引っ込めそうになった。この感覚はブラックダイヤモンド？

　昨日の予知夢で腕を掴まれたときの痛み……に似ている。だけど顔のわからない刀傷の男性にキスをされたときの痛みでもあった。

　ただ、夢の男性は私の未来の夫なはず。そうなると王族だから、この人は――。

（私の敵、ブラックダイヤモンドなの？）

　心のジュエルが反応している。これはときめきなのか、恐ろしさなのか。正と負の感情が入り混じって収拾がつかない。どうすればいいのかわからず戸惑っているうちに、フィンは挨拶を終えた。

「すみません、フィンはこういう場が初めてなもので、気を悪くしないでください」

　気まずい雰囲気に見えたのか、ラッド王子が取り繕うような言葉で庇う。

「い、いえ、私のほうこそ突然声をかけてしまって、申し訳なかったわ」

「アイリス王女が優しい方でよかったです」

　ラッド王子が笑顔を向けてくれたけど、心は複雑だった。

（フィンが敵だとしたら、ルビー国も敵なのかしら？）

　ややこしい、新たな疑問がよぎった。でもこの国とは友好関係が良好だと聞いている。それを確認しなければと思う。

「ルビー国は北の大国ですね、かつてはサファイア国と互角に戦った歴史があるとか。今は同盟国として、北からの敵国の侵入を防いでくれていると聞いています」

「はい、それがルビー国の務めと思っています。それに我が国には戦の天才がおりますので、やすやすと負けることもないんですよ」

「まぁ。強い将軍がいらっしゃるのね、それはとても心強いです」

「はい、あ、将軍ではないんです。……でもとにかく強いので安心してください」

「ええ、ありがとうございます。ただ……もしもラッド王子を夫に選ばなくても、友好関係は続けてくださいね。強い方がいらっしゃるのなら、敵に回したくないわ」

　すると何故か視線を後のフィンへ向けた。それから私を見てにっこり笑う。

「敵に回したくない人なら、ここにいますよ。私ともども、仲よくしてください」

「え？」

　突然の言葉に驚きを隠せない。ブラックダイヤモンドかもしれないと思ったばかりなのに、何て答えればいいんだろう？
















第五章　敵か味方か？







「仲よく……？」

　それ以上言葉がでない。困惑していると、察してくれたのかフィンが私の前で跪いた。

「王子が誤解を招くような言い方をして申し訳ございません。砕けた表現ですが、仲よくとは友好関係のことでございます。何があってもルビー国は友好関係を崩したり致しませんので、ご安心ください」

（私ともどもって言ったから、国同士の話ではないわよね？）

　苦しいごまかし方だと思う。でもラッド王子は純粋で、気さくな人なのかもしれない。

「ありがとう。国同士、仲よくしましょう。宜しくお願いしますね」

「はい、私どもは何があってもアイリス王女を……あ、いえ、サファイア国をお守りします」

　信じていいのか迷う。でもフィンの言葉にためらいはなく、嘘は言っていないようだ。

「それより、女王様のお加減はいかがですか？」

　ラッド王子の不意の問いに、また絶句する。

「あ、すみません。私の両親と交流があると聞きまして、心配だったものですから」

「お気遣いありがとうございます。……少しずつですが、回復に向かっています」

「それはよかった。どうぞご自愛くださいとお伝えください」

　優しい気遣いだった。それを素直に喜べないのは、フィンのせいだ。ともすれば敵に探りをいれられていると勘ぐりたくなった。

（ラッド王子はとても気さくで優しい人みたいなのに――）

　夫に選ぶとしたら、穏やかに過ごせそうなラッド王子のように思う。ただ気がかりはフィンで、思い出すだけで心をかき乱される。

（フィンは……敵なの？　それとも味方？）

　誰もいなくなった謁見の間で、しばらく動けなかった。
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　王子たちとの謁見が終わり、一息ついたところでハーデスが言う。

「さて、全員とご挨拶をしていただきましたが、ジュエルが共鳴した方はおられましたか？」

「えっと……いたような、いないような……」

　そう言葉を濁して、謁見での王子たちの印象を伝えていく。

「今のところラッド王子が有力ですか？」

「ええ、そうなんだけど……ちょっと気になるところがあって……」

　側近のフィンについて、話しておくべきか迷う。ブラックダイヤモンドかもしれないという疑問を知らせるべきか。でも先入観はいけない。それにフィンに対しては心のジュエルも騒いでしまっている。これは口が裂けても言えないし……。

「何かあったのですね？」

「ううん、違うの。ただ王子たちはいいとして、側近やお付きの侍従たちって信用できるのかしらね？」

「そうですね。側近は護衛の役目もございますし、信頼のおける者をつけているでしょう。他の国でも私とアイリス様と私のように、幼いころからおそばにいる者が多いと聞いています。侍従に関しても名簿を用意させておりますから、素性は確かだと思いますよ」

「そうなると、４ヵ国のなかにブラックダイヤモンドがいたとしたら、国ぐるみで騙すしかないわよね？」

「そうなりますが……まさか、ブラックダイヤモンドを見つけたのですか？」

「いいえ、もしもの話をしているの。だって、用心に越したことはないでしょう」

　ハーデスは安堵の表情で頷く。

「そうですね……。でも、何か不審に感じたことがありましたら、必ず私に報告してください」

「ええ、もちろんよ」

「では明日から舞踏会やお茶会を開きますので、そこでお一人ずつ王子たちのお相手をして見極めてください」

「わかった、そうするわ」

　席を立とうとすると、ハーデスが引き留める。少し眉根を寄せて、ためらいがちに口を開いた。

「それから……ラッド王子が連れていたフィンという男ですが……」

「え？　……ああ、いたわね。その人がどうかしたの？」

「いいえ、ただラッド王子より興味があるのではないかと思ったものですから……」

　怪しいと感じたのではなく、興味があるように見られていた。それも当たらずとも遠からず。やはりハーデスには隠しごとはできないと思った。

　これ以上詮索されると、また勘ぐられそうだ。ここは何が何でも否定しておくのがいい。顔色を変えずに、友好関係を保つために必要な社交辞令だとごまかした。納得したかはわからないけれど、ハーデスは「そうですか」と言って、小さく頷いた。

「今日はお疲れでしょう。早めにお休み下さい」

「ええ、でもその前に少し風に当たりたいわ。着替えたら裏庭のテラスに行くから、お茶の用意をするようにお願いしてくれるかしら？」

「かしこまりました」

　ハーデスは足早に去った。私も謁見用のドレスから、普段着に着替えるために部屋に戻った。
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　裏庭のテラスは夜になるとライトアップされる。テラス奥のバラ園は人工の光と夜のほのかな明かりが混じり合い、バラを照らすことで幻想的な風景を醸しだしていた。

　テーブルに着くと侍女が一礼をしてお茶を用意してくれた。注がれた薄紫色のお茶と微かに漂う香りで、ラベンダーティーだとわかる。心を落ち着かせてくれる薬草で、選んでくれたハーデスの配慮がうかがえた。

　香りを楽しんでから、お茶を一口飲む。鼻腔と喉からラベンダーの香りが私を包み、体の緊張が一気にほぐれていった。

　ふうっと深呼吸をして慌ただしかった一日を振り返る。ハーデスには相談できなかったフィンのことを思い浮かべた。




――何があってもアイリス王女を……あ、いえ、サファイア国をお守りします――




　少し顔を赤らめて私に言ったあの言葉と、手の甲から伝わった痛みが頭から離れずにいた。ブラックダイヤモンドかもしれないのに、別の意味でフィンが気になってしまう。

　なにせジュエルが反応した唯一の人物だ。

　どうしたらいいのかと思い悩んでいると、誰かがこちらへ向かってくるのが見えた。

　ロイス王子だ。

「こんばんは。お散歩ですか？」

　声をかけると、嬉しそうに微笑んでくれる。

「こんばんは。まさかこんな所で会うとは思いませんでした」

「ええ、これは偶然かしら……ね？」

「私にとっては運命ですよ。こちらに座ってもいいですか？」

　私の横に置かれた椅子を手で示す。

「もちろん。よかったらラベンダーティーもいかがですか？」

「ぜひ、いただきます」

　サファイア国と同様、薬草や薬の資源を多く栽培しているエメラルド国。だからだろう、お茶の名前を聞いて効能がわかり、私の心配をしてくれた。

「私たちとの謁見で、だいぶ緊張されたのですね？」

「いえ、それほどではありませんが、初めての大役でしたので、臣下のハーデスが気を使ってくれたようです」

「アイリス王女をよくわかっておられるのですね」

「私たちは幼いときから一緒にいましたから、言わなくても気持ちがわかっちゃうみたいです」

　ロイス王子はカップに注がれるお茶を見つめながら、ふっと微笑んだ。

「……少し妬けます」

「え？」

　微かなつぶやきだった。聞き直したけれど答えてくれなかった。

「このまま話し相手をさせてくれませんか？」

　私が頷くと、ロイス王子は穏やかなトーンで語りかけてくる。

「では好きな季節はいつですか？」

「ふふっ、何を聞かれるかと思ったら……春が好きです」

「うん、暖かくていい季節だ。まるで貴女のようですね」

「まぁ、嬉しい。今度は私から質問してもいいですか？」

「もちろんです。あ、答えやすい質問にしてくださいね」

　どうでしょうと笑顔を見せてから、疑問を抱いていたことを口にしてみた。

「ロイス王子は政略結婚をどう思いますか？」

「突然、難しい問題がきましたね」

　微笑んではいるものの、少し困った様子で目線を上に向ける。

「そうですね……答えになるかわかりませんが。王族は皆、国を背負っている。私も政略結婚は国のために必要なことだと言われて育ってきました。なので、特に考えてはこなかったという答えでも宜しいでしょうか」

　やはり割り切っているのかと思う。

「もしかして政略結婚に抵抗があるんですか？」

「いえ、結婚相手は王族から決めることになったのですが、いざ王子様たちがいらっしゃると……どなたも魅力的で決めきれないんです」

　本当はどの王子にもまだ恋愛感情がわいていないのが悩みなのだけれど、さすがに言わないでおいた。

　ロイス王子はしみじみと「王族同士だからこそわかる悩みですね」と同調してくれる。

「自分に正直に選ぶのがいいと思います。それと政略結婚が嫌なら、先に愛すればいい。もしかしたら後から愛情が芽生えることだってある。そうやって割り切りませんか？」

「ええ、できればそうしたいと思います」

　少し胸の内を話してすっきりしたからか、彼の雰囲気がそうさせるのか、さっきよりも気持ちが軽くなっていた。

　お礼を言うと、「少し歩きませんか？」と誘われる。

　頷くと同時にロイスが立ちあがった。エスコートされて、テラス奥にあるバラ園まで歩くことになった。

「先ほどより表情が明るいから、もう大丈夫そうですね」

「はい、ロイス王子のお陰です。貴方は人を癒す力があるみたいですね。だいぶ元気になりました」

「そう言っていただけるなんて光栄です。私でよければいつでも話し相手になりますよ」

　それに――と言って立ち止まり、真剣な表情で見つめてくる。

「少なくとも私はアイリス王女との縁談を政略結婚だとは思っていません。私を選んでくれたら、貴女を愛していくと誓います」

　ロイス王子の顔が徐々に近づいてくる。まさかキスされる？　咄嗟のことで、思わずよけてしまった。

「もう、部屋に戻らないと……とても楽しかったです。それでは……」

　そそくさと歩き出すと、「待って」と腕を掴まれた。

「え……」

　ブラックダイヤモンドに掴まれた腕の感触を思い出して、ビクッと体が反応した。その弾みでよろけてしまう。

「あっ！」

　すぐにロイス王子が私を支えようと手を伸ばす。けれどバランスを崩して、脇にあった大木に押し付けられる格好となった。

「失礼を承知でこれだけは言わせてください。謁見の間でお会いしたときに、私の気持ちは決まりました。できるなら貴女の夫として生きていきたいと……」

　口説かれるのはいいけれど、まだそんな関係を築いていない。どう切り抜けようか考えているうちに、手が私の頬に触れ、彼の視線が唇へと移る。

　この感じ、夢に見たシチュエーションに似ている……。だけど自分の気持ちが追いつかない。ぐっと手を突っぱねて、胸を押し戻そうとした。それなのに力が出なくて、思うようにいかない。

「私の愛を受け入れてもらえませんか？」

「……それは……」

　こういう場合、どう答えるのがいいのだろう。回避する方法が思い浮かばないうちに、顔がゆっくりと近づいてきた。

（どうしよう、このまま流されたくない……）

　でも逃げ道がなくて困惑していると、後の草むらからガサガサと草の根をわけるような音がした。

　ロイス王子の動きも止まる。音のするほうに目をやると、突然大きな岩が転がってきたような勢いで人が飛び出してきた。

　フィンだ！　彼の後には少々息の上がったラッド王子の姿もあった。

「ちょっと待って……って、あれ……お取込み中？」

　ラッド王子は私とロイス王子を交互に見てから、ばつの悪そうな表情で視線をそらした。

　私はというと、この状況で遭遇したという恥ずかしさで、再びロイス王子の胸を押して体を離そうとした。

　フィンは逃れようとしているとわかってくれたのか、ロイス王子の腕を掴んでぐっと後へ押し戻してくれた。

「ご無礼をお許しください。アイリス王女が苦しそうですので、少々離れていただけますか？」

「それは気づかなかったな……だが……」

　何か言いかけたところで、フィンが私を背中に庇った。私の体がすっぽり隠れてしまうぐらいの広い背中は、守られているような安心感を与えてくれる。そこから顔だけを覗かせて声をかける。

「ごめんなさい、ロイス王子。まだ心の準備ができていませんでした。気を悪くしないでくださいね。私はゆっくり関係を深めていきたいんです」

「わかりました。今日はこれで失礼します」

　夜の中に消えていく後姿をフィンの背中越しから見送る。姿が見えなくなったところで、ホッと胸を撫でおろした。

「ありがとうございました。助かりました」

「いえ、ちょうど居合わせてよかったです」

　照れているのか、すぐに視線を逸らしてくる。そこへ離れた場所にいたラッド王子が、駆け寄ってきた。

「いくら同盟国の王子様とはいえ、夜に二人きりは危ないですよ」

「そうですよね、少し油断をしておりました。今後は気をつけます」

　部屋へ戻ろうとすると、すぐさまラッド王子が声をかけてきた。

「あの、一人で歩かないほうがいい。警護はつけていないのですか？」

「はい、いつもは臣下のハーデスがついてくれるのですが、その先のテラスに侍女が控えておりますので、一緒に部屋に戻ります」

　そう言うと、いきなりフィンが私の前に突き出される。

「女性だけでは心配ですから、フィンと一緒に部屋までお送りします」

　フィンは「え？」とラッド王子を振り返ったけど、そのまま私の横へ押し出された。

「私でよければ、部屋まで護衛いたします」

　フィンの低音の声。耳に心地よく響いて、私の心をくすぐる。気のせいだと思うけど、刀傷の男性の声を思い出す。だからなのか、つい油断をしてしまいそうになる。彼は本当に信用できるかわからないのに……。でも私を助けてくれたし、無下に断るのも失礼になる。

　警戒を怠ることなく、好意を受け入れようと決めた。護衛をお願いすると、フィンは私の右斜め後ぐらいの位置をキープして、反対側にラッド王子がついてくれた。

　草を踏む音だけが響く。フィンは無口なようだし、ラッド王子は話題に困っているように見えた。

　無言で歩くのが気まずくて、話題を探す。

「あの、どうしてバラ園の茂みから出てきたのですか？」

　その質問にラッド王子は少々困った様子で髪をかき上げる。

「それはですね……えっと……散歩です」

「え？　あの辺りに道なんてありましたっけ？」

「ありましたよ……ね？」

　助けを求めるように、最後の疑問符をフィンに向けた。フィンは頷き、無表情で淡々と答える。

「はい、ありました。ただ、獣道ですので人は通らないかもしれません」

「だとしたら、ますますわからないわ。何でそんな場所で散歩なんてしてたんですか？」

「それは……ラッド王子の趣味だからでございます」

　フィンの言葉に、頭の中はさらにクエスチョンマークでいっぱいになった。

「戦場では常に舗装された道を歩けるとは限りませんから、ルビー国の軍隊はさまざまな道を歩き訓練をしています。ラッド王子もその訓練に参加しているうちに、趣味になったようです」

「本当ですか？」

「はい……」

　照れくさそうに髪をくしゃくしゃと掻きながら頷く。本当に趣味なんだ。

「もしかして、フィンも趣味になってるとか？」

「え……あ、はい、まぁ、つきあっているうちに、そうなりました」

　王子の前では正直に違うとは言えないのだろう。しどろもどろになっているフィンは、よく見ると服の肩口から腕にかけて葉っぱが所々ついている。まるでわんぱくな少年が、服を汚して言い訳をしているような姿に見えて、滑稽さに思わず笑った。

「あの、何かおかしかったですか？」

「いいえ、ごめんなさい。これ……」

　私がフィンの肩口に手を伸ばすと、反射的に避ける仕草をする。何に対しても危機回避する習慣が抜けないのだろう。私が動きを止めると、ハッとして「つい性分で」と謝って警戒を解いた。

　もう一度手を伸ばして、肩口で目立つ大きな葉を取ってフィンに見せた。

「獣道なんて歩くから、綺麗な服が台無しよ」

　服に付いている葉を取っていると、袖口から引っ掻き傷のようなものが見えた。

「ケガ……してる？」

　一瞬で轟音を響かせて動く暗闇を思い出す。あのときの筋肉質の腕。私のジュエルが傷を付けたのはどの辺りだったろう。

「よ、よく見せて、手当をするわ」

　袖をまくろうとすると、フィンはさっと腕を引っ込めた。

「さっき歩いていたときに枝に当たったんです。心配はいりません」

「そ、そう……」

　懐疑心が一気に強まる。でも今は平静を装っておこう。疑いではなく、確信が必要なのだから。

「そうだ……次はラッド王子の葉っぱを……」

「それは俺が！　……いえ、私が致します」

「言い直さなくてもいいわ。私の前ではあまりかしこまらないで」

「はい」

　フィンは頭を下げると、すぐさまラッド王子に付いている葉を、パパパッと払っていく。

「え、何でフィンが？　俺もアイリス王女に優しく取ってもらうつもりでいたんだぞ」

「いいえ、ラッド王子のお世話は俺の役目ですから」

「わかったよ。その代わりもっとそっと取ってほしいな」

　フィンはいつまでもラッド王子の服をはたいている。それを「わざとだろう」と逃げる姿はふざけ合っているようにしか見えない。主従関係は各国で違うものだけれど、特にルビー国のは類を見ないぐらい近しい関係に思えた。

　あの腕の傷も、本当にさっきケガしたものかもしれない。そう正当化したくなる。

「お二人は仲がいいのね……フィンはいつからラッド王子と一緒にいるの？」

「５歳ぐらいからずっと一緒にいます」

「そうなのね……」

　やはり私の思い過ごしだ。希望的観測かもしれないけど、フィンは私を助けてくれたし、悪い人じゃない……。そう思いたかった。
















第六章　予知夢の中で







　ラッド王子たちと別れてすぐ、明日の予定を確認した。侍女に寝着の支度を任せながら、聞き耳を立てる。かなりつまった予定に憂鬱になった。ベッドに入ったはいいけれど、きっとよい夢など見られないだろう。

　案の定、深い眠りに入るころ、目の前に靄がかかってくる。だけど真っ暗な世界ではないから、ブラックダイヤモンドはいないはずと頭の隅で感じていた。

　これも予知夢だろうか。私がいるのは舞踏会が開かれる城の大広間。だけど、誰もいなくてガランとしている。この夢が私に伝えたいのは、どんなことなんだろう？

　歓迎の宴が開かれないはずがない、だとすると……。ただの夢？　それともブラックダイヤモンドが見せているの？

　久しぶりの明るい夢なのに人がいないのは、それはそれで薄気味悪い。先へ進み、大広間の中央まで歩くと、バルコニーに人影を見た。

（誰かいる……）

　敵なのか味方なのか……。恐る恐る歩み寄り、バルコニーに繋がる扉を少しだけ開けた。隙間から男性の後姿が見える。あれは――。

「フィン？」

　私に背を向けて、風に当たっている姿。ロイス王子から庇ってくれた背中だ。忘れるはずがない。

　いつの間にか扉を開けて、フィンであろう男性のほうへ歩いていた。気配を感じたのか、男性が振り向く。

（え？）

　顔を見て息を飲む。仮面を被っていたからだ。マスカレードに使われる上半分だけのアイマスクで、赤地に金の模様が細かく細工され、中央には赤い宝石が飾られていた。

　もしかしてルビー？　だとするとラッド王子かもしれないけど、髪型や色、姿形はフィンのようだ。でも絶対に彼だとは言い切れない。口元だけが仮面から覗いている。うっすらと口角が上がっているせいで、フィンなのか確信が持てない。私は彼の笑った顔を見たことがなかった。

「あの……フィン……なの？」

「……違う……」

「え？　じゃあ、貴方は――」

　誰かと聞くよりも先に体を引き寄せられる。そのままバルコニーの柱の陰へ、さらうように連れていかれた。

（フィンじゃないなら、誰？）

　壁に押しつけられると、「しっ！」と口元に指を当ててくる。唇に触れた指からピリッと痺れが全身に伝わる。またジュエルが反応した。

　頭の中ではブラックダイヤモンドという言葉が浮かぶ。だとしたら間違いなく私を殺すはずだ。それをしないこの人は？

　どうにもジュエルの反応は敵に対してなのか、味方に対してなのか区別がつかない。もう少しわかりやすく反応してくれればいいのに……。複雑な感情が溢れ出してくる。

　考えを巡らせている間も「しゃべるな」というジェスチャーは続く。フィンらしき男性はそうしながら、周りの気配を伺っているようだった。

（いったい何をしているの？）

　疑問をぶつけるため、沈黙を破ろうとしたとき――。

　バーン!!

　バルコニーの扉が勢いよく開く音がした。そしてゴーッと風が鳴って、辺りが暗くなっていく。

　今度こそブラックダイヤモンドだ。声を出すなというのは、このことかと今理解した。体が自然とこわばる。

　最初は新月の夜だけだった。それが月が過ぎるごとに夢に現れる回数が多くなってきていた。それでもこんなに連続して現れるのは、初めてだ。力を付けてきた私を早く始末したいという焦りなのかもしれない。




――アイリス、どこだ？　アイリス――




　轟々と鳴る風とその奥で私を名を叫ぶ。明らかに最初のころとは違う。だからこそ、恐怖なのだ。また捕まったら、今度こそ最後だから。

　それを考えると、息すらできなかった。ただ身を縮めて通り過ぎるのを待つ。すぐ横で轟音が響き、徐々に近づいてくる。ブラックダイヤモンドがそばに来たと感じて、緊張と恐れが震えを助長させた。

　そのとき、私をすっぽり包んでいる腕に力が入る。震えを抑えようと、抱きしめてくれる体はとても温かかった。

「ここにいれば、大丈夫だ」

　身長差から彼の胸の辺りに顔が押し付けられて、心臓の音が耳元から聞こえてきた。とくんとくんとくん、少し早いリズム。それが少しずつ私に安心をもたらす。

　辺りが暗くなったのがブラックダイヤモンドのせいではなく、彼の胸にすっぽりとおさまっているからだと感じさせてくれる。胸の鼓動は子供をあやす子守歌みたいに、止まらずに私の耳元で鳴っていた。

　しばらくして、また元の静寂が戻ってくる。ブラックダイヤモンドが私を見つける前に助けられたのは初めてだ。お母様だってこんなことできなかった。

「ありがとう。助かったわ」

　きっとこの人は答えてくれないだろうなと、短いお礼だけにした。この温かい空間にもう少しいたいけど、それよりも確かめなければいけないことがある。

「ねぇ、フィンじゃないなら、貴方は誰なの？」

「……まだ言えない」

　あっけなく会話が終わるのは気に入らないけど、前よりはしゃべってくれている。そしてこの声が作られているように思えた。正体を明かさないことに意味があるのだろうか。

　やはり誰だか知りたい。その衝動で彼から離れて、顔を見上げた。せめて口元だけでも覚えておこう。背伸びをして、視線を唇に移す。

　ほどよく厚みがあって、うっすらと赤い。フィンが話していたときはどんな感じだったろう。もっと彼を観察しておけばよかったと後悔する。

　見つめていた唇は一瞬キュッと真一文字に結ばれてから、息を吸うのにほんの少し開かれた。それから腰を屈め、仮面をした顔が近づく。

「誘うな……理性が効かなくなる」

「え？　あ……」

　確かめるのに夢中で気づかなかったけど、明らかにキスを迫っているような仕草だった。

「ごめんなさい。そんなつもりじゃ――」

「もう遅い」

　短いフレーズが彼の口から飛び出したときには、私の唇は塞がれていた。ゆっくり果物でも味わうように、柔らかい唇が動く。何度も角度を変えて重なり、啄まれると、今までに感じたことのない悦えつが広がる。押し当てられた唇は熱く、それが私の脳内を真っ白にしていく。

　次第に気持ちが高ぶったのか、「はぁ」と漏らした溜息と同時に、彼の舌が侵入してきた。私の舌に絡み付き、息ができないほど吸い上げられる。激しい感情を受け止め切れず、彼から逃れようとした。でもどうにも力が入らない。

「アイリス……」

　切ない声だった。やがて彼の唇は頬から首筋、最後は胸元へと落ちていく。大きく胸の開いたドレスをさらに引き下げられると、真っ白な果実が露わになった。

　先端を口に含み、歯がそれを甘く噛んだ。

「あっ……いやっ！」

　甘噛みされた先端が刺激によりキュッと縮まる。固い実になった部分を彼の舌が小刻みに擦り、私の体は電気が走ったようにピリピリと痺れてのけぞった。

（またこの感覚……ジュエルが反応している……だけど……）

「これ以上は、だめ……」

　刺激が強くて力が出せない。でも必死で抵抗した。いくら誤解を招く行為だったとしても、顔も見せないなんて……。

「せめて……これを取って！」

　叫んで仮面に手をかけた瞬間、私に強い光が降り注ぐと、やっと力が働いて体を動かすことができた。

　目を開けるとカーテンの隙間から、日の光が私の顔を照らしている。

（今のも予知夢だったのかしら？）

　歓迎の宴で同じようなことが起きるかもしれない。それにしても最近は疲れる夢ばかりだ。安心して眠れる日が早くきてほしい。

　そう願って大きく伸びをする。完全に疲れが取れないままベッドから出ると、私を救ってくれた日の光を浴びるために、思い切りカーテンを開けた。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　今日も城は大忙しだった。大広間で盛大に歓迎の宴が開かれ、その準備で廊下から人が行き来する足音が常に聞こる。

　しかも舞踏会と称しているので、楽団員がいつもより熱心に練習をしている様子もうかがえる。

　舞踏会用のドレスに着替え、侍女たちがまたしても念入りに支度をしてくれる。その横でハーデスがこれからの段取りを説明してくれた。

「王子様たちに誘われたら、ダンスをお願いします。疲れないように、休憩を挟みながらお誘いしていただくように致しますから、何か不都合がありましたら、おっしゃってくださいね」

「ええ、わかったわ」

　舞踏会のダンスは体を密着させるから、個人的な会話ができる。より近くで合わさるのでお互いのジュエルがどう反応するかもわかる。夫を決めるにはよい場なのは確かだ。

　それだけに昨日ちょっと気まずい感じで別れたロイス王子が気になった。

　誘われたらどんな会話から入ろうか。私から声をかけるべきかしら？　怒っていたらどうすればいいの？　いろいろ考えたけど、なるようにしかならないし、私の使命はとにかく王族出身の夫選び。それだけに集中することにした。

　歓迎の宴が始まる。馬車がぞくぞくと城の中へ入ってきて、その度に大臣やら将軍やらの名前を聞かされた。国のために働いてくれる要人のなんと多いことか。

　他国との交流は久しぶりなので、城に集まってくる要人の子息や令嬢もかなり気合を入れて着飾っている。令嬢は見染められれば玉の輿、子息は出世の人脈を手に入れたいのだろう。私の政略結婚となんら変わらない。そう思うと気が楽になった。

　賑やかになった大広間は城の一番奥にあり、２階のフロアの半分を占める広さだ。中央に水晶で飾られた大きなシャンデリア。周りをそれよりも小さなシャンデリアが飾り、明かるく照らしていた。水晶は邪気を祓い、どんなにたくさんの人の気が入っても空気を浄化させられるようにと考えて吊るされている。

　お父様にエスコートされて、大広間に入ると全員が一礼して迎えてくれた。

　次に他国の王子が一人ずつ紹介されながら入ってくる。その度に拍手や溜息等が起こった。どの王子を選んでもおかしくないほど素敵だというのが反応でわかる。

　全員がそろったのを確認して、お父様が挨拶をした。

「サファイア国、同盟国の友好と王女アイリスに運命的な出会いがあることを！」

　お父様がグラスを掲げるのを合図に歓迎の宴の幕が上がった。

　私の所に一番に来てくれたのは、エメラルド国のロイス王子だった。

「アイリス王女、宜しければダンスのお相手をしてくれますか？」

「もちろんです」

　手を差し出すと、輪の中心まで私をエスコートしてくれる。私たちが中央でお辞儀をすると、楽団の演奏が始まった。

　ロイス王子は私がどう動きたいかを、尊重しながらリードしてくれるのでとても動きやすい。会話もスマートで、いつの間にか昨夜の話題になる。

「昨日は失礼致しました。アイリス王女の気持ちに配慮できず、事を急いでしまいました」

「いいえ、私のほうこそ気持ちを受け入れられなくて、申し訳ありません。まだ時間がありますから、ゆっくり考えさせてください」

「ええ、よい返事をいただけるよう、お待ちしております」

　ロイス王子との会話は落ち着きがあって、まるでクラッシックの音楽を聴いているような気分になる。密着した体からジュエルが反応するけど、ときめきよりは癒されているような感覚でしかない。

　夢で体験した感覚って、本当に現実でも起こるのかしら？

　考え込んで会話が止まり、訝そうに覗き込まれる。

「どうしました？　何か難しい問題を抱えているみたいですね」

「いえ、そうではないんですが……」

「言いにくいのなら、無理強いはしませんが、私はいつでも話し相手になりますよ」

　穏やかな微笑みに、ハーデスが思い浮かぶ。私に兄がいたらこんな感じかしら？

　だけど私が求めているのは、こんなんじゃない。情熱的で焼けるようなジュエルの交わり。だからこの人ではないのかも――。

「ありがとうございます。そのときはぜひお願いしますね」

　音楽が終わり、会釈をして踊りの輪から離れた。

　すかさずやってきたのは、アクアマリン国のリュウ王子だ。

「僕と踊ってください！」

　すっと手を取られ、再び輪の中央へと移動する。

　さっきより軽快な音楽が流れた。体をぐっと引き寄せて、リュウ王子がリードする。少し独りよがりな彼の動き。ノリがよくて動きのある曲だけに、合わせるのは大変だ。

「ねぇ、君のことアイリスちゃんって呼んでもいい？」

「もちろん、いいわよ」

「ふふっ、何だか急接近だよね、僕たち！」

　そんなことはないんだけど。だって残念なことに、ジュエルは反応していないもの。

　言ってあげたかったけど、無邪気な笑顔を向けられると反論する気も失せる。

「もしも僕たちが結婚したら、新婚旅行は無人島がいいなぁ。誰もいない二人っきりの島……ロマンチックじゃない？」

「ええ、確かにそうね。でも、寝る所はあるのかしら？　それに食事は誰が作るの？」

「あ、そうだね。忘れてたよ～。じゃあ、先に侍従たちを向かわせて住みやすい環境にしてもらわないとね」

　もはや無人島ではなくなるけど……それは言わずに、ただ頷いた。

　リュウ王子は踊りだけでなく、会話も天然というか子供っぽい。ダメではないけど、弟以上の感情が持てるか疑問だ。ジュエルも特に動かなかった。

　音楽が終わると、ハーデスが「休憩してください」と告げにくる。

「そうね、ちょっとハードなダンスだったから、風に当たりたいわ」

「わかりました。私がガードしますから、気づかれぬようにバルコニーへ」

　誘導されながらバルコニーへ。

　裏庭に面しているバルコニーはバラ園が美しく眺められるような作りになっている。テーブルと椅子が置いてあり、休むにはよい場所だ。

　ただ、夢の続きみたいで期待と不安が入り混じって、ちょっと躊躇する。扉をそっと開けると、デジャブのような光景が広がる。あの後姿――。
















第七章　気になる相手







「フィン……？」

　バルコニーの手すりにもたれて、庭を眺めているフィンがいた。

　これは現実よね？　あの後ろ姿はフィンよね？　何度も自分に問いかけながら、後ろ手に扉を閉めた。

　フィンが振り返る。夢とは違って仮面はしておらず、間違いなく彼だった。でも口角は上がっていない。何でこんな所に――と言わんばかりの表情だ。やはり笑わないんだなと、ふっと残念な溜息が漏れる。

「アイリス王女……どうされたんですか？」

「ちょっと、風に当たりたくて来たの」

「あぁ、もしかしてリュウ王子とのダンスが原因ですか？」

「いえ、そういう訳じゃなくて、少し涼みたかったんだけど……」

　どうしてわかったんだろうと、不思議に思っているとフィンが見透かしたように答える。

「隠さなくてもいいですよ。ロイス王子はともかく、リュウ王子は少々自分勝手に踊っていたので、アイリス王女が振り回されてるようでした。汗をかくほど体が熱くなったので、休憩しにここへ来たって推測できます」

　淡々と分析してくれてるけど、それって――。

「もしかして、私のことずっと見てたの？」

「あ……いや……その」

　顔を赤らめて私から顔を背ける。その仕草に心が騒ぐ。

　感情とは不思議なものだ。嫌悪を抱いている人物に言われたら、きっとこう思う。監視されてる？　私に興味がなさそうなのにどうして？　もしかしてブラックダイヤモンドの手下ではないか？　と、勘ぐりたくなる状況だ。

　だってフィンは私が傷をつけたであろう腕に傷があったし、敵かもしれない要素がいっぱいある。それなのに……。

　何だろう、この内側からふつふつと湧き出てくる感情は？　もしかして気にかけてくれているのかも、という微かな期待というか嬉しさのような気持ち。

「私を見てたのよね？」

　ちゃんと答えてほしくて、目線を合わせるため反対側に回り込む。一度私を見るも、すぐに視線を逸らした。

「答えてくれないの？」

　まるで夢の中の刀傷の男性と話している気分。もしかして同一人物なのではと、推測したくなる。

「すみません。ラッド王子が、昨日のロイス王子のようなことがあってはならないから、王女からできるだけ目を離すなと……」

「え、ラッド王子が？　……それなのに、どうしてバルコニーに？」

　まさか監視が飽きたとか。

「それもラッド王子が、何かあるとしたら人の多い大広間ではなく、こういう場所だろうと言うので先に偵察にきておりました」

「そうだったのね……」

　フィンの意志で動いていたわけじゃなかった。それを残念だと思う気持ちと、ラッド王子の気遣いに心が動かされた。

（もしかして昨日の仮面の男性はラッド王子？）

　そう考えると、仮面の中央の赤い宝石、あれはやはりルビーだったのだと思う。ラッド王子のジュエル。髪型や色は多少違うけど、背格好はフィンと似ているし勘違いしてもおかしくない。

　考え込んでいるところで、急に大広間の音楽が外に流れ出してくる。

「あ、いたいた。アルスさ……」

「ラッド王子！」

　言葉を遮るような呼びかけは、ビックリするぐらい大きな声だった。扉のほうへ目を向ける。私が目に入ると、ラッド王子は言葉と同時に動きも止まった。

「何かご用ですか？」

「え？　あ、いや、姿が見えないなぁって思って探しにきたんだ。アイリス王女も一緒だったんだね」

「はい、報告を怠り申し訳ございません」

　戻りましょうかと声をかけるフィンを、引き止めた。私の空耳でなければ、「アルス」って聞こえた。人の名前だ。それを何でフィンに？

「あの、フィンのことをアルスって呼びましたよね？」

「いや、どうだったかな……えっと、あのですね……」

　言葉を濁しながら、お互いを見合ったので確信をついたのだと思う。小さく頷いて、フィンが口を開く。

「アルスとは、俺のあだ名なんです」

「え、あだ名？」

　怪しいと思っていたのに、拍子抜けもいいとこ。ふうっと思わず脱力した。

「ええ、そうなんです。小さいころ、誰かが言ったんですよ。フィンのことを軍神マルスみたいだって。それから呼ぶようになったんです」

　ラッド王子の話に懐かしさを感じる。私もよくハーデスと遊んでは、いろいろな物に名前を付けて遊んだ経験があった。

「でも、何でマルスじゃなくアルスなんですか？　ルビー国ではそう発音するのかしら？」

　今度はフィンが答える。

「いえ、小さかったのでマルスの発音ができなかったみたいです。それで、アルスになって――」

　無表情を貫いていたフィンの表情が和らぐ。過去を思い出してなのか、ふっと笑う。

「うそ……笑った？」

（なんて優しい微笑み……）

　つい見惚れてしまい、漏れ出た言葉に気づいたときには遅かった。フィンは照れくさそうに私を見る。

「嘘ってなんですか、俺だって笑います」

「そうよね、ごめんなさい。それに、例え言い間違いでも、アルスってカッコイイあだ名だと思うわ」

　さらに堪えきれず、ククッと笑いが起きる。

「お世辞でも嬉しいです。ありがとうございます。では、これからフィンではなくアルスと呼んでください」

　少しフィンとの距離が縮まったような気がして、嬉しくなった。

　逆に驚くラッド王子は、本気か？　とでも言いたそうだ。ちょっと拗ねているようにも感じられる。もしかしたら、二人だけの呼び名だったのかもしれない。

「あの、私が呼んでもいいのかしら？」

　お伺いを立てるようにラッド王子に聞くと、答えたのはフィンだった。

「もちろんです。むしろそのほうがしっくりきます」

　ラッド王子も「それもそうだな」と頷いてくれたので、遠慮なくそう呼ぶことにした。

　アルスかぁ、アイリスという響きにちょっと似ていて親近感が出る。心で何度も呟くと何だかずっとそう呼んでいた気がしてきた。今度は声に出して言ってみる。

「……アルス、アルス、アルス……」

　やはり「フィン」よりしっくりくる。

「あの、アイリス王女、何回呼ぶんですか？」

「えっと、慣れるまでよ。アルス、これからも、よろしくね」

「もちろんです」

　フィン改めアルスになると、心なしか人当たりまでよくなった気がした。

「ではそろそろ、戻りましょう」

　軽く会釈をして、アルスが大広間へ続く扉を開けてくれる。心地よい音楽が私を包み、背中を押されるように中に入った。

　飲み物でもと思ったところへ、トパーズ国のディーン王子がやってくる。

「探しましたよ。僕と踊っていただけますか？」

　返事を待たずに、さっと手を取られて中央へ。位置に着くとすぐに演奏が始まった。

　だけど体を近づけても、ジュエルが反応する気配はない。

「ねぇ、アイリスちゃん……」

「え？」

　いきなり呼ばれたので、驚きで気持ちは動いた。ディーン王子は察したのか、すぐに恐縮したようにうなだれた。

「あ、ちょっとくだけ過ぎたかな？」

「いえ、リュウ王子もそう呼びたいって言ってましたから、お好きにどうぞ」

「よかった～。アイリスちゃん、アイリスちゃん、アイリスちゃん～」

　何度も響きを確かめるように、私を呼ぶ声は弾んでいた。その気持ちはさっき体験したからか、共感できる。ということは、私はやはり誰よりもアルスに興味があるってことだろうか。考えているうちにダンスのステップまで、ワルツの音楽に合わせて跳ね始めた。

　ディーン王子は何でも直感が頼りのようで、リードも私が動くのを予測して動くからテンポがズレていく。やっと息が合いだしたころは、音楽は終盤にさしかかっていた。

「ねぇ、僕たちの関係もこうやって少しずつ合わせていけたらいいよね。後でまたお話でもしようよ」

「ええ、機会があればぜひ」

　愛想笑いをして、ディーン王子からそそくさと離れる。さっき休憩したばかりだというのに、ダンスと気疲れも加わって体が重く感じた。

　輪から外れると、ハーデスが私のそばに来て耳打ちする。

「だいぶお疲れのご様子ですね。ラッド王子に少し時間を空けてお誘いするようにお願いをして参ります」

「ありがとう。そうしてちょうだい」

　ハーデスを目で追うと、着飾った令嬢たちが目に入った。色とりどりのレースやシルクの生地がゆらゆらと揺れる。まるでクジャクの羽が広がっているようだ。そして羽を揺らしているのはその中央にいるアルスだった。

　私の夫候補ではないから、言い寄ってもいい相手だろう。それにしてもモテすぎる。今まで抱いたことがない感情が私の中に生まれた。

（モヤモヤする……何なの、この気持ちは！）

　アルスは心なしか戸惑っているように見えるけれど、それだって私の勝手な気持ちのあらわれなのかもしれない。

　あまりに凝視していたからか、アルスが気づいて会釈をしてくる。気持ちを見透かされたようで、急いで会釈をして視線を外す。

　そうだ喉が渇いていたんだった。侍従を探して飲み物を用意させよう。だけどこんなときに限って自分のそばに侍従がいないものだ。キョロキョロしていると――。

「アイリス王女、ジュースでもいかがですか？」

　後ろから声をかけられ、振り向くとアルスが立っていた。いつの間にあの令嬢たちの輪を抜け出したのだろう。手にはオレンジジュースを二つ持っていて、片方を渡してくれる。

「……ありがとう、いただきます」

　アルスから受け取ったジュースを飲んで、一息つく。グラスはすぐに空になった。

「喉が渇いていたんですね。よかったらこちらもどうですか？」

「いえ、アルスの分でしょう？　大丈夫よ、ありがとう」

　それにしても、アルスとオレンジジュースはちょっとアンバランスな感じだ。

「ねぇ、アルスはお酒が強そうなイメージだけど、オレンジジュースが好きなの？」

「これですか？　もちろん飲むのは酒ですけど、これはアイリス王女が一杯では足りなかったときのためにと思って、持っているだけです」

「まぁ、お気遣い、ありがとう」

　微笑むと、アルスもふっと笑ってグラスに口づける。その仕草に色気を感じた。どんな所作も美しくしてしまう人だ。それなのに、「甘いな」と顔をしかめるので、こんな可愛い一面もあるのだと笑いが込み上げる。本当に気を利かせてくれたみたいだ。

「それにしてもご令嬢のお相手をしていたのに、わざわざ声をかけてくれなくてもよかったのよ」

「すみません。実はアイリス王女の名前を出せば、あの場を切り抜けられると思いまして」

「あら、じゃあ私を利用したってこと？」

　ふざけてプイっと横を向くと、アルスが焦った様子で頭を下げた。

「申し訳ございません。まさかあんなに囲まれるとは思わなかったんです」

「そうかしら？　綺麗なご令嬢に囲まれて、本当は嬉しかったんじゃないの？」

　恐縮しているアルスの顔を覗き込んだ。

「まさか、俺がそんな男に見えましたか？」

　アルスはぐっと顔を近づけて、真剣な眼差しで迫ってくる。宝石みたいな赤茶色の目に捉えられて、ドキッと胸が高鳴った。

「いいえ、見えなかったけど……」

　冗談を言ってからかうつもりだったのに、アルスを目の前にしたら正直にしか話せなかった。

「よかった、ホッとしました」

　胸を撫でおろす姿は心底安心しているようで、自然と顔がほころんだ。

「ずいぶん楽しそうですね」

　気配なく声をかけられ、ビクッと体をこわばらせる。すぐにラッド王子だとわかったけれど、どうも後から近づかれると、ブラックダイヤモンドに捕まったときの恐怖が蘇る。トラウマになっているみたいだ。

「ラッド王子、ごめんなさいね。アルスを独占しちゃいました」

「ああ、それは構いません。それよりもダンスのお誘いなのですが……」

　ラッド王子はチラリとアルスを見てから話し始める。

「実は昨日の散歩で足を痛めてしまったんですよ」

「あら、大変。すぐに治療を！」

「いえいえ、大丈夫です。ただダンスをするのが難しいだけですから」

「そういうことなら、ご心配なく。休んでてください。薬もありますから、いつでもおっしゃってくださいね」

「はい、ケガはご心配なく。それよりもダンスにお誘いしないほうが失礼かと思いますので、代わりにアルスと踊ってもらえませんか？」

「え!?」

　同時に驚いて、私とアルスは見つめあった。突拍子もない申し出に、アルスは眉根を寄せる。

「臣下と踊らせるのは、いくら何でもアイリス王女に失礼ですよ。それに……」

　ラッド王子を諭そうとするが、聞き入れない姿勢のようだ。イヤではないし、私は申し出に「いいわ」と返事をする。

「ラッド王子のご厚意を断るのも失礼ですから、お受けします」

　アルスの前に手を差し出すと、彼は言いかけた言葉をぐっと飲みこんだ。

　そして「かしこまりました」と素直に従い、大広間の中央までエスコートしてくれる。

　軽く会釈をして手を組むと、ピリリと体が痺れる。アルスも同じ感覚があったようで、何が起きたのかと驚きの表情を浮かべていた。

（こんな反応をするなら、ブラックダイヤモンドじゃないのかも……）

　引き寄せられると、再び心のジュエルが疼きだす。どうしてアルスのときだけなのか。彼にはいったい何があって、ジュエルの反応は何を表すんだろう？

　考えていると、ふわりと甘い香りが私を包む。アルスがつけている香水のようで、どこか懐かしい香りだった。

（何だろう、この香り……ヤーヌスの花の香り？）

　栽培が難しい奇跡の花。それに纏わる伝説も多々ある。そこから抽出するオイルはとても貴重な物だった。もしもそれを身につけているのであれば、アルスは戦いで武功を上げて、王族からかなりの地位を与えられている人物なのかもしれない。

　甘過ぎず、初夏の爽やかな風を感じる香り。包まれると、どこか安心できた。サファイア国で最も大きい公園で栽培されている。懐かしいと思うのはそのせいだ。

（ルビー国にも咲いているのかしら？）

　誘われるように自然と顔が、目の前の胸へと近づく。

「もっと体を密着させたほうがよろしいですか？」

　踊りにくいと思われたのか、気を使って尋ねてくれる。香りに誘われたなんて言えるわけもなく、思わず頷いた。

「ええ、そうしてもらえるかしら？」

「かしこまりました」

　体がピッタリくっつくと、まるで抱きしめられているように感じる。目の前はジャケットの上からでもわかる逞しい胸、上を見上げると美しく鋭角な顎のラインと整った顔立ちが近くにある。この状況にジュエルでなくても反応してしまう。

　心臓がバクバクと音を立て始め、ピッタリと添わせている体から伝わるのではないかと心配になるほどだ。

　まるで夢と同じで、体中が熱くなるのを感じる。彼が王族だったらきっと最有力の夫候補になるのは間違いない。でも彼はラッド王子の臣下だ。どんなに気になっても、選べない相手。もしもラッド王子とダンスをしていたら、この感情は生まれていたかしら？　今になって彼の申し出が恨めしくもある。

（ラッド王子と踊っても、こんなふうにジュエルが疼くかしら？）

　戸惑い、疑問を抱きながら、アルスとのダンスを続けた。
















第八章　確かな想い







　アルスのリードはロイス王子みたいに、私の意志を優先してくれていた。違うのは私の動きを最小限に抑えているところだ。途中までは気づかなかったけど、私が好きに踊っているようで、実はアルスが私の動きをコントロールしている。

「アルスはダンスが上手なのね」

「いえ、たしなみ程度です」

「謙遜しなくてもいいわ。貴方のリードは完璧だと思う」

「そう言ってもらえるとは光栄です。でも、疲れたら言ってください。すぐに止めますから」

「え？　私なら平気よ」

　何でそんなことを聞くのかとアルスを見上げる。今までにない、心配そうな眼差しがあった。

「違ったら失礼ですが、寝不足の顔をしていらっしゃいますよ。それに王子様とのダンスも休憩を挟んではいますが、先ほどのディーン王子は最初ステップが半テンポ遅れていたので、合わせるためにかなり気を使われていましたよね、相当体力を消耗していると思いますが、違いますか？」

　確かに当たっている。

「本当に私のことをよく見てくれているのね？」

「はい……さっきも言いましたが、すべてはラッド王子の指示ですから」

「まぁ、ラッド王子の指示なら何でもしてくれるの？」

「はい、命令であれば」

「じゃあ、もしも私を殺せという指示が出たら？」

　顔色は変わらなかったけど、ほんの少しだけ繋いでいた指がピクッと動く。

「冗談でもそんなことは言わないでください。それとも、お心あたりでもあるんですか？」

　挑発とも取れるような口調、柔らかだった目つきが急に鋭くなった。これはどう解釈すればいいんだろう。言葉の駆け引きなどしたことがないし、返事に迷う。

「あるって言ったら、どうなるの？」

「ルビー国が勢力をあげてお守りしますので、詳細をお聞きかせいただきます」

「何だかマニュアルの模範解答みたいね」

「それは失礼しました。では俺が貴女を必ず守ってみせます……ではどうですか？」

　嘘でも嬉しいと思ってしまった。真剣な眼差しの奥にキラキラ光る瞳、それが私の気持ちをすべて正当化しようとしている。

「いいと思う。その言葉を信じるわ。でも心当たりなんてないから安心して」

「それはよかった」

　ふっと口角が上がり、またアルスの表情が穏やかになったのが嬉しい。些細な一挙手一投足が気になってしまうなんて、どうかしている。

「ねぇ、ラッド王子ばかりじゃなく、私のお願いも聞いてくれないかしら？」

　アルスの顔を覗き込むと、やれやれ困った王女だとでも言いたそうな表情をする。

「お願い……ですか？」

「そう、ラッド王子が妬いちゃうくらい素敵に踊ってほしいの。ケガしたことを後悔するぐらい……ね」

　ウィンクすると意図を理解したのか、ふっと笑顔を見せて「かしこまりました」と言ってくれる。それだけでぎゅっと心が掴まれた。

　そこからのリードは、まるでふわふわと浮いているみたいに軽いステップが踏めた。周囲からは、淡いピンク色のような感嘆の溜息が聞こえてくる。注目を浴びるのは少なからず慣れているけれど、こんなに優越感に浸れるなんて予想外だ。

（ラッド王子はどこかで私たちを見てくれてるかしら？）

　ふと考える。目の前にいるのがラッド王子だったら、迷うこともないのに。心だってこんなに乱れたりしない。「守る」と言ってくれた言葉が、ラッド王子の命令ではなくアルスの意思でありますようにと無意識に願っていた。
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　疲れも忘れて踊り切ってしまった。呼吸を整えようと、ふぅっ息を吐く。それに気づいてアルスがすぐに歩く速度を緩めてくれる。

「少し座って休憩されたらいかがですか？」

「いいえ、気遣いは嬉しいけど、まだできないのよ。招待した方々のお相手もしなくてはいけないし、他の方より多く休んでは申し訳ないわ」

「そうですか。王女様という仕事は大変ですね……」

　しみじみと言って「俺だったらやり切れない」と首を横に振った。

　そこへハーデスが焦ったように駆け寄ってくる。アルスから遠ざけると耳打ちされた。

「アイリス様、ダンスは誰と踊っても構いませんが……夫候補ではない方と話題になっては、いろいろと困ります」

「わかってるけど、私だってこんなに注目されるなんて、思ってもみなかったのよ」

　アルスも何の話をしているのか悟ったようで、いち早く反応して私に声をかけてきた。

「あの、アイリス王女、これで失礼致します。ラッド王子の顔を立てて、形だけで終わらせるつもりでしたが、アイリス王女があまりにもダンスがお上手なので……つい最後まで踊ってしまいました。お騒がせしてしまって、申し訳ございませんでした」

　私よりもハーデスに言っているようだ。当事者に謝られたら、もう文句もつけられないだろう。

「いえ、事情はわかっておりますので……」

　案の定、ハーデスの口調も和らいでいく。

「アイリス様、お疲れのようですし、オレンジジュースでもお持ちしますか？」

「え？　あ～、そうね。お願いするわ」

　私が聞き返したのを不思議がりながら、ハーデスは飲み物を用意しにいった。

「ではお相手ありがとうございました」

　胸に手を当ててお辞儀をすると、ラッド王子の元へ帰っていく。それを見送りながら、さっき私にくれたオレンジジュースを思い出した。

　令嬢から逃げるために、私を使ったって言ったけど、本当は私のために用意してくれていたとしたら……。

　オレンジジュースは疲労にいいと、疲れるとハーデスが用意してくれたりする。

　もしかしてアルスも知っていたのかも？　喉が渇いてると察しただけでなく、私に最適な飲み物を選んだのかもしれない。だけど――。

（それも全部、ラッド王子からの指示だったりするのかしら？）

　聞いてみたいのに、聞いたところでどうにかなるものではない。

　また休憩するのは申し訳ないけど、混乱した気持ちを一度落ち着かせたほうがいいかもしれない。ハーデスから飲み物を受け取って、夜風に当たるためにバルコニーへ向かった。
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　大広間の扉を開ける。アルスがいないのはわかっている。ここに来るまでに、また令嬢たちに囲まれているのを見たからだ。

　漏れ出る音楽を背中にして、バルコニーの手すりに寄りかかった。目の前にはライトアップされた裏庭とバラ園が見える。誰もいない庭は、ほのかな明かりでどこか物悲しい雰囲気になっていた。それを眺めながら静けさに包まれると、急に体が重くなっていく。

「疲れた……」

　誰もいないのを確認して、ため息交じりに呟いた。

　うなだれた私の後ろで突然音楽のボリュームが上がる。驚いて振り向くと、満面の笑みを浮かべたディーン王子が立っていた。

「嬉しいなぁ。ここに来たらアイリスちゃんに会える気がしたんだよね～」

　元気な声が響くと同時に、すっと私の横をキープする。

「こんばんは、ディーン王子。本当に勘がいいのね」

「そう！　この能力のおかげでピンチを乗り越えてきたからね。それに今はアイリスちゃんを独り占めできるしね」

　ディーン王子はにじり寄って、私の横にピッタリと体を付けてくる。

「このまま話をしてもいいかな？」

「ええ、もちろん。ただ、あまり長い時間ここにいることはできないわ。それでもいいですか？」

　やんわり距離をおこうと、グラスをテーブルに置く振りをして移動する。けれどひな鳥のようについてくる。私の気持ちに対して、勘は働いてくれないみたいだ。

「ここにいることは誰にも言っていないので、臣下のハーデスに知らせてきますね」

「それは好都合かも……二人だけの秘密ができそうじゃない？」

「いえ、それは……」

　どう言い訳をしようかと思っていたら、急に足元がふわっと浮く。抱きかかえられたのだ。

「きゃっ！」

　あまりに突然で、思わずディーン王子の首元にすがりつく。

「大丈夫、安心してよ、これぐらいへっちゃらだから」

「いえ、そうじゃなくて、私をどうするつもり？」

「誰にも見つからない場所へ行こうと思ってね」

　屈託のない笑顔は、多分、悪気はなくて、私と会話を楽しみたいのだろう。それでも逃げられない状況を作られるのは困る。

「私、一人で歩けるから、おろしてくれる？」

「え～、せっかく僕の逞しさをアピールしようと思ったのに……」

「これで十分よ。力持ちだってわかったわ」

　唇をとがらせて、渋々おろしてくれたが、すぐに手を掴まれてバルコニーの柱の陰へと連れていかれた。

「ここなら、しばらく見つかりそうもないね」

　シチュエーションは覚えがある。明らかに感情が違うけれど、夢で男性と一緒に隠れた場所だ。

「あの、お話ならテーブルに座りましょう」

「ううん、このままがいい。アイリスちゃんの青くて綺麗な瞳を、近くで見ていたいんだ」

「でもディーン王子、もう少し離れてちょうだい」

　柱に押し付けられたまま身動きが取れず、さらに顔は近づいてくる。

「僕ね、謁見でアイリスちゃんに出会ったときから、好きになったんだ。僕を夫に選んでくれたら、きっと幸せにしてあげる」

　気持ちを受け入れてほしいと迫ってくる。心もジュエルも反応しないので、受け入れる訳にはいかない。とにかくこの場をうまく切り抜けようと、彼の胸をぐっと押し戻そうとした。

「とても嬉しいけど、もう少し時間をかけて関係を築いていきたいと思ってるの」

「え～、抜け駆けはダメってこと？　でもここまできたら、ムリかも……」

「待って、ディーン王子！」

　ディーン王子の視線が私の唇へと落ちる。さっきから阻止しようと体を動かしているのに、力が強すぎてびくともしない。近づいてくる唇を回避しようと、顔を横にした。それでも口の端に彼の唇が押し当てられ、柔らかい感触だけが残る。

「もう……アイリスちゃん、今度は逃げずに受け止めてよ」

　再びディーン王子の顔が迫ってきたときだった。扉が開いたのだろう、外へ音楽が風と共に流れ込んでくる。ディーン王子はとっさに私の口を手で塞ぎ、人差し指を立てて「しっ」という仕草をして見せた。これも夢で見た。相手は絶対に彼じゃないけど。

　私たちのいる場所は死角になっているので、声を出さなければ見つけてもらえないだろう。

（どうしよう……）

　迷っていると、バルコニーに声が響く。

「……アイリス王女、いらっしゃいますか？」

　アルスの声だ。私の名前が呼ばれたので怯んだのか、ディーン王子の手が緩む。

「アルス？　私はここよ！」

　私が叫ぶと靴音が早まり、柱の陰にいるのを見つけてくれた。でも私とディーン王子が寄り添っているように見えたのか、驚いた顔をして後ずさる。

「失礼しました。ラッド王子が探していらっしゃるのですが、お邪魔でしたか？」

「いいえ、大丈夫よ」

　私の返事で何が起きているか把握してくれたようで、ディーン王子を引きはがすようにして割り入ってくる。さっきまでびくともしなかったのに、いとも簡単に離れられた。

「ちょっと、今とってもいいとこだったのに～」

　ディーン王子は唇をギュッと結んで、不機嫌そうに呟く。

「ごめんなさい、機会があったらまたお話をしましょう」

「……わかったよ。できればさっきの続きもね」

　それはムリです。と言いたかったけど、返事はしないでおいた。ディーン王子は先に行くよと、大広間へ戻っていく。

　唇の感触がまだ残っている。消し去ろうと、手の甲で唇を拭った。的外れだったとはいえ、キスを許してしまった。アルスにお礼を言わないといけないのに、言葉すら出てこない。

「アルス……来てくれて……」

　ありがとうは声にならなかった。何度も唇を拭いているうちに、悔しくなってくる。泣かないと決めていた涙が頬を伝う。こんなところで泣いたらダメなのに。どうして涙が止まらないんだろう。

「大丈夫ですか？　落ち着くまでここにいましょう。俺が盾になりますから、泣いていいですよ」

　すっとハンカチを渡される。素直に受け取って、目頭に当てた。

　夫選びとは言え、好きでもない人から受けるキスにこんなに罪悪感があるなんて……。

　でも原因はわかっている。アルスがそばにいるからだ。彼の前だと、何故か感情が素直に出てしまう。数人がバルコニーに出入りしてきたが、アルスが盾になってくれたので見つからずにすんだ。

　アルスは私が泣き止むまで、ずっと黙っていた。こういうときの対処に慣れていないのか、泣くだけ泣いたら気が晴れるのをわかっているのか、定かではないけど、私にとっては有難い対応だった。

「ありがとう、もう大丈夫よ」

「やっと落ち着いたみたいですね。失礼ですが、ディーン王子と何かあったのですか？」

「いいえ、ちょっと疲れて……このところずっと怖いことが続いているものだから」

「まさか、本当に命を狙われているとか？」

「え……いえ、そうじゃないの」

　夢の中で殺されるなんて、どう説明すればいいかわからない。

「怖い夢を見るのよ。それで眠れなくて……あ、これは絶対に誰にも言わないで。こんなことで泣いたなんて知られたら恥ずかしいわ」

「わかりました。約束します。ですが、恥ずかしくないですよ。夢は現実世界の延長ですからね、心に不安があれば自然と怖い夢を見るものです。ましてや女王様がご病気で、公務も代わりにされているのでしょう？　不安や緊張が続いたら、怖い夢を見てしまいますよ」

「アルス……」

　また涙が込み上げる。気持ちに寄り添い、理解してくれることの嬉しさ。箍が外れたように声を出して泣いた。

「え？　どうしました？　せっかく落ち着いたのに……」

　いつも淡々と話すくせに、優しい口調になるから。アルスの声がどうしようもなく私を弱くする。

「いくらでも泣いていいですけど、声は隠せませんので、もう少しお静かに……」

　周りを伺って「しっ」とやる姿。これこそ昨日の夢と同じじゃない。

　誰かがバルコニーへ出てきた音がする。だからといって、嗚咽になった泣き声は止まらない。

「お叱りは後で受けますので、ちょっと失礼します」

　アルスはそう断りを入れて、私をギュッと抱きしめる。温かい胸の中に顔が埋まり、体ごとすっぽりと包まれた。
















第九章　叶わぬ恋心







　嗚咽も止まるほど驚く。心臓が飛び出すかと思うほどだ。徐々に鼓動が激しくなって、泣くどころの感情ではない。アルスはどうにかして、私が泣いている姿を誰にも見せまいとしてくれている。それが私の心をかき乱してるなんて思いもしないだろう。

　優しさに触れて、好きになってしまいそうだ。それは決してできないのに……。またやっかいな感情が増えていく。動揺と混乱で涙はすっかり引っ込んでくれた。

　そっと彼の胸を押して、距離をおく。

「ありがとう。本当にもう大丈夫よ」

「ええ、こちらこそ不躾なことをして、すみませんでした」

「気にしないで、泣いてる姿を誰にも見せずにすんだわ。ありがとう」

　見上げたアルスの瞳は、切なそうに潤んでいる。何か語りかけようとしているのか、力が入っているようにも見えた。

（この感じは……昨日の夢と同じ？）

　ふと、ここから自分がどうしたかを考えてしまい、自然と視線が唇へ移る。と、同時にアルスが唇を手で隠した。

「あの、何か付いてますか？」

　ハッとした。未来の夫かもしれない人がアルスであるわけがない。夢だけど唇を覚えておこうとして、変に誤解されたのを思い出す。今の行為は誤解を招いたかもしれない。

「いえ、何も付いてないわ。いろいろとありがとう。もう戻るわね」

　またやってしまった。恥ずかしさと、危機感のなさに呆れる。アルスはどう反応してくるんだろう、まさかとは思うけど……。

　歩こうとすると「ちょっと宜しいですか？」と引き止められた。

「先ほどの仕草は、誤解を招きます。好きでもない男性にするものではありませんよ」

「……じゃあ、好きだったら……いいの？」

　ふいに出た言葉。自分でも何でこんな問いにしてしまったのかわからない。アルスは目を見開いて「え？」と言ったまま、言葉を探している。思いもよらない返事だったのだろう。動かなくなり、心なしか顔も赤くなっている。また墓穴を掘っちゃったらしい。

「例え好きだとしても、相手の気持ちがわからないうちはダメです」

　アルスなりに理性を効かせての返事だろう。ということは、少しは私のことを気にかけてくれてるのかしら。ほのかな期待がよぎる。だからと言って、恋愛へ進めないことも承知している。

　私の目的、使命、それをもう一度頭に叩き込んで、気持ちを抑えた。

「ごめんなさい。これからは気をつけるわね」

　言ったものの、アルスに対しては少し自信がない。私のジュエルは彼に対して甘いからだ。いつも心の鍵を外してしまう。その内に自分の想いを打ち明けてしまいそうな気さえする。

　だけどそんな話などできる訳もなく、私はアルスがここに来た理由を振り返った。

「それよりも、ラッド王子が探しているのよね、かなりお待たせしちゃったわ。どこにいらっしゃるのかしら？」

「あ、すみません。あれは嘘です」

「え？」

「お取込み中なのか、そうでないのか判断がつかなかったので、ラッド王子を引き合いに出して声をかけてみました」

（じゃあ、アルスの意志で助けてくれたの？）

　落胆はしたくないので、真意は聞かないでおく。

「そうだったのね、ありがとう。さぁ、戻りましょう」

　アルスが大広間まで付き添って、ハーデスの元へ送ってくれる。彼の青ざめて心配そうな顔が安堵の表情になった。だいぶ長いこと泣いていたんだなと思う。

「探しましたよ。いったいどこいたんですか？」

「ごめんなさい、ずっとバルコニーにいたの」

「え？　私も探しに行きましたが、どこにいらっしゃいました？」

「そうだったのね。ちょっと疲れて、端のほうで風に当たってたから、気づかなかったのね」

　ハーデスは不思議がっていた。私もだ。あの場所がそんな死角になるとは思わなかった。もしくはアルスがうまく隠してくれたのだろうか。

「アルス、さっきはありがとう」

「いえ、どうぞお気になさらず」

　アルスは軽く会釈をして去ろうとしたが、何を思ったのか腰を屈めた。

「また悪夢を見るようでしたら、お守りを差し上げますので、いつでもお申し付けくださいね」

　耳元近くで囁かれ、とくんっと胸が鳴った。

「そんなお守りがあるの？」

「ええ、ブラッドストーンは悪夢を追い払う効果があります。必要なら貸しますよ」

「ありがとう。考えておくわ」

　ではと一礼して、アルスはラッド王子の元へ歩いていった。

　ハーデスはアルスの行動に不信を抱き、しかも何故呼び名が変わっているのかと怪訝な顔で尋ねてきた。助けられた経緯と、あだ名で呼ぶことにしたことも話して聞かせたが、納得はしてくれなかった。

「今は議論している場合ではないので、これは明日、話しましょう」

　やっかいな問題ができたとしながらも、ハーデスは何も言わずにそばについてくれた。

「ねぇ、ハーデス。結局ラッド王子とは会話もできなかったわ。ダンスは無理そうなので、宴が終わったら、お話をしたいと伝えてくれる？」

「かしこまりました。のちほど、私からお伝えします」

「裏庭のテラスに来るよう伝えて。お茶もお願いね」

　ダンスができなかった分、近づいてジュエルの反応を確かめないと。もしもラッド王子が未来の夫だったら……。私はどうするだろう？

　一抹の不安もあったが、早く決めてしまいたい気持ちが強い。すべては宴が終わったらわかる。

　ハーデスに耳打ちされるラッド王子と目が合う。軽い会釈だけで会話をし、約束が成立した。

　それから歓迎の宴は続き、終始笑い声が響く。私にとっては体力的にも精神的にも疲れが残る一日だったけれど、宴は大成功に終わったと言える。
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　ライトアップされた裏庭のテラス、約束の時間ぴったりにラッド王子が現れた。後にはアルスも控えている。何だろう、また会えた嬉しさに震えてしまうのは。

　しかもラッド王子ではなく、アルスにだ。いけないとわかっていても、目がアルスを追う。

　理性が効かないというのはこういうことなのか？

「今晩はラッド王子、お疲れのところご無理を言ってすみませんでした」

「いえ、ダンスをお断りしましたし、こんな機会を与えてくださり光栄です」

　ラッド王子を迎え私の横に座るように促してから、すぐにお茶の用意をさせた。後ろに控えているアルスは視線を合わせてくれず、「少し離れた場所で待機します」と下がろうとさえする。

「せっかくだから、一緒にいただこうよ」

　ラッド王子はすがるような目でアルスを見た。まるで私と二人っきりは嫌みたいだ。まさかとは思うけど、夫になる気がないとか？　これはさすがにないと思うけど。

「よければアルスも座って。すぐにお茶を用意させます」

　結局三人でテーブルを囲む。ハーデスが用意してくれたのは、ハイビスカスティーだった。注がれるとカップが赤く染まる。甘酸っぱい香りだけで、疲れが取れるような気分になる。

「あの、お話って何でしょうか？」

　お茶を一口味わって、ラッド王子が聞く。何から切り出そうか迷いながら、当たり障りのない話題から入る。

「足の具合はいかがですか？」

「え？　あぁ、ご心配ありがとうございます。もう平気ですよ」

　テーブルの高さまで足を上げて、折り曲げる。すっかり治っているようだ。

「本当に大丈夫みたいですね、よかったです。舞踏会ではアルスと踊ったので、ラッド王子とはあまり話せなかったでしょう。一人だけ踊らず、話もしないとなってはフェアじゃないと思ったので、この場を設けさせていただきました」

　そんな気遣いはいらなかったのに、と謙遜してくる。

「それに、私から目を離さないようにと、アルスに指示をしてくれたようですね？　お陰で危ないところを助けてもらえました。そのお礼も言いたかったんです」

「え？　……あぁ、別に当たり前のことをしたまでです。言ったじゃないですか、ルビー国はサファイア国を全力で守りますって」

　そんなフレーズだったかは定かではないけど、確かにそれらしきことは言っていた。

「それにアルスに任せておけば、安心ですからね」

　よっぽど信頼しているのだと伺える。アルスはかなり有能な臣下なのだろう。たった二日だけど、私にもそれはわかる。しかも褒められているというのに、動じないのも彼らしいと思う。

　そろそろ今日の目的をと、ストレートに話を切り出すことにした。

「アルスはとても頼もしいですね。でも私はラッド王子のことが知りたいです」

「俺、ですか？　いったい何を？」

「そうですね……。例えば好きな季節とか？」

　面食らった顔をしながら、考えている。あまりに突拍子もないことを聞いてるのは、私の作戦でもある。

「そうだな、初夏ですね」

「理由も聞いていいですか？」

「春から徐々に夏になっていくというか、暑いんだけど、まだ涼しい風が吹く感じがいいんですよね」

　しばらく簡単な質問をして牽制する。そろそろ聞きにくい話題に入ろうと思う。

「じゃあ、何故私の夫候補になったのか聞いてもいいですか？」

「急に答えにくい質問になりましたね」

　困惑しているラッド王子は、どうしようかとアルスを見る。彼は思ったことを答えればいいとでも言いたげに、目配せをした。

　それでも考え込んでいるので、もう少し言葉を付け足した。

「確かラッド王子には兄弟がいらっしゃいますよね？　誰がいらっしゃっても歓迎しますが、どうしてラッド王子になったのかは言いにくいでしょうか？」

「いいえ。そんなことはありません。実は……俺が希望したからです」

　意外な答えだった。自ら希望してくれた割には、私への態度はとてもあっさりしている。これも気を引く作戦だったりするのだろうか。まぁ、強引に迫ってくるよりは効果があると思うけど。

「よかった。少なくとも嫌われていなかったのですね」

　もちろんですと答えてくれたけど、さほど熱があるとも思えなかった。政略結婚を嫌がった兄弟のために自ら志願したということもある。それなら――。

「今度は政略結婚について聞いてもいいですか？　私との結婚は政略結婚になると思うんです。ラッド王子はそれについてどう思いますか？」

「また難しくなりましたね」

　ラッド王子は目を泳がせてから、チラリとアルスを見る。彼は黙ってお茶を飲んでいた。助け船は出さないと言った感じで、視線もカップだけに注がれている。

「国同士の繋がりを強固させるためには、そういう選択も必要かもしれません。もちろん、愛情が生まれるならそれに越したことはないです。最初はどうでも、結婚してから恋愛してもいいと思います」

「私もできるなら、夫になる人を好きになってから結婚したいんです」

「アイリス王女ならできますよ。お美しいし、男なら放っておかないでしょう」

　随分と他人事のような返事だ。やはり希望したというのは嘘で、気乗りしなかったのではないかと疑ってしまう。

「だって謁見でお会いしたときに堅物のアルスが――」

（え？）

「ラッド王子！　俺のことよりご自身について語ってください」

　言葉を遮られたけど、確かに耳に残る。「アルスが見惚れた」確かにそう言った。謁見で時間が止まった瞬間、お互いに見つめ合ったときだと思う。あれは――。

（私に見惚れて動かなかったってこと？）

　少なからずアルスも、私をちゃんと見てくれていた。どうしよう、嬉しさが溢れそうだ。

　思わず頬が緩むのをグッと堪えた。

「俺のことはどうでもいいですから、ここは照れずにラッド王子がどう思ったか伝えないと」

　小声で諭すように言っているのが聞こえる。

「すみません。初めてお会いしたときから、素敵な人だと思っていました。やはり志願して来たかいがありました」

「ありがとうございます」

　これなら、あと一つ確かめたかったこともお願いできそうだ。

「あの、唐突なお願いですけど、手を貸してください」

「えっと……手を？」

　戸惑う表情は想定内だけれど、なかなか出そうとしない。私のほうから手の平を見せると、「こうですよ」とアルスが彼の腕を取って私の手に重ねてくれる。

「あっ――」

　思わず握った手に力が入る。

（痛い。反応した？）

　アルスほどではないけれど、確かに手が痺れた。でも反応としては薄いから、気のせいということもある。謁見のときは反応しなかったから疑問が残るけど、あのときは触れるか触れないか程度のキスだった。今のようにしっかり握られると、最初から反応したのかもしれない。

「手がどうかしたんですか？　これからどうすれば？」

　置いたままの手がどうにも居心地が悪いらしい。じっとこちらを見る瞳にも、疑問符が浮かんでいる。

「夫選びの参考にしたいことがありまして……もう、大丈夫です」

　ポカンとしているラッド王子の背中をポンポンとアルスが叩く。

「ラッド王子、見惚れてるのは貴方のほうじゃないですか？　もう手を離していいそうですよ」

　ラッド王子が「わかった」と手を引いた、そのとき――。

「イテッ！」

　ピリリと再び電気が走り、ラッド王子が叫ぶ。さっきよりも強い、こんなパターンもあるの？　と驚いてしまう。

「ごめんなさい。静電気かも、痛かったですよね？」

「いえ、ご心配なく大丈夫ですよ」

　何度か経験したので、痛みにはだいぶ慣れている。ただ穏やかでないのは心だ。かなり動揺していた。これは静電気なんかじゃない。明らかにジュエルの反応だ。

（ラッド王子が私の夫になる人なの？　それとも、まさかブラックダイヤモンドじゃないわよね？）
















第十章　ジュエルのお守り







　どちらにせよ、ジュエルが反応していることに間違いはなかった。

「すみません。痛かったでしょう。手が乾燥してるんですかね？」

　自分の手を確かめるように触り、さらにアルスにも触ってみろと促す。ジュエルが反応しているんだとは、夢にも思っていないようだ。

　こんな一面を見ると、敵のような気がしない。それにアルスだって、必要なら私にお守りをくれると言っていた。私を心配してくれるのに、騙すとは考え難い。

　お守りを思い出したので、話題を変えることにした。

「あの、宴のときにアルスに悪夢を見る話をしたんです。それでよいお守りがあるので貸してくれると言うのですが、ご厚意を受け取ってもよろしいですか？」

「ええ、どうぞ……って、ちょっと待ってください。悪夢を祓うって、ブラッドストーンですか？　まさか忠誠を誓うとかそういうこと？」

　初耳だと驚いて、アルスへと向き直る。「どういうことだ」と少々機嫌が悪くなっていくのを見ると、アルスの独断だったらしい。

　確かに忠誠を誓うとなると、自分の持つジュエルの能力を分け与えることになる。本当に信頼し合える相手にしか渡さないもの。儀式に近い。

　そんな大げさなのを期待していた訳じゃないので、忠誠を誓われたら逆にこちらも気まずい。そこまでの想いを受け止める自信もないし、彼の気持ちに応えられるジュエルがないからだ。ブラックダイヤモンドだという疑いは、一応、まだ晴れていないし――。

「そんな大げさなことではないと思ったのですが？」

「そうですよ。俺がお守りとして持っているのを貸すと言ったんです」

「……早く言ってくれよ。それなら構わないから」

「さっきからそう言ってましたけど、早とちりはどちらですか？」

　アルスは呆れながら、内ポケットから小さなブラッドストーンを出した。

「アイリス王女、これがお守りです。枕もとに置くか、身に着けるかして寝てください」

「ありがとう、アルス。ラッド王子、ご厚意に感謝します」

　手の平に乗った小さなブラッドストーンを眺める。危害を加える感じはない。むしろ触っているジュエルからとても穏やかなオーラを感じた。

「渡しておいて何ですが、簡単に貰っていいんですか？　これが罠だったらどうします？」

　アルスは自分で渡しておいて、難くせをつけてくる。

「これでも私は王族よ。警戒を怠ってはいないわ。でも、このジュエルが手の平に乗った瞬間、優しさに包まれた気がしたの。私の見立ては間違ってないわよね？」

「はい、間違ってませんよ」

　臣下のジュエルを褒められて、嬉しそうに答えたのはラッド王子だった。

　今夜はよい眠りにつけそうな気がする。握っているブラッドストーンが、私を助けてくれる。そう思うだけで、とても心強かった。
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　朝までブラックダイヤモンドは来なかった。確かにお守りの効果はあったようだ。

　その代わり、昨日のダンスがかなりきいたのか、体が重くてなかなか起きられなかった。さすがにジュエルの効果には、疲れを取る作用はなかったらしい。体に鉛でも入っている気がする。倦怠感は目が覚めてもしばらく続いて、身支度から公務室へたどり着くのもやっとだった。

　公務室では誰が一番夫候補になり得るかを報告することになっている。それもあって私の体は気持ちごと重いのかもしれない。

　ジュエルが反応したのはラッド王子とアルスだ。実はアルスのほうが気になってるなんて言えない。

　水晶に決めてもらってもよいのだけど、パワーが満ちるのはまだ先の話だ。それまで手詰まりの状態にしてはおけない。一応、昨日のことを話すことにした。

　でも扉を開けてすぐ、ハーデスの第一声は――。

「アイリス様、顔色が悪いですね。今日は私とディオニス様で公務を進めますからお休みください」

　やはり疲れが顔に出ているのだ。

「いいえ、心配は無用よ。公務に参加させて、私の夫を選ぶんだから」

　それに覚えなくてはいけない女王としての公務もいっぱいある。未熟なうえに、特別扱いされているようで、ムキになった。体調は本当に優れないのだけど、気持ちで負けてはいけないと思い、席に着いた。

「昨日、ラッド王子とお茶をしたとき、ちょっとだけジュエルが反応したの」

「それは本当か、いい傾向じゃないか。他にはどうだ？」

「後は……いるような、いないような」

「ではやはりラッド王子が最有力候補となりますね」

　そう決まったら、何がどう変わるんだろう。ブラックダイヤモンドを倒す妙案が生まれるのだろうか。

「それで今後は経過を見守ればいいのかしら？　水晶の力が満ちるまで、引き延ばすことしかできないなんて嫌だわ」

「わかっておりますが、今はラッド王子との交流を深めていただきたいとしか、助言ができません」

　申し訳なさそうにハーデスが俯いた。

「私も一つ思い出したことがある。アイリスの夢に出てきた刀傷の男だ」

「それって見覚えがあるってこと？」

「ああ、確か……ルビー国に行ったときに――」

（ルビー国？）

　テーブルに身を乗り出す。けれどお父様の声は、けたたましく叩かれる扉の音でかき消された。

　何事かとハーデスが急ぎ扉を開けると、そこには武装した兵士を連れて侍従が立っていた。

「王様、オパール国より早馬でございます！」

　一気に重い空気が漂う。こういうときの早馬はよい知らせを持ってきた試しがないからだ。兵士を招き入れると、お父様に向かって跪いた。

「サファイア国ディオニス王に申し上げます。ダイヤモンド国がオパール国に攻めて参りました」

「なんだって？」

　驚きの声が部屋に響く。ブラックダイヤモンドの次はダイヤモンド国だなんて、よっぽどダイヤモンドとの相性が悪いのだろう。美しい宝石だというのに、嫌いになりそうだ。もっともダイヤモンドと一括りにしてはいけないのだろうけど、今はどちらも煩わしい存在だった。

「近隣のパール国とターコイズ国はどうなっている？」

「はい、今のところ我国にて食い止めておりますので、心配はございません。ただ戦果はだいぶ厳しく。別の早馬も隣国の王へ応戦をお願いしているところでございます」

「よく来てくれた。ではサファイア国からも兵を出そう」

「ありがとうございます」

「ハーデス、オパール国の兵士を労ってやれ。それから各国の王子と側近を謁見室へ呼び、第三部隊には出陣の準備を進めるように指示を出してほしい。援軍の指揮は私が取るから、その支度もしておいてくれ」

「かしこまりました」

　ハーデスは王命を伝えるため、公務室を出ていった。部屋にはお父様と私だけになる。

「お父様が指揮を取るって、戦地に行くってこと？」

「ああ、すまない。サファイア国は同盟国の長として援軍を出すのだ。王の私が出向いてこそ、士気が高まる。それにダイヤモンド国を早く倒すには、それが一番だと思う」

「わかってるけど、ダイヤモンド国は強いんでしょう？」

「そうだな、だが、戦いの歴史は浅い。経験で言えば、そうやすやすとサファイア国が負けるとは考えられない。もちろん絶対ではない。もしものとき、アイリスは女王として国をしっかりと守ってくれ」

「もちろんそのつもりだけど――」

「なら、この国を頼むぞ。ハーデスが力になってくれる」

「わかるけど、お父様にもしものことがあったら、私は――」

　一人ぼっちになってしまう。そう言いかけて口をつぐんだ。これも女王としての試練なのかもしれない。

　とにかく今は、考えられるすべての敵を倒していかなければならなかった。

　お父様は私をなだめるようにしっかりと抱きしめてくれる。もちろん、お父様の気持ちは痛いほどわかる。口に出さないけど、理解できるのは女王としてだ、娘としては納得していない。

「私は必ず勝利して戻る。だから安心しなさい。しっかりこの国を守ってくれ」

「わかりました。約束します」

　ダイヤモンド国はお父様に任せますと、聞き分けのいい返事をした。頭ではわかっているけれど、心は行くなと強く願っている。割り切れない思いを消化するには、時間が足りないようで、ストレスが私の心と体をますます重くする。

　これから一人で何ができるんだろう。複雑な感情が自分の中を駆け巡ると、ふと、刀傷の男性の話が途中であることが気になりだした。

「お父様、刀傷の男性について、何か言いかけたわよね？」

「ああ、胸に傷を負った少年を思い出した。ルビー国へ訪問したときだ。アイリスもいたぞ。小さかったから覚えてないかもしれないが、あの子は王族だったと思うが――」

「もしかしてラッド王子？」

「いや、印象が少し違う」

（もしかしてアルス……じゃないわよね？）

　言いかけたが、心の声に留めておいた。ラッド王子には兄弟がいるし、それにアルスは王族ではない。彼にどんなにときめいても、私には王族のジュエルが必要なのだ。

「その少年だが、もっと目力があって―――」

　また言葉を遮って扉が開く。ハーデスが準備が整いつつあると告げに来たのだ。結局、詳しくは後で話すとして、謁見室へ向かうこととなった。
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　謁見の間に集められた王子たちはおおよその事態を説明されていた。

　お父様は何かあったら、王子たちと同盟国を頼れと言う。

「すまないが、しばらくの間、オパール国へ援軍として出陣するため、王が不在となる。女王が病気の今、サファイア国はアイリスが統治することとなる。同盟国の王子たちには、夫候補としてアイリスを守ってもらいたい」

　もしもこのなかに敵がいたら、格好の餌食だ。それでもお父様は同盟国を信じ、「全員が敵であるはずがない」と私に言う。確かにそうだし、ここにブラックダイヤモンドが潜んでいるなら、戦う意気込みはある。

　ハーデスは予言者ではあるが、さまざまな剣術と護身術を学んでいる。腕利きの兵士より強いから、守ってもらえる確率のほうが高い。あとはルビー国が敵ではないのを祈るばかりだ。

　北の大国は一番敵に回したくない国。最悪を考えて私はかなり不安気にしていたようだ。

「アイリス様、必ずお守り致しますから、ご心配は無用です」

　ハーデスがきっぱりと言い切ってくれる。それはそれで心強い。お父様も頷いて、集まった者たちに言葉を放つ。

「この場にいるすべての者たちよ、私は今からオパール国へ援軍を指揮するために出陣する！　私の娘アイリスをどうか守ってほしい。よいか！」

　有無を言わせぬ圧倒的なオーラが、部屋全体を包んでいく。それはお父様の能力でもある。言霊だ。一度に何回も使えないけれど、効力は絶大で、それを聞くとほとんどの者が暗示にかけられていく。もちろん、かからない相手もいるけれど……。

　国の侍従はもちろん、王子たちとさらには側近たちまでがこぞって「任せてください」と名乗りをあげてくれた。

「これで私は安心して出かけられる」

「お父様、どんなに傷ついても、必ず生きて帰ってきてください」

「心配ない」

　返事の代わりに私を強く抱きしめて、お父様は出陣のために部屋を出ていった。
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　お父様の支度が整うにつれ、心は穏やかでなくなる。どんなに平静を装っても、まだまだ精神が弱いようだ。お母様がこの世を去って間もない。それなのに目まぐるしく変わる環境から、憎しみや悲しみの感情が薄れていた。

　でも、これでお父様もいなくなったら私は独りぼっちだ。そう考えたら、ぶるっと身震いがした。なんて恐ろしい窮地に立たされているんだろう。

　今はただお父様の無事を祈るしかない。心が折れそうになっている私のそばに、ハーデスがいてくれる。王子たちも少し距離をおいて、私を見守ってくれていた。

　城から正門までは幅広の一本道。敷地も広大で、道以外は芝生が青々と茂り、四季折々の花と木々が植えられている。お祝いのときには国民に解放したり、あってはならないけれど戦で籠城となったときは、迎え撃つ最初の砦となる場所だ。

　その広場に援軍として派遣される第三部隊の兵が整列し始める。先頭にはその部隊の将軍がおり、その横にお父様もいた。

　かなりの数が横に広がり並んでいく。見送りは２階のバルコニーからで、私たちの他に同盟国の王子たちも見送りに出てくれた。そして――。

　とうとう出陣のときが来た。

「お父様、ご無事で……」

　手を振って小声で呟く。お父様は落ち着いた微笑みを見せてくれる。

（しっかりしなきゃ！）

　緊張から逃れたくて、大きく息を吐いた。

「ではこれより出陣！」

　お父様の声が広場に響く。合図と共に、そこにいた兵士たちが勢いよく歓声をあげる。それは必ず戻るという約束のように、力強い安心をくれた。

（どうか、お父様に勝利を！）

　祈りながら、お父様の背中を小さくなるまで見送った。まだ半日も経っていないのに、目まぐるしい日々を寝ずに過ごしたみたいだ。

（これから一人でこの国を守れるのかしら？）

　不安と重圧が一気にのしかかる。そのせいなのか、部屋へ戻ろうとした瞬間に目の前が真っ暗になった。

（これは何？）

「アイリス様！」

　ハーデスの叫ぶ声が微かに耳に残った。そして薄れゆく意識の中で、私は宙を舞う。ふわっと浮いたような感覚。逞しい腕の中でとても熱い体温を感じた。

　耳元に響く鼓動はとくんとくんとくんと早いリズムを刻んでいる。そして体が浮くたびにヤーヌスの花の香りが私を包んでいく。

（この心臓の音は刀傷の人……でも香りは……アルス？）

　ふわふわと空を飛んでいるように、どこかへ運ばれている。不思議なことに不安ではなかった。妙な安心感と共に私の意識は一気に失われた。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　ギシッとベッドに体重がかかる音がした。沈みこんだかと思うと、誰かが覆いかぶさってくる。そして――。




――アイリス、愛している――




　耳元でかすれた声の囁き。ゾクッと身体が震えた。作られた声、刀傷の男性だ。もうここは予知夢の世界なのかと思う。

　だけどブラックダイヤモンドは出てきそうにない。しかも目の前にいる男性はやはりあのときと同じ、仮面を付けている。装飾も同じ、真ん中に光る宝石は恐らくルビーだろう。お父様が刀傷の男性はルビー国の人間かもしれないと言っていたから。

　それにしても、また願望が現れているのだろうか。顔半分が隠れているけれど、どうしてもアルスに見えてしまう。私の欲目がそうさせているのは百も承知だ。

　だけどアルスだと肯定するのにはもう一つ理由がある。夢なのに香りがすることだ。ヤーヌスの花の香り。

「ねぇ、貴方はアルスよね？」

　答えを拒むように唇を塞がれる。もしかして本心をついたのかもしれない。

　でもそんな思考も止まるほど、激しく唇を貪られた。甘い香りが鼻腔をくすぐる。まるでアルスに抱きしめられているようだった。口づけは息もできないほど長く続く。ただアルスだと思うだけで、甘く痺れていくのは彼を思う気持ちの表れだろう。

（アルスが好き）

　本当に彼なのか、わからないのに気持ちが止められない。このヤーヌスの花の香りが、本能でアルスだと確信させる。そして想いが助長していく。

　角度を変えて何度も唇を重ねていく。心の奥から痺れている感覚に翻弄され、やっと解放されたときには息が上がり、動悸が激しく体の中を駆け巡っていた。
















第十一章　溢れだす想い







　このまま仮面を取って、本来の姿で愛してほしい。そう思って仮面に手を伸ばす。寸でのところで、手を取られ、ベッドへと縫い付けられた。

　柔らかい唇がついばむように瞼、頬、口、首筋へと落とされる。キスはくすぐったいほど優しかった。

　その間に大きく形のよい手が、ドレスの胸元に滑り込んだ。膨らみの先端を探すように撫でていく。

「あ……っ、待って、それは……」

　刺激が強い。すぐに縮まり固くなっていくのを逃すことなく、膨らみの実を弄ぶように摘ままれる。

「だめっ……やめて……」

　アルスと思っていても、顔を見せてくれない分だけ躊躇する。抵抗しようと手や足を動かすが、どうにも動かなかった。

　その間も身体は素直に反応し、ビクンと背中がのけぞる。悪戯な指はコリコリと捏ねるように、実をつぶし、私はそこから得る快楽から逃れられずにいた。

（これは夢ではないの？）

　あまりにも生々しい感触と、甘く痺れていく身体は徐々に熱をおびて、次第に腰の辺りが疼きだした。

「あぁっ、これ以上は……んぁっ！」

　抵抗しようにも、体の力が抜けいく。このまますべて預けてしまいたくなるほどの恍惚を味わいながらも、必死にもがいた。




――アイリス……アイリス――




　遠くから誰かが呼ぶ。今度は聞き覚えのある声、これは――。

　意識が戻りつつあるところで、「アイリス王女」と呼ばれて飛び起きた。

　アルスだ！

「アイリス王女？　大丈夫ですか、うなされていましたよ」

「え、えーーーー!!!　本当にアルスなの？　ど、どうして!?」

　さっきまで見ていた夢と重なる。現実に目の前に人がいるのは初めてだった。しかもそれが夢の中で、情を交わしたかもしれないアルスであることに驚きを隠せない。

　起き上がった体を思わずシーツで隠しながら、彼から離れるように後ずさった。でも衣服は乱れていないので、多分、夢だったとわかる。

　叫び声で、後ろに控えていたハーデスが顔を覗かせる。

「アイリス様、大丈夫ですか？　よかった。お目覚めですね？」

　ずいぶんと落ち着いていて、安堵した表情だった。さらにその後からひょっこりラッド王子も顔を出した。

「もう大丈夫ですね。アイリス王女に何か飲み物でも用意してあげてください」

　躊躇しながらも、「俺たちが見てるから」とラッド王子に言われて、かしこまりましたとハーデスが部屋を出ていく。彼が騒がないということは、このおかしな状況には正当な理由があるということだろう。

「あの、ここにずっといたの？」

「はい、でも誓って何もしていません」

「それは、わかってます」

　本当はわかってなかった。だって夢でのできごとがある。仮面で隠していても、私にキスしたのはアルスだと思っている。ただ、同じ夢を見ているわけがないから、聞くのもはばかられる。それにあまりに生々しくて、アルスを直視できなかった。

「大丈夫ですか？　かなりうなされてましたが、どこか苦しいのでしょうか？」

　心配そうな面持ちで、顔を覗き込んでくる。しかも何でベッドの上にアルスがいるんだろう。まさか一緒に寝てたってこと？

　頭が働いてくると、今の状況と夢で交わした口づけを思い出して体が熱くなるのがわかる。

　とにかく心を静めようと、深呼吸をした。それでおさまるはずもなく、まだ夢が続いているような感覚が残り、鼓動はドキドキと早いリズムで動いている。

「アイリス王女？　顔が赤いですね、熱が出てきたのではないですか？」

　失礼しますとおでこに手を当ててくるアルスの顔が、あまりにも近すぎて直視できずにいる。熱はないと言われて、すぐに顔を隠し俯いた。

　それから恐る恐るアルスをシーツ越しに見る。

「すみませんが、その変な反応は何でしょうか？」

「まだ頭の中で整理できていないのよ。どうしてアルスが私のベッドにいるの？」

「ディオニス王を見送ってすぐに、気を失われたんですよ」

　そう答えたのはラッド王子だった。

「アルスが素早く抱え上げたので、大事には至りませんでしたが、あのまま倒れていたら、大変だったと思いますよ」

「じゃあ、アルスが私をここまで運んでくれたの？」

「はい」

　空を飛んでいるような感覚と、ヤーヌスの花の香りは夢じゃなかった。もう現実と夢がごちゃまぜになりそうだ。

　ラッド王子がここまでの経緯を話して聞かせてくれる。

　気を失った私を抱きかかえて、アルスは部屋まで運んでくれた。ラッド王子とハーデスが付き添って、ベッドへ寝かそうとしたとき――。

「突然、アルスよね？　と言って、アイリス王女がアルスを抱きしめたんですよ」

「う、嘘……」

　やはり夢と現実が一緒になっていた。恥ずかしさが込み上げる。それ以上のことをしてしまったのではと不安にもなった。

「あの、私、寝てるときに何か呟いたりしてたかしら？」

「いえ、ときどき苦しそうにしていましたが、何を言っていたかまでは聞き取れませんでした」

「そう――」

　さらに聞くと、私はアルスの首に巻きついて離れず、ハーデスが慌てるのをラッド王子がなだめたそうだ。そして私の腕が緩むまで添い寝することになったと説明してくれた。

「アルス、迷惑をかけてごめんなさいね」

「いえ、それは問題ないのですが――」

　ラッド王子に聞かれないようにとの配慮なのか、アルスが耳元に顔を寄せた。それだけで心が反応してしまうのは、夢のせいだ。もうどうにもできないほど、アルスに気持ちを奪われている。

「微かに体が震えていました。悪い夢でも見ましたか？　俺のお守りは効くはずなんですけどね」

　私がアルスを離さないのは、怖い夢を見て怯えているからなのだろうと思ったらしい。

　それにしても首筋にかかる息がくすぐったい。まるで夢の続き、体を触れられたような感覚になって胸がキュッと締め付けられた。

「お守りのお陰で、悪夢は見ていないの」

　アルスは「それは何よりです」と言ってから、他にも心配事があるのかと尋ねてくる。それは私の気持ちに寄り添うような優しい声だった。

「舞踏会で疲れてたのね、その上、お父様が出陣したから精神的にも弱くなってたわ。ダメね、もっと毅然として強くなければいけないのに」

「いいえ、突然、たった一人でこの国を背負うことになったらのですから、さぞかし心細かったでしょう。責任の重さに、誰だって弱気になりますよ。だから自分をダメだなんて責めてはいけません。アイリス王女が頑張ってる姿を、俺はずっと見てましたから」

　なんて優しく柔らかい顔で微笑むんだろう。初めて見るアルスの表情だった。心情を見透かしたように、弱い部分をついてくる。あくまでも私の立場への深い理解と共感からくる想いの表れだと思う。だからこそ、アルスの言動は私の心に温かく突き刺さる。さらに私を弱くしていく。

　またアルスの言動で情緒が不安定だ。彼は知らない間に私の懐に入ってきて、心を掻き乱していく。

「……やだ、また涙が……」

　まだ泣くときじゃない。もっとしっかりしなければいけないのに、アルスを前にすると素直になりすぎる。

「え？　すみません。俺、また何かいけないことを言いましたか？」

　目を泳がせて私から離れると、すぐにハンカチを差し出してくれた。受け取って目頭を押さえるのは、これが２度目。そう言えば昨日渡されたハンカチも返していなかった。

　ポロポロと流れてくる涙を何度も拭っていると、微かにアルスの香水の香りが鼻腔をくすぐる。

　香りが昨日のバルコニーでのできごとを思い出させた。無理だとわかっていても、本当はあのときのように抱きしめてくれたらと、密かに思う自分がいる。

（本当にどうしちゃったんだろう）

「アルスは見かけによらず優しくて、人の痛みをわかる奴なんですよ。このいい声で話しかけられると、つい弱気になっちゃうんですよね？　そんなときは思い切り泣いてすっきりしてしまうのがいいです。何ならアルスの胸をお貸ししましょうか？」

「いや、見かけによらずとは何ですか。それに胸を貸すだなんて――」

　言い終わるより先に、「固いこと言うなよ」とラッド王子がアルスの背中をポンと叩く。アルスはベッドの端に片足を乗せているところへ、不意をつかれたのか強い力だったのかバランスを崩してベッドに倒れ込んだ。寸でのところでヘッドボードに手をついてくれたものの、一瞬息が止まった。鼻先が触れそうなほど顔が近づいたからだ。まるで宝石みたいに綺麗な瞳に捕らえられて、吸い込まれそうになる。しかもアルスの両腕に挟まれている状態では動くこともできない。それはまるで謁見の間で、時が止まったかと思ったあの瞬間に似ていた。

　アルスから目が離せず、とくんとくんと鼓動が早くなる。彼への想いが熱となって、全身を駆け巡っていく。私は泣くのも忘れて、抗うことなく見つめ続ける。このままキスを迫られたら、拒むことができないかもしれない。ふとそんなことを考えた。

　そのストップモーションだった時間を動かしたのは、ハーデスだった。

「何をしているのですか？」

　後から響く声にハッとして、アルスがベッドから降りる。そこにシーツに包まってハンカチを手にしている私がいたものだから、ハーデスの心情は穏やかではいられなかった。

「アイリス様にいったい何を？」

　今にも掴みかかりそうなハーデスの前に立ちはだかって、頭を下げたのはラッド王子だった。

「すみません。アイリス王女が涙を流されたので、ハンカチを貸すように指示しただけです。出過ぎた真似を致しました」

「ハーデス、本当よ。疲れてたのか涙が止まらなくなって、私が迷惑をかけてしまったの」

「そうでしたか――」

　ハーデスは取り乱したことを詫びた。そして連れてきた侍女たちにお茶の用意をさせる。

　それにしても、臣下のために頭を下げるなんて、ラッド王子は何て優しい人なんだろう。まぁ、元はと言えば、アルスの背中を押したのが原因ではあるけれど、臣下が王族を庇うという場面は見てきたが、王族が臣下を庇うのは初めて見た。やはりルビー国の主従関係はかなり親しいのだと思う。

　二人が肩を並べて話していると、間に入れない壁ができるような気がする。主従というより、友情、それよりも強い親友という絆のようだ。男性の深い友情は恋愛に似ていると何かの本に書いてあった。まさか愛情まではいかないまでも、それほどの信頼関係はありそうだ。

　ハーデスは用意したハーブティーを、二人にも振る舞うよう侍女に指示を出し、私の分はベッドのサイドテーブルに置いてくれる。

　レモンの香りが微かにして、それが体に浸透していく。

「ずっと神経が高ぶっていらっしゃいましたから、レモンバームティーをご用意致しました。ストレスや極度の不安感を和らげるようにとお選びしております」

「ありがとう」

　いつもの心遣いに感謝しかない。私の体が何を欲しているか、手に取るようにわかっている。そう考えると、私とハーデスの仲も他の王子たちからすると、仲のよい主従関係に見えるだろうか。

「ラッド様にも同じお茶をご用意しましたが、お口に合わないときは違う物をお出ししますので、おっしゃってください」

　ハーデスの言葉に感謝の意を表しながら、ラッド王子が香りを楽しむようにカップを持ち上げた。

「うん、とてもレモンのいい香りがします。前回いただいたお茶も酸味があって美味しかったですしね、これも期待できそうです。ね、アルス？」

　アルスに語りかけると、アルスは「はい」と短く返事をして、同じように香りを吸い込んで目を閉じる。

「香りだけで気持ちが穏やかになりますね」

「それは光栄です。軽食のご用意もしておりますので、しばらくお茶をお楽しみください」

　ハーデスは一礼すると、慌ただしく部屋を出ていった。

　軽食と聞いて、急にお腹が空いた。倒れてからどれくらいの時間が経っているのだろう。

「あの、私はどれぐらい寝てたのかしら？」

　私の問いに答えてくれたのはアルスだった。

「そうですね、恐らく一時間ぐらいです。ただずっとうなされてたので、睡眠と言えるかどうか」

　その間、ずっとアルスに抱きついたまま離れなかったのかと思うと、恥ずかしさが込み上げてくる。

「心配は無用よ。それに、かなりびっくりして目覚めたから、頭は妙にすっきりしているの。大きな声を出してしまって、ごめんなさいね」

「いえ、こちらこそ驚かせてすみませんでした。でもお守りが効いているようで安心しました」

「ええ、あれから悪い夢は見ていないわ」

　こうして話していると、ただのティータイムのようだ。だいぶ心労も和らいできた気がする。

　軽食は食べやすいようにと、サンドウィッチが用意された。ハーデスが配膳を終えると、ラッド王子たちの食事は部屋に用意させたことを告げる。

「わかりました。ではこれで失礼します。アイリス王女、お大事に」

　わざわざベッドの脇まで来て挨拶をしてくれる。ドアまで見送りたくて、ベッドから降りたとたん、頭がぐらつく。それを横から支えてくれたのはアルスだった。そのまま倒れないように体を寄り添わせてくれる。

「ごめんなさい、ありがとう」

「いえ、でも顔色が悪いです。無理は禁物ですよ」

　ベッドにいるときは気づかなかったけれど、足に力が入らない。自分が思っているより、かなり弱っているみたいだ。

「アイリス様、食事が済んだら午後はお休みください。公務は私ができる限り終わらせておきます」

「ちょっと待って、それはダメよ。私なら平気だから、食べたら公務室へ行くわ」

　無理に歩こうとするのを、アルスが急いで止める。

「お一人で歩くのは危険です。また倒れたら一大事ですよ」

　両腕にグッと力が入る。見上げると心配そうな顔のアルスがいた。近くに感じる体温はとても熱くて、本気で私を心配してくれているのがわかる。

　誰にも言えないけど、この国の最高地位である女王なのだから、このまま寝ているわけにはいかない。強情だと思われても、この意志は曲げられなかった。

「無理をしてでも、私は公務を遂行しないといけないのよ。だから離してちょうだい」

「アイリス様、焦るお気持ちはわかりますが、どうかお休みください」

　こういうときのハーデスは頑として首を縦に振らないだろう。けれど私だって、女王としての意地がある。一歩も譲らずに押し問答をしていると、ラッド王子が「まぁまぁ」となだめるように割り込んできた。

「あの、このままでは埒が明かないと思うので、ここで公務をされたらどうですか？」

「いいえ、申し訳ございませんが、それはできません」

　公務室以外では行えない規則だと話すと、「ではこうしましょう」とラッド王子も引き下がらない。

「俺たちがアイリス王女を公務室までお連れしますよ。もちろん帰りもお部屋までお送りします。行き来する労力を省けば、少しはましではないですか？　それに口論ができるんですから、午後の公務もできると思いますよ」

　確かに言い合っているうちに、さっきまで重かった体が軽くなっている。気持ちをハーデスにぶつけることで、ストレスが解消されたのかもしれない。これなら公務も問題ないと訴えると、ハーデスは渋々頷いた。

「じゃあ決まりね。食事をしたら公務室へ行くわね」

「それでしたら、ラッド王子のお手を煩わせないよう、私がお迎えに参ります」

「俺なら大丈夫ですよ。アルスもいますし、それよりも公務が早く終わるように必要な書類を揃えたりしてもらうほうがアイリス王女にはいいんじゃないですか？」

「そうね、ご意見ありがとう。ハーデス、そうしてもらえると助かるわ」

「かしこまりました」

　ハーデスは「くれぐれも気を付けて、ゆっくりいらしてください」と部屋を出ていった。

「では俺たちは隣の部屋におりますので、食事が終わったら呼んでください」

「よかったら、一緒に食事をしませんか？　すぐに用意させますから」

　ラッド王子よりも早く返事をしたのはアルスだった。

「いえ、それでは他の王子様たちの手前、フェアではありません。どうぞ気にせず召し上がってください」

　遠慮だとは思うけど、確かにアルスの言葉も一理ある。それでも空腹で待たせるのも気が引けるので、食事を隣の部屋に運ばせるように指示を出した。

　一人で食事をするのは少々味気ない。けれど隣からラッド王子たちの声が漏れ聞こえる。会話まではわからないけれど、楽しそうな雰囲気が伝わってくるので寂しくはなかった。
















第十二章　最有力の夫候補







　食事を終えて身支度を整えると、早速二人が部屋に来てくれた。もう平気だと歩いて見せたけど、納得してくれない。

「どうやってお連れしようか？」

「両脇から支えるのがいいでしょう」

　腕を折り曲げて、私のほうへ向けてくる。左右から差し出された腕をつかんで歩くのを想像すると、何だか気恥ずかしい。やはり断って、私だけで公務に向かうのがいいと思う。

「食事をしたら、だいぶ回復したんですよ。一人で歩けますから」

　ラッド王子が少し焦ったように立ちはだかる。

「それはダメです。ハーデスと約束したんですから、ここは俺たちの顔を立てて送らせてください」

　では一緒に歩くだけにしてほしいと提案したけれど、ラッド王子は承諾するのを嫌って考え込んだ。

「わかりました。それならアルスが支えてお連れしましょう」

「え？」

　また不思議な提案だ。いったい何を考えているのだろう。夫候補の割には私に対する態度があっさり過ぎる。というよりも、すべてアルスに任せようとしている。これは照れなのか、夫になるのを放棄しているのか、疑問だ。

「待ってください。アルスがお供ですか？」

「はい。俺が支えると、フェアじゃなくなるでしょう。なので、アルスに任せようと思います」

　なるほど、確かにそうかもと頷いて、その申し出を承諾した。アルスは少々困惑気味で、後で問題にならないかと頻りに心配をしている。

　それでも二人から支えられて、弱々しく見られるよりはいい。王族と側近だったら、側近に頼るほうが問題にはならないだろう。

「アルス、お願いできるかしら？」

　アルスのほうへ手を差し伸べる。彼は戸惑いの表情をしながらも「かしこまりました」と呟いて私の手を取った。そして自分の腕に絡ませる。

（あれ？　ジュエルの反応が――）

　今までとは明らかに違う。電気がピリッと走るような痛さがない。どくんどくんと心臓が音を立て、ジュエルのオーラが温かくそれを包んでいる感じ。なんて甘い響きが体の中でこだましているのだろう。

（これは私の気持ちが変わったせい？　それとも……）

　反応が変化するのを初めて知った。ラッド王子に触ってもこうなるのか。前にいる彼へ無意識に手を伸ばす。

「ラッド王子にご用ですか？」

　尋ねられて、ハッと我に返る。ただ触ってみたいなんて言えないし、どうにも口実が見つからない。いいえと答える。ラッド王子はそれを知ってか知らずか、満面の笑みで振り返った。

「さぁ、参りましょう！」

　張り切って私たちの前を歩き始める。スラリとした長身で手足も長い。でも弾むように歩く姿は、まるで大きな少年だ。

「ふふっ、まるでピクニックにでも行くみたいね」

　隣にいるアルスに耳打ちすると、彼は少々複雑な面持ちでそうですねとだけ答えた。

「ねぇ、ラッド王子ってどんな人？」

「え？」

　聞き方が悪かったのか、アルスはそれ以上の言葉が出てこないようだ。

「ほら、私のことをいつも気にかけて、アルスに指示を出してくれるでしょう？　その割に私といるときは、あっさりした対応しかされないから、掴みどころがないのよね」

「ラッド王子に興味があるのですか？」

「ないといえば嘘になる。個人というよりルビー国に興味があるのかもしれないわ。あまり覚えてないんだけど、私ね、小さいころにルビー国を訪問してるらしいの」

「そうでしたか……」

　アルスは黙った。それからポツリポツリと話し始める。

「王子は照れ屋です」

　そう語るアルスの表情も、ほんのり赤く色づいていた。

「心で思っているのとは裏腹な態度を取って、後で後悔するタイプですね」

「だから私を気にかけても、アルスに任せちゃうのかしら？」

　その質問にアルスはなかなか答えなかった。どう言えばいいのか迷ってるようにも見える。

「まぁ、そうなりますかね。王族は好き勝手に動けませんから、自由に動ける俺が手となり足となります」

「アルスはラッド王子の信頼できる、頼もしい臣下なのね」

「はい。確かに、そうですね」

　誇らしげに言うのが意外だった。

「もっと謙遜するかと思ったけど、大した自信ね」

「あっ、いや、そんなつもりでは……」

「ふふっ、いいのよ。王族に信頼できる臣下がいるのはいいことだし、自分は信頼されているって誇りに思うのも恥ずかしいことじゃないわ。それに自分のために尽力してくれるなんて羨ましいわ」

「アイリス王女にはハーデスがいるじゃないですか。妬けるぐらい、貴女を想っている臣下ではないですか？」

　妬けるという言葉が私の心をくすぐった。

（アルスが妬くのは男として、それとも臣下として？）

　まさか聞けるはずがない。でもどちらにしても、嬉しいという気持ちがふつふつと沸いてくる。

「ハーデスとはね、ずっと一緒だったってだけよ。アルスたちだってそうでしょう？　私からしたら、ラッド王子とアルスの関係のほうが妬けちゃうわ」

　思わず顔がほころんで、つい口走ってしまう。アルスは「え？」と言ったまま、どう返していいのか迷っているようだ。これはどういうリアクションなのか、アルスの態度を見ていたら急に恥ずかしくなる。

「やだ、ごめんなさい。変よね、妬けるだなんて……私ったら何を言ってるのかしら」

　笑ってごまかそうとしたのに、アルスの目はとても真剣だった。

「それはどちらに対してですか？」

　多分、ラッド王子にだと思う。でも正直に言えないし、嘘も付けないので質問してしまった。

「どちらに……でしょう？」

「それは俺に聞かれてもお答えできませんが――」

　何か言おうとしたとき、気配もなく突然耳元で囁かれた。

「随分、アルスと仲がいいんですね」

　ビクッと体が跳ねるぐらいびっくりした。すぐ横にラッド王子が立っている。かなり前を歩いていたはずなのに、いつの間に戻ってきたのだろう。それとも気づかないほど、アルスとの会話に夢中だったのか。

「いえ、そうじゃなくて、今、お二人の関係が羨ましいなって話してたんです。王族と臣下なのに対等というか、親友というか、何でも打ち明けられる感じでしょう？」

「あぁ、アルスは特別な存在ですからね。俺たちはお互いの命を預けられる関係なんです」

　それはまたかなり重い。お互いっていうのは、ラッド王子はアルスのために命をかけられるってことだ。臣下のために命を？

「それほどの絆だなんて、私の入る隙間はありませんね」

「嫌だなぁ、ありますよ。誤解しないでくださいね、念のために言いますが、俺たちの間に男同士の友情はあっても愛情はないです」

　そうですよね、と愛想笑いをしてみたが、恋愛は自由だし、政略結婚では側室に男性を選ぶ王もいるとか。

　いや、深く考えてはダメだ。私の場合は愛情よりも、強いジュエルの力が必要なのだから。だとしても、本当は味気ない結婚生活は嫌だと感じている。好きでもない王子の名が水晶に出てきたら、きっと何で王族に生まれてしまったのか、悔やむだろう。

　ラッド王子だって一緒だと思う。もしも他に好きな人がいるのに、私と結婚させられるのだとしたら……？

「大丈夫です。ほら、政略結婚では側室とかね、男性を迎える王様もいるって聞くじゃないですか。その逆もあるみたいだし、恋愛は自由ですからね。好きになってしまうのは、どうにも止められないし――」

　私はいったい何を言っているんだろう。言いながら自分に置き換えている気がする。しどろもどろに話していると、ぷっとアルスが吹き出す。それから声を出して笑い始めた。

（アルスって、こんな表情もするんだ）

　お腹を抱えて楽しそうに笑っているのを初めて見た。毎回新鮮な驚きをくれるアルスに心を掴まれっぱなしだ。

「やだ、私、何かおかしなことを言ったかしら？」

「すみません。どうにも堪えられず、どうしても俺と王子をくっつけたいのかなと思いまして」

「え？　あ、確かにそうね。何を言ってるのかしら、私ったら――」

　顔が火照ってくると同時に、おかしさが込み上げてくる。アルスと顔を見合わせて、笑い合う。こんなに笑ったのは久しぶりかもしれない。どうしてアルスの前だと、自然と自分を出せるんだろう。

「ねぇ、アルス？　ちょっと笑いすぎよ」

「すみません……もう、大丈夫ですから――」

「ほら、まだ笑ってるじゃないの」

　私たちは歩くのも忘れていた。ずっとここで話を続けていたいと思う。けれどその雰囲気はすぐにラッド王子に壊された。

「あの、そろそろ公務室へ向かいませんか、ゆっくりでいいと言ってましたが、さすがにハーデスが心配するころですよ？」

「そうだったわ、大変。急ぎましょう」

「ダメですよ。すぐに走ったりしたら、体によくないです」

　アルスにグイっと腕を引っ張られ、止められる。諦めてゆっくり歩きだすと、ラッド王子がいい方法があるとウィンクをした。

「アルス、王女を抱えて歩いてあげてよ」

　合図を送ると、アルスはひょいっと私を抱きかかえた。

「失礼致します」

「ちょ、ちょっと？」

「ご不満なのは百も承知ですが、ハーデスを心配させるのはよくありませんので、よければ、このままお連れします」

（いやいや、嬉しいけど……これは顔が近すぎる）

　すぐ横には整った彫刻のような顔があり、長いまつ毛が陰を落とし、綺麗な瞳に憂いを与えている。でもそれがとてもセクシーで私の気持ちをざわつかせた。一瞬でこれだけ見惚れる要素のある男性に抱えられるのは問題だ。

　しかも気を失っていない状態、これはやはり恥ずかしい。しかもアルスの香水が甘く私を包むので、まるで抱きしめられているみたいで心臓がドキドキと音を立てる。

「ごめんなさい。気持ちは嬉しいけど、やっぱり侍従たちの手前もあるし、厚意は受け取れないわ。歩くから降ろしてくれる？」

「かしこまりました」

　ゆっくり壊れ物を扱うように丁寧に降ろしてくれる。アルスの気遣いと優しさを感じる。

　心配させないように気を張って歩き出すと、アルスがそっと背中を支えてくれた。歩きやすいのは、昨日のダンスのようにリードがうまいからだ。どこまでも私に合わせて、気にかけてくれてくれるのが嬉しい。

　長い廊下を歩きながら、ラッド王子がいるのも忘れて会話を楽しんだ。

「それにしても、王様や女王様の代わりを務めるのは大変でしょう。倒れてもこうして休むこともできないし、臣下にも気を配って元気な振りもしないといけないなんて」

「それが王族として生まれた者の宿命なのよ。私の体は自分のためではなく、サファイア国民のためにあるのだと教わってきたの。だから私は強くならないとね」

「でも王女だって人間ですよ。感情のまま動いていいはずです。強くなるのはいいけれど、強がってはダメです。ときには誰かに頼っていいんですよ」

　私にピッタリと寄り添う体、言葉は心に寄り添ってくれる。アルスはどこまで私の中へ入ってくるのだろう。アルスを愛してはいけない、頭ではわかってる。それなのにジュエルはどこまでもアルスに傾いていく。

（アルスのことをもっと知りたい）

　心の奥で静かに脈打っているジュエルを感じる。もう少し一緒にいたいと疼いていた。

　公務室まで続く廊下の先が、迷宮の入口だったらと思う。いつまでも迷って、出口が見つからなければ、私はずっとアルスの側にいられるのに。長い廊下の先は暗く、私の心に生まれた邪な感情のようだった。
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「ラッド王子、付き添い感謝致します。アルスもありがとう」

「いえ、お気をつけて、帰りも迎えに参りますよ」

　そこまでしてもらわなくても、と断りつつも内心は来てくれることを望んでいる自分がいる。ラッド王子も勧めるので、時間が合うならお願いしますと言って公務室へ入った。

　扉が閉まるまで、無意識にアルスを見つめていたようで、ハーデスの咳払いで気が付いた。

「アイリス様、お体は大丈夫ですか？　ゆっくりとは言いましたが、あまりに遅いからお迎えに行こうかと思っておりました」

「ごめんなさい。話に夢中でのんんびり歩き過ぎたみたいね」

　ハーデスはそれ以上、詮索してはこなかった。それよりも本題に入りましょうと、テーブルに着くのを促す。ほとんどの仕事をかたずけてくれたようで、公務内容の報告で終わり、後は夫について聞くだけだと言ってくる。

「それで夫候補ですが、やはりラッド王子でしょうか？」

「そうね。昨日、ラッド王子とお茶をしたら、ジュエルが微かだけど反応したことは言ったわよね？」

「はい、あれからジュエルが反応した王子は他におりませんか？」

　いないとだけ答えた。王族ではラッド王子だけだから、嘘ではない。けれどアルスとの間でジュエルの反応がさらに違うものになったのも事実。私しか知らなくていいのか？

　ハーデスに言ったらどうなるだろう。王族との縁談も乗り気でないのに、側近との縁談なんてもっての他だろう。

（やっぱりアルスのことは言えない）

　こんなとき、ラッド王子なら真っ先にアルスに相談するような気がする。ふとそんな考えが浮かぶ。

「ねぇ、ハーデス、やっぱり王族と結婚しなければダメよね？」

「はい、水晶のお告げは絶対ですから」

　そうだ、王族との結婚は水晶が出した答え。それは絶対に変わることがないとされている。だから私が例えジュエルが反応してラッド王子を愛したとしても、水晶が違う人を示したら彼との縁談はなくなるかもしれない。サファイア国での予言者が持つ水晶にはそれだけの力があった。

「じゃあ、水晶のお告げは使わずに、ラッド王子を夫に選びたいって言ったらどうする？」

「どうすると言われても、それほど好きなら、次に水晶の力を利用する日はブラックダイヤモンドの正体を突き止める、または倒す方法等を尋ねてはいかがですか？」

　それが確実かもしれない。

「そうね、この先もラッド王子を選ぶ以外は考えられないわ」

　唖然とした表情から、信じられないと首を振る。ハーデスにはラッド王子を選ぶ理由がわからないのだろう。恐らく彼は気づいている。私が誰を目で追っているのかを――。

「それで宜しいんですか？　ラッド王子と結婚しても、辛くなるだけではないですか？」

　やはりわかってるみたい。だけど微かにでもジュエルが反応している以上、ラッド王子は絶対に私に必要な王族で、もちろんアルスもだ。なので外せない。

「ええ、いいのよ。次の満月まで私の気持ちが変わらなければ、水晶には別のお告げを聞くことにするわ」

　ジュエルが反応する王子がこの先出てくるとは思えない。ラッド王子以外に出てこなかったら、私は彼を夫に選べるだろうか。それまでにアルスへの気持ちを断ち切れるのか、それが一番の心配事だった。

（もし断ち切れなかったら？）

　いいえ、今はそれを考えているべきではない。鳴りを潜めているけれど、ブラックダイヤモンドとの戦いはまだ始まったばかり、それにダイヤモンド国との決着もついていない。

　問題はたくさんある。少しでもその数を減らしていくのが先だ。

「とりあえず、ラッド王子の件は決定ではないから、他の王子とも交流は深めるつもりよ」

「わかりました。あと、これだけは言っておきます。アイリス様の思う通りにお進みください。ラピ様のお言葉を忘れないように」

　ガツンと胸を打たれた気分。そうだった。私への遺言を忘れていた。




――ジュエルを信じなさい――




「そうだったわね、だけど……」

　今それを行動に移したら、私はアルスを選ぶだろう。それでは水晶のお告げに反してしまう。困惑しているのがわかったのか、ハーデスの声は優しかった。

「私はどんな判断をくだされても、貴女が幸せであれば受け入れますよ」

「ハーデス、ありがとう」

「いえ、アイリス様は私より強情ですから、意見を曲げないと思いますしね。それに油断しているかと思いますので言いますけど、どこに敵がいるかわかりませんから警戒を緩めないでください」

　感謝の気持ちを返してと言いたいところだけど、これはハーデスの照れ隠しだ。ほんのり赤くなった頬を私は見逃さなかった。

「それくらいわかってます。だから、ラッド王子を最有力候補としても夫選びはまだ続けるし、ジュエルの反応もちゃんと確かめるわ」

「それが宜しいですね。ところで体調はどうですか？　本日はアフタヌーンティーを裏庭のテラスにて開催予定です。まだ体調が優れないようであれば、延期致しますが？」

「大丈夫よ。寝たから頭はすっきりしたし、ふらつきも治ったわ」

「わかりました。でも無理はしないでください。アイリス様が倒れたら、一大事ですので」

　もっとはっきりと言ってもいいのに。私がいなくなったら、この国は終わりだ。直接言わないのは、私にプレッシャーをかけないようにだろう。心配は無用だとして、勢いよく立ちあがった。

「じゃあ、午後の公務はここまでね」
















第十三章　急接近







　公務室から出ると、新鮮な空気が吸いたくなる。あの部屋は恐ろしく息苦しいかった。迎えにきてくれると言ったアルスも、少し早めに終わってしまったからか、タイミングがあわず廊下にはいなかった。残念な気持ちのまま、ここでしばらく待とうかと悩む。

　あからさまに待つのも気が引けるし、さてどうしようか……。

　ふと廊下から中庭を覗くと、アルスの姿があった。それだけでドキッと心が躍る。嬉しいという感情が、全身を明るく照らすようだ。

　こちらに向かってくるので、思わず庭に出た。私が目に入ると、軽く会釈をして駆け寄ってくる。

「すみません、今から伺おうと思っていたのですが、随分早く終わったのですね。会えてよかった。お迎えに参りました」

「ありがとう」

　私の心は正直だ。アルスを目の前にすると、鼓動がさらに早くなっていく。見つめあうと、大きな手が目の前に差し出された。

「王子様たちが裏庭のテラスでお待ちですよ」

「まぁ、ちょうどよかったわ。そこでアフタヌーンティーを開催しようと思っていたの。連絡する手間が省けたわ」

　アルスの手を取り歩き出す。私は城の中へ、アルスは中庭へ――

　引っ張り合いになって、思わずしっかり手を握る。ピンッと張った腕の先から、アルスと視線がぶつかる。太陽の下で見る赤茶色の瞳はまるでガーネットやルビーみたいに綺麗だ。今にも私を吸い込んでしまいそうなほど、神秘的に輝いていた。しかも鼻筋の通った精悍な顔立ち。これだけの美貌があれば、どんな女性でも恋に落ちてしまいそう。私はその一人だったりするけど……。

「どこへ行くんですか、中庭を通ったほうが近道ではないですか？」

　それなのにこの言葉、私には興味がないように思える。恋をしていたら、近道なんてしたくない。せっかく二人だけでいられるチャンスなのだから。

「そうなんだけど、バラ園まで行くならこっちのほうがいいのよ」

　長く一緒にいたい言い訳に聞こえそうだけど、そうしたいのには理由がある。アルスはどう思ったかはわからないけれど、彼に見せたかった。裏庭まで続く長い廊下を。

　城の中へ再び入り、公務室前の廊下を歩く。突き当りを右に曲がると、裏庭へ続く廊下はバラ園を思わせるような華々しい装飾が施されている。夜は気づかれないけれど、昼は中庭から漏れ出る光に照らされて所々キラキラと輝く仕掛けになっている。バラ園へ向かう者の気持ちを高めるように、美しいバラの絵が流れるように裏庭へと続いていた。

「この廊下はこんなに美しかったんですね」

「そうなのよ。これをアルスに見せたかったの」

「俺に……ですか？」

　意外とでも言いたそうな表情だ。きっと彼を特別に思っていることなど、微塵も感じていないのだろう。それが残念でもあるが、想いへの抑制にもなっている。

「そうよ、アルスに借り物ばかりしているでしょう。ブラッドストーンのお守りもハンカチなんて二枚も借りちゃって、そのお礼になるかわからないけど、この景色を見せてあげたいなって思って。あ、もちろん、ハンカチは洗って返すわよ」

　浮足立つ気持ちを悟られないように、どうでもいい言い訳だった。自分でもどうかしていると思う。

「それは光栄です。でもお礼なんていらないですよ。アイリス王女が笑って幸せでいてくれれば、それでいいんです」

（それはアルスの想い？　それともラッド王子に言われたから？）

　聞いてみたい。でも「俺の気持ちです」と言われたら、私は理性を保っていられるだろうか。その逆でもショックが大きいけれど、少なからずラッド王子は私を思ってくれているとわかる。ジレンマに悩む。

「アイリス王女？　俺、また変なことを口走りましたか？」

「え？　いいえ、アルスの気持ちがとても嬉しかったのよ。ありがとう」

　そうでしたかと、ホッと胸を撫でおろしているのを見ると、アルスの気持ちを話してくれたのだとわかる。何だろう、それだけで心が浮ついてしまう。話題を変えないと、顔にまで嬉しさが滲み出そうだ。

「ところで他国の王子様たちはどんな話をしていたの？」

「はい、話題はアイリス王女が誰を選ぶかから始まって、政略結婚について意見しながら交流を深めたようですね」

「政略結婚ね……」

　確かに誰を夫に選んでもそうなることはわかっている。だって私の心とジュエルが気づいてしまったからだ。




――アルスが好き――




　ジュエルに正直に生きるなら、この感情になる。けれど私にはブラックダイヤモンドを倒す使命があるから、夫は王族からしか選べない。何故、水晶とお母様の助言に食い違いが起きるのだろう。

　お母様の言葉はブラックダイヤモンドと戦ってきたからこその助言、いわば実践で培ったようなものだ。そして水晶のお告げは何百年と続いた予言者の力、これによりサファイア国の繁栄が幾度となく助けられている。こちらも実績のあるお告げだ。

（私はどちらを信じればいいの？）

　ついた溜息と悩みが顔に出たらしく、アルスが立ち止まって顔を覗き込んでくる。

「苦しそうですが、まだ体調が回復しませんか？　引き返してお休みになったほうがいいかもしれませんね」

　顔が近づくだけでときめいている。私の悩みの根源はアルスなのよ、と言ってしまいたい。

「大丈夫よ。体調はいいの。ただね、私を苦しませる大きな問題があるのよ」

「公務ですか？　王族のお仕事は気苦労が絶えないのですね」

「そうなのよ、誰もこの気持ちをわかってくれないの。まぁ、誰にも話してないから、わかるはずもないんだけど、気づいてくれないのも癪に触るのよね」

「それは随分と欲張りな感情ですね。思ったことは口にしないと、伝わりませんよ。人の心は読めませんからね」

　わかってる。でも誰にも相談できないから苦しい。

「話して気が済むなら、俺が聞きましょうか？　もちろん、この命をかけて口外しないと約束します。あ、念のため国家機密等であれば、こんな所で話してはダメですよ」

　ある意味、私にとっては国家機密より重要だけど――。

「じゃあ、遠慮なく。ラッド王子は私のことをどう思っているのかしら？」

　微笑んでいたアルスの顔が急に真顔になる。動きも息もしていないのでは、と思うほどピタリと止まっている。一瞬間が空いてから、アルスは声を絞り出した。

「どうというのは……アイリス王女を好きかどうか……を聞きたいのですか？」

「まぁ、そうなるわね。だってね、はしたない言い方になるけど、自分からアプローチをしてこないじゃない。その代り、アルスに私を気にかけるよう頼んだりするから――」

　お陰ですっかりアルスが心の中を占めている、とまでは言えず、心に留めて言葉を変える。

「ラッド王子は私をどう思っているのか、気になるのよ」

「では、さっきお話になった不満は、すべてラッド王子のことだと？」

　元を正せばそうなるので頷いたけれど、これは慕っている主人の悪口と取られてもおかしくない。

「あ、ごめんなさい。悪く言うつもりはないのよ。だけど、夫候補として来た割には、その、淡泊というか、私に気があるとは思えなくて。所詮、政略結婚だからいいの、愛がなくても仕方がないと思う。でも他の王子様たちは少なくとも、私を好きになろうと努力してくれていると思うのだけど、ラッド王子だけは――」

　話している途中で、アルスは私の口の辺りを触れずに手で制する。無言でもうこれ以上は聞きたくないと言っているようだ。しかも顔色がどんどん変わっていく。アルスの行動はいったい何を意味するのだろう。

「あの、ごめんんさい。言い過ぎたわよね、貴方の大切な王子様なのに……」

　言ってから、語弊があるかも？　と口を塞いだけれど、もう遅かった。

「そうですけど……。こちらもすみません、混乱しております」

（え、そうなの？　やっぱりアルスとラッド王子は――）

「一つ聞いてもいいですか？　アイリス王女のお気持ちはどうなのですか？」

「私の気持ち？」

「ラッド王子が好きなのですか？」

　いいえ、私が好きなのは――。だけどそれは言えない。気持ちに嘘もつきたくないから、ここは正直に話しておこう。

「決定ではないから、ここだけの話にして。私はラッド王子を夫に選びたいと思っているの」

　アルスの目が泳ぐ。明らかに動揺している、それは何に対してなの？

「もしも、ラッド王子を夫に選んだら、アルスは臣下として喜んでくれる？」

　どんな結果になってもいいと思っている。ラッド王子との間でジュエルは反応したわけだし、ブラックダイヤモンドを倒す力になってくれる人だと信じている。それに恐らくアルスは彼の側近としてこの国に来るだろう。私からの想いは一生明かせなくても、一緒にいたいと思う気持ちは満たされる。それに彼も私のジュエルに反応しているのだから、必要な人物なのだと感じる。

「もしも、もしもですよ。ラッド王子の心が貴女になかったら？」

「それでもいいわ。言ったでしょう、これは政略結婚なのよ、どんなに好きな相手がいても、私は王族と結婚しなければならないの。ラッド王子は私のジュエルを反応させた、だから夫に一番近い人なのよ」

「ジュエルが反応？」

「ええ、手を握ったり体に触れると、心にピリッとした刺激が起こるの」

　不思議そうに私を見る目が、ハッと何かを思い出した。アルスも気づいたようだ。私と触れあったときの電気が走るような痺れる感覚。

「今は詳しく言えないけれど、ジュエルの結びつきの高い王族と結婚することが、私の使命なの」

「そうですか、でも愛のない結婚など苦痛でしかないと思われませんか？」

「ええ、もちろんそう思うわ。だから夫になる人とは結婚してからでもいい、愛を深めていきたいと思ってる」

　アルスはしばらく無言で歩いた。遠くにバラ園へ続くアーチからの光が見える。まるでブラックダイヤモンドから救ってもらったときの道しるべの光のようだ。

　それなのに、美しい廊下が今は色あせている。アルスの様子がおかしい。やはりラッド王子のことを話すべきではなかった。私の心をかき乱して、ドキドキさせて、緊張すらさせるのに、ずっと彼の隣にいたい。本当はこのまま王子たちの待つテラスに行きたくないとさえ思ってしまう。

「ねぇ、ずっと無言で歩くのは嫌だわ。何か楽しい話をしましょうよ」

　何がいいですかと尋ねてくるけれど、アルスは少々うわの空のような気がする。

「そうね……あ、謁見のときに、ラッド王子が敵に回すと怖いから、アルスと仲よくしてくださいって言ってたじゃない？　アルスは昔から喧嘩が強かったの？」

「そうですね、俺はどんな喧嘩でも負けたことがありません」

「え、本当に凄いのね。でも子供のころに一度ぐらいは負けたりしたでしょう？」

「いいえ、これは俺の能力ですから、同じような相手が出てこない限り、連勝記録は続くと思いますよ」

「能力って言ったら、ジュエルの力ってこと？」

（確かアルスのジュエルは――）

「いえ、才能です。小さいころから、戦いのノウハウを教え込まれたので」

「やだ、自分で言う？」

「言ってはいけませんか？　事実ですよ」

　少し顔を赤らめてプイっと横を向く。照れた感じはいつものアルスだった。

「ふふっ、そうよね、事実なら自慢していいと思うわ」

「自慢ではありません。アイリス王女の質問に答えただけですよ」

「わかってるわよ。ムキになっちゃって、案外可愛いのね」

「俺が可愛いですか？　まったく、どんな目をしているんでしょうね」

「こんな目よ」

　指しながら、少し背伸びをする。間近で視線がぶつかると、お互いに「あっ」と呟き動きを止める。初めて見つめ合った謁見の間のように、時間も止まったようだ。どれくらい私たちは見つめ合っていたのだろう。どうしようもできない力で、私たちは心を操作されているみたいだ。動けない、アルスから目が離せない。我に返ったのは彼のほうが早くて、すぐにするりとかわされた。

「長く話しすぎました。王子様たちがお待ちですから、早く参りましょう」

　軽く背中を押してエスコートしようとするのを、振り返って止めようとした。

「待って、アルス。もう少しだけ話がしたいの。だからここにいて――」

　ちょうど胸のあたりに顔がきて、見上げるとアルスは困惑した様子でいる。

　お願いと訴えると、私の腕をぐっと引き、美しい装飾の壁に背中を押し付けた。

「そういう態度は誤解を招くと言いましたよね？」

「アルス？」

「もう少し危機感を抱いたほうがいいです。貴女は隙だらけだ」

　急に真剣な顔つきになるので、かわして先へ進もうとする。けれど壁にアルスの手が置かれて逃げ道を塞がれた。どけようとする手首を掴まれて、壁に縫い付けられる。

「言ったでしょう、男の力は思っている以上に強いんですよ」

　アルスの雰囲気に耐え切れず視線を反らした。

「わかってるわよ。でもアルスが助けてくれたじゃない。貴方はいつも、いてほしいときにいてくれる。ロイス王子のときも、ディーン王子のときだって、助けてくれたわ。とても嬉しかったのよ」

「これからも俺が守ると思ってますか？」

　グッと顔が近づく。視線を逸らして横を向くと、アルスの唇が耳元で動いた。

「では俺が迫ったらどうなりますか？　誰も助けてくれませんよ」

　とても甘美な囁きだった。背徳感とでもいうのだろうか、ダメだとわかっているのに、心はドキドキと波打ってアルスを求めてしまっている。

「そうなったら、私はどうなるの？」

　私の顎にそっと手が添えられて、クイッと上を向かされる。

「どうなるか、知りたいですか？」
















第十四章　禁断の恋







　覗き込まれ、赤茶色の瞳が私を捕える。これは夢で見た光景だ。背伸びをして、唇の形を覚えようとしてキスをされた夢。デジャブ？

　質問に答えるのも忘れ、意思とは別に私の視線は無意識に唇へと移った。

（ほどよく厚みがあって、うっすらと赤い……あの人と同じ？）

「そうやって誘われたら、貴方を好きな男は理性が効かなくなりますよ」

（今、好きって言った？）

　聞こうとしたけど、声にはならなかった。アルスの視線が私の唇に向いている。伏し目がちの表情は憂いを含んでいて、妖艶という言葉が似合う。掴まれた手首が熱く、どくんどくんとジュエルが反応する。何故これほどまでに、惹かれるのだろう。ジュエルを信じるなら、このままアルスを受け入れてしまいそうだ。

　同じように、彼もジュエルを感じているだろうか。何度も忠告してくるのは、必死に理性を保とうとしているから？

「アルス、そんなつもりじゃ――」

　ないと言おうとして黙った。少し身を屈め首をかしげるアルスの姿がある。ゆっくり、ゆっくり、ほんのり色づいた唇を近づけてきた。

「逃げるなら今ですよ」

　唇が重なる寸前で、そう告げられる。また頭の中で葛藤が始まった。逃げるべきか、口づけを受けるべきか。でも私の答えは決まっている。

「逃げないって言ったら？」

「……こうなります」

　遠慮がちに微かに触れるだけのキスだった。でも瞬間、甘い衝撃が全身を駆け巡り、ジュエルが震える。心臓に杭を打ち込まれたように、ガツンと重い感情が刻まれた。

（やっぱりアルスが好き！）

　これは私だけの感情ではない。ジュエルがアルスを求めていた。そのまま目を閉じると、唇を啄むようにキスが何度か落とされる。その度に心は跳ね上がり、バクバクと音を立てていく。

　初々しさが残るキスを重ね、やがてそれは深く激しい口づけに変わっていった。

　押し当てられた唇から伝わる熱が、体中を燃やすように駆け巡った。夢で交わしたキスの甘さが蘇ってくる。あのときと同じ口づけ、覚えておかなければと思った感触だ。心の中に芽生えたアルスへの愛を感じながら、繰り返し深く激しく唇を重ね合わせた。

　やがて私の持つサファイアがアルスのジュエルに共鳴していくのがわかる。

（アルスも私と同じように感じているのかしら？）

　自分の中心から波打つようにジュエルが全身を揺らしていく。それは官能的で思考をも止めてしまう。柔らかく熱を持った唇が私の唇を何度も包みこむ度に、深い悦に浸り真っ白な空間をさまよった。

　気が遠くなりそうになったころ、愛しさの余韻を残しながらアルスがゆっくりと離れていく。息が上がる。我に返ると、自分のしてしまったことの重大さに気づいた。

「すみません……。無礼を許してくれるなら、すべて忘れてください」

「それなら、私は貴方を許さないわ」

　謝らないで欲しかった。今起きたできごとを、なかったことにしたくない。だって夢以外でこんなにジュエルが共鳴するのは始めてだ。でもアルスはどんな気持ちを抱いたのだろう？　まさか何も起きなかった？

「ねぇ、アルス。貴方の心にあるジュエルも動いたでしょう？」

　壁に手をついたまま、少し上を見ている。どう伝えればいいのか返答に困っている様子だ。

　返事を待つより先に、遠くから私を呼ぶ声が廊下に響く。

「お～い、アイリスちゃ～ん！」

　私たちは素早く離れて声のするほうへ体を向ける。声の主はディーン王子だ。大声を出しながら勢いよく走ってくる。その後にはラッド王子もいた。

「もう、アルスが遅いから迎えに来ちゃったよ」

　王子たちの間でもアルスというあだ名が浸透しているらしい。恐らく混乱しないように、ラッド王子がお膳立てをしたのだろう。

「申し訳ございません。少しゆっくり歩きすぎました」

　急ぎましょうとアルスの腕につかまろうとすると、急に体が浮いた。

「きゃぁっ、ちょ、ちょっと？」

「ディーン王子!?」

「こういうときは任せてよ、僕がアイリスちゃんを運ぶから、ラッドとアルスはついてきてね」

　軽々と抱きかかえながら、ディーンはスタスタと歩き出した。落ちないように首に捕まると、後ろに立っているアルスと目が合う。

（この状況は助けてくれないの？）

　目で訴えたけれど、彼は視線をラッド王子に移し、肩にうつ伏した。話をしているようだけど、どんどん先に進まれて内容まではわからなかった。

　それでもアルスが自分の唇にそっと触れるのが見える。唇の感触を確かめるようにして、歩き出す。そのとき、優しい表情で微笑んでいるように思えたのは私の希望的観測だろうか。
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　長い廊下はディーン王子の早歩きのお陰で、あっという間に抜け出せた。

　テラスには既にアフタヌーンティーの用意ができていて、退屈そうにロイス王子とリュウ王子が座ってお茶を飲んでいる。その横のテーブルでは側近たちが談笑しながら軽い食事を楽しんでいた。

「お待たせ～！　アイリスちゃんを連れてきたよ」

　かなり雑に運ばれたけど、そっと降ろしてくれる。

「待たせてしまったようですね。ごめんなさい」

「大丈夫だよ、もう体調は大丈夫なの？」

　リュウ王子はとても心配そうに尋ねてくれる。

「ええ、もう平気よ。お気遣いありがとう」

「それはよかった。気を失われたときは、どうなることかと思いましたよ」

　椅子を引き、私を座らせながらロイス王子が言い、最後は耳元で囁いた。

「アルスのあの素早さは、常に貴女に視線を注いでいないとできません。かなり妬けました」

　アルスの話題が出て、ついさっき彼と交わしたキスを思い出す。もしかしたら、私のことを思ってくれているのかも。微かな期待と、アルスへの想いが自然と体を熱くしていく。

　それを右隣に座ったロイス王子にすぐ悟られた。

「顔が赤いですね。もしかして熱があるのでは？」

「いえ、早歩きだったから、熱くなったのかもしれないです」

「え？　ディーンが抱えてここまで来たのに？」

「あっ、あ～、そうだった……わね……」

「ねぇ、アイリスちゃん、やっぱりまだ体調が悪いんじゃない？」

　リュウ王子の言葉で、一気に視線が私に注がれた。それに耐えられず、側近たちのテーブルへ目をやると、端っこの席に座っているアルスと目が合う。心なしか彼の顔も赤くなっていた。

「ディーン王子に抱えられて、ちょっと恥ずかしくなったんですよね？」

　助け舟を出したのは左隣にいたラッド王子だった。女心をわかってあげないと、等と言って話をまとめてくれる。

「ラッド王子、ありがとうございました」

「気にしないでください。それよりも、アルスの様子がいつもと違うのですが、何か知っていますか？」

　思わず口にした紅茶を吹き出しそうになる。ごくんと飲み込んだものの、変な場所に入ってむせ返った。

「うわっ、大丈夫ですか？　ごめんなさい、俺のせいですよね」

「いえ、それよりも、アルスは具合でも悪いんですか？」

　さっきのキスのせいだと思うけど、さすがに報告できない。

「えっとですね……。いえ、体調はいいはずです。これは恐らくアイリス王女が原因だと思われます」

「私……、ですか？」

　それはどういうことかと尋ねたかった。けれど小声で話していたからか、敏感に察知されてディーン王子が前から乗り出してくる。

「ちょっと、何をコソコソ話してるのかな？」

「何でもない。サファイア国の街並みを見学したいってお願いをしていたんだ」

　用意していたかのように切り返すラッド王子に感心する。それにしても、とっさについた嘘にしては現実的だ。しかもまだ、その話題を続けている。

「街を馬車で回るだけでも、どうでしょう？」

「そうですね。ではハーデスに相談してみますね」

　私の気分転換にもなるだろうと、他の王子たちも賛同してくれて、どんどん話が具体的になっていった。複数の要人と外出となると、厳重な警備体制を引かないといけない。

「ＯＫが出たら、明日までに準備しますね。ラッド王子もそれでいいかしら？」

「ええ、構いませんよ。それから俺のことはラッドと呼んでください」

「ねぇ、そうだよね、僕もそれ賛成！　やっぱりさぁ、もう少しラフに話したいよね？」

　そう言ったのはリュウ王子だった。どうにも王子と呼ばれるのは堅苦しくて嫌みたいで、そこにロイス王子も賛同した。

「そうだな、交流を深めたことだし、王子、王女と呼ぶのはやめましょうか。私はこれからアイリスと呼ばせてもらいますね」

「俺は……アイリスちゃんでいいですか？」

　ラッドはとても遠慮がちだ。もちろんと頷く。何だか雰囲気もよく、仲間意識が芽生えたような気になってくる。

「じゃあ、早速、アイリスちゃん。僕のこと呼んでみて」

　すぐに「リュウ」と呼ぶと、跳ねるように喜んでくれる。次に「ディーン」、「ロイス」、「ラッド」と続けた。

　アフタヌーンティーは最後まで笑いが絶えなかった。いつの間にか体調もすっかりよくなっていた。

　そして、最後に残ったのはアルスの柔らかい唇の感触だけだった。
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　ハーデスはかなり不服そうだ。アフタヌーンティーの後、迎えにきた彼に皆で外出をしたいと申し出たからだ。やはり警護の面でかなり綿密な計画が必要らしい。

　無理ならやめると言ったのが、それが逆に彼を刺激したようで近くにいた侍女たちに指示を始める。

「アイリス様、これから警護隊の兵の手配を進めます。お部屋までの護衛ですが、すぐに侍従をよこしますので、少しお待ちください」

　わかったと返事をするより先に、ディーンがハーデスの前に立つ。

「僕が送りますよ」

「ずるいよ、ディーン。僕だってアイリスちゃんを送りたいんだけど？」

　リュウが言いだすと、ロイスまでも自分が送ると立候補を始める。

「なら、俺も。アルスがずっと護衛もしてきたしね」

　とうとう夫候補が全員名乗りを上げてきて、ハーデスも少々困ってしまい、結果、公平にとくじ引きで決めることとなった。

「ねぇ、部屋ぐらい一人で行けるから大丈夫よ」

　言ってはみたが、既に目隠しをしたコップにスティックを入れた簡易的なくじが用意されている。王女の警護をくじで決めていいの？　と叫びたかったが、どうにも楽しそうで声に出せなかった。

「赤い印がついているスティックを引いたほうがアイリス様をお送りください」

　差し出されたコップから、王子たちがそれを一斉に引いた。

「当たった」

　そう言ったのはラッドで、昔から引きがいいんだと笑っている。けれど、私としては一番当たって欲しくない相手だった。

（きっとアルスも一緒よね……）

　どうしようかと迷っている間もなく、ラッドがアルスと一緒に私の下にくる。ハーデスに安心して任せてほしいと言って、横についてくれた。

「では、私は警護の準備を致しますので、宜しくお願い致します」

　一礼してハーデスがいなくなると、皆それぞれに解散していく。残ったのは私たちだけだった。

「さて、俺たちも行きますか」

　ラッドの声かけにうなずく。アルスは黙ったまま、私の後を歩いた。

　しばらく三人とも無言で、その気まずい雰囲気から脱しようとしたのはラッドだった。

「単刀直入に聞きますね。アイリス……ちゃんとアルスの間にいったい何があったんですか？」

　それは単刀直入過ぎて、グサッと心臓を一突きされたような感覚に陥る。この場合はどう答えるべきか、正直に、それともごまかす、どちらにしても心苦しい。

　そして王女を付けずに呼ぶのにまだ慣れないのか、抵抗があるらしい。ラッドの心は本当につかみどころがない。

「言いにくかったりするなら――」

「何もありません！」

　強めの口調でアルスが答えた。

「俺の歩調がアイリス王女と合わなくて、気分が悪くなられたんです」

　自分の責任だと頭を下げる。さすがにキスを交わしたとは、言えなかったようだ。本当ですかと尋ねられて、あえて答えず否定もしなかった。

「そんなミスすると思えないけど、アルスが言うならそうなんでしょう。ご迷惑をおかけしました」

　絆が深い二人だ。これがすべて茶番だとわかっていて、頭を下げているに違いない。主従関係とはいえ、この間に私の入る隙はあるのだろうか。

「体調はもう万全ですから、本当に気にしないでください」

　頭を上げるようにお願いをして、先に進もうと促した。

「そうだ、あれから悪夢はどうなりました？　あのお守り、効いてますか？」

「え？　あぁ、お陰様であれから悪夢は見てないです」

「よかった。困ったことがあったら、ぜひ相談してくださいね。俺とアルスで必ず何とかしますから」

「ありがとうございます。では、また夢の中で襲われそうになったら、助けてくださいね」

　ラッドは笑ったけれど、私からしてみれば笑えない冗談だ。

「アルスだったら、夢の中でも救えそうだよね？」

　それほど、強いと言いたいのだろうけど、それも受け流せない話だった。実際にアルスらしき男性に助けてもらっているし、さっきのキスで多分アルスだと思うようになった。

　後は傷を確かめたいけど――。

　先にブラックダイヤモンドではないことを証明しておきたい。ジュエルで攻撃した傷は消えにくいと聞く。下手をすると一生消えない傷になることもあるらしい。

　アルスの手にできた傷、あれはもう治っているだろうか。私を掴んだ腕は左右どちらだった？

　いろいろと思い出しながら、聞いてみる。

「アルスにお願いがあるんですけど、いいですか？」

　私よりもラッドからのほうが、受けてくれそうだったので直接本人に声をかけなかった。

「もちろん、いいよね、アルス？」

　はいと答えて私の横に来る。

「どのようなご用でしょうか？」

「獣道を歩いて腕をケガしたでしょう？　それを見せてほしいの」

　何のためにと言いたげに首をかしげるも、両腕をめくってくれる。右腕に微かに治りかけのかすり傷を確認できた。

「これだけ？」

「ええ、この通りです」

　腕を裏表と返しながら見せてくれる。筋肉質な感じは似ているけれど――。

（あの日、私は右手を掴まれた）

　手の向きを考えると、ブラックダイヤモンドは左腕で私を捕まえた。

「アルスじゃない」

　ホッとしたせいで、思わず呟いていた。よかった、彼は夢の中で私を襲ってはいなかった。それがわかっただけでも、気持ちが少し軽くなる。

　ラッドとアルスは何のことだかわからずに、顔を見合わせていた。

「ごめんなさいね、得体の知れない怖い悪魔に追いかけられて、腕を掴まれた夢を見たことがあるの。腕に傷があったから、もしかしたら……なんて思ってね」

「それは俺がとても怪しい人間だったってことですか？」

「いえ、そうじゃないのよ。ただね、傷ができたタイミングとか、私の夢に似たような人が出てきたりとか……だから確かめたかったの」

「俺が悪人か、そうじゃないか？」

「ええ、そう」

「しかも夢の話なのにですか？」

「そうよね、変よね。信じてもらえないかもしれないけど、これは命がけの夢なの」

　腕まくりを直しながら、アルスは溜息をついた。そして「わかりました」と言いながら、耳元に顔を近づけてくる。

「ですが、悪人に誤解されて俺の心はズタズタです。どうしてくれるんですか？」

　それもそうだと、後悔する。彼を信じないばかりか、何で誤解するような態度を取ってしまったのだろう。すべてはブラックダイヤモンドのせいなのに……。

「ごめんなさい。決してそんなつもりじゃなくて、本当に正体がわからなくて、とにかく味方だって確証が欲しかったの」

　傷つけてしまったと焦って説明していると、ふっとアルスが吹き出した。

「すみません、冗談ですよ。そんなにムキになって言い訳しなくても大丈夫です」

　声を出して笑うアルスを見て、ホッとする。からかわれたのに、それすら愛おしく感じてしまう。

「ちょっと、こっちは本気で申し訳ないと思って、謝ったのに～」

　軽く腕を叩こうとして、かわされる。

「動きが遅すぎます。それでは俺と戦えませんね」

　空振りしたのをからかいながら、楽しそうに笑い、私から逃げていく。それを追いながら、廊下をつかず離れず進んでいった。

「アルスったら、ひどいわ。待ちなさい」

　嫌ですといいながら、アルスは少し離れた所から聞いてくる。

「それで、俺は敵だったんですか？」

「いいえ、味方だと思う。だから、止まってちょうだい」

　追いかけっこなんて、何年もしていないから息が上がる。肩を上下させながら呼吸を整えていると、「大丈夫ですか？」と心配そうに駆け寄ってきてくれる。やはりアルスは優しい。

「はぁ、やっと捕まえた」

　腕を掴んで、片手で軽くタッチする。こんな光景もどこかで経験したような気がしてきた。

「ねぇ、変な話をするけど、私の夢の中に入ってきたことない？」

「……いえ、ありません。ですが、夢に入れるなら俺はそこでも貴女を守るつもりです」

　囁かれてドキッとした。心地よいバリトンの声が耳元で響いたら、口説き文句と思われても仕方がないレベルだ。

　気にかかるのは答えに間があったこと。もしかしたら、アルスは本当に夢の中にいたのかもしれない。それから私を気にかけてくれてるどころか、それ以上の感情を抱いてくれてるかもしれない。これは希望ではなく、情熱的なキスをされたときに、既に感じている事実だ。

（絶対に勘違いじゃないわよね？）

　真意は確かめようがない。お互いの気持ちを言い合えない関係だからだ。

「アルス、貴方には心から感謝しているわ。これからも仲よくしてくれる？」

「もちろんです」

　微笑みに救われる。やっと元のアルスに戻ってくれた。

　彼は握った拳を開いて見せてくれる。それは小さなルビーだった。

「これはラッド王子からのお守りです」

　ブラッドストーンを受け取ったのとは違う、また別の温かさがあった。この感覚はジュエルが反応するのと、同じようだ。やはりラッドのジュエルは、私のに共鳴するらしい。

「勝利に導いてくれますよ。夢での戦いに勝ちたいようなので、こちらもお持ちください」

「ありがとう」

　嬉しさに顔がほころぶ。目が合うとアルスはハッと息を飲んでから、視線を逸らした。

「いえ、お礼はラッド王子に言ってください」

　そうだった。私はすぐにラッドに向き合う。

「やっと目が合いましたね。アルスもだよ。ずっと俺のこと、忘れてたでしょう？」

「そう言えば、忘れておりました」

　サラッと返すアルスに、まったく酷いなぁと言いながらも、どこか嬉しそうな表情をする。それはいつもの彼に戻ったと感じてくれているからだろう。私と同じ気持ちなんだと推測できた。

「ラッド、お守りをありがとう。少し借りるわね」

「ええ、ぜひ受け取ってください。そうすれば俺の存在も忘れずにいてもらえそうですからね」

「ごめんなさい。忘れていたわけでは――」

　ないとは言い切れずに、その先の言葉を濁してしまう。それでもラッドは笑って、「いいんですよ」と当然のように納得してくれる。

　私の部屋までの護衛は、予期しない追いかけっこで、意外と早く着いた。「お休みなさい」と言う、ラッドに挨拶を交わし、「よい夢を」と言うアルスには頷いた。

（現実では結ばれないのなら、夢で逢いたいわ）

　そんなことを思いながら、扉が閉まるまで、ずっとアルスに眼差しを送り続けた。
















第十五章　片想い







　次の日。

　城から正門までは幅広の一本道。その敷地に大きな馬車が二台と側近のための馬が用意された。私とハーデス、王子たち四人に別れて、それぞれ馬車に乗り込んだ。

　その周りを護衛兵の他に、馬に乗った側近たちが取り囲んで護衛をするという、物々しい状態で城の外へでかけることになった。

　重々しい正門が大きく開かれて、出発の合図がかかる。馬の蹄の音が響いて、馬車もゆっくりと動き出した。

　お父様の出陣とは違い、何とも平和で穏やかな足並みだった。

　出発してしばらく、外の様子を見ようと窓にかかるカーテンを少し開ける。

　そこには背筋をピンと伸ばし、凛とした姿のアルスがいた。前を見据えて馬車の伴走をする横顔は「ほうっ」と溜息が漏れるほど、精悍で見惚れてしまう。現に、王子を一目見たいと歩道に集まった女性たちの目はアルスの美しさに注がれている。ピンク色の溜息で街中が溢れかえっているようだ。その視線に気づいているのか、いないのか、アルスは特に愛想をふりまくこともなく、淡々と馬を歩かせていた。

（自分がモテていることに気づいていないのかしら？）

　ヤキモキした気持ちでアルスを凝視していた。その視線に気づいて、私に目を向けるとふっと微笑みかけてくる。太陽の日差しが降り注ぎ、キラキラと輝く美しさに鼓動が波打つ。歩道では「はぁっ」とか「きゃあっ」とか、悲鳴にも似た声が耳に入ってくる。私の心を代弁してくれているようだ。

　不意をついた笑顔と彼の眩しさに負けて、思わずカーテンを閉める。一旦、心を落ち着かせてから、再びカーテンを開けた。

（え？）

　叫びそうになるのをグッと堪え、息を飲んだ。心臓が大きく飛び跳ねるぐらいの驚きだった。すぐ目の前にアルスの瞳があるからだ。

「びっくりさせないで、何か用でもあるの？」

「いえ、急にカーテンを閉められたので、何事かと思いまして」

　貴方が美しすぎるのがいけない。少なからず、アルスだって感じているはずだ。私の彼への気持ち。だからこそ、近づいてきたんだと思う。

「何もないわ。それよりもラッドに付かなくていいの？」

「あちらには護衛の他に３人も側近がいますからね、俺はこちらの警護を言いつけられました。俺では不服ですか？」

　ほら、私が嫌とは言えないのをわかって質問をしてくる。ちょっと意地悪く瞳が動いた。悪戯っ子の少年のように、私がどう答えるのかを待っている。

「ええ、不服よ」

　ちょっとからかってみようかと、そう答えた。けれどあっさり「そうですか」と後ろの馬車の伴走に戻ろうとする。

「え？　ちょっと、アルス？」

　カーテンを思い切り開けて少し身を乗り出すと、目を細めてニヤリと笑うアルスの姿があった。

（やられた、私の気持ちを完全に読まれている）

「俺のこと、呼びましたか？」

「呼んでないけど、隊列が乱れそうだから、ここにいていいわよ」

　変な強がりが出た。心にもないことを言っているのは重々承知している。初めて抱く恋愛感情にこんなにも戸惑うなんて。照れと彼への溢れる想いが、予期せぬ言動を生んでいく。それなのに、アルスはとても嬉しそうだ。

「アイリス王女のお側にいられて光栄です」

　何を言われてもクラクラする。恋をするって、こんなに甘い空気に包まれて、息ができなくなるものなんだ。

　姿が見えなくなるだけで、胸が苦しくなる。それを解消するには、アルスがずっと側にいてくれないとダメみたいだ。私はいつも以上に饒舌になっていた。

　ハーデスは馬車から臣下に話しかけるのをよしとせず、苦言を呈していた。それに気づかない振りをして、アルスに話しかける。

「ねぇ、綺麗な街並みでしょう？」

「そうですね、とても暮らしやすい街なんでしょうね。沿道に集まっている人を見ればわかります」

　馬車が走っている城下町は栄えており、その中心にある市場は薬草の取引など、さまざまな商いをして、他国の商人の買い付けなどでかなり活気がある。人が行き交い、こちらに手を振ったり笑顔を向けて歓迎してくれている。

「戦とは無縁の顔をしています。ここは平和な国なんですね」

　民たちが談笑する姿を眺めながら、アルスが呟く。

「ディオニス王の功績ですね、王がいる限り、この国は安泰でしょう」

「そうね、でもお父様が無事に戻ってこれるのか、心配だわ。この笑顔を私は守れるかしら？」

「大丈夫ですよ。王が出陣をしても民が安心して笑っていられる。それだけで、十分答えになっていませんか？　ラピ女王とアイリス王女への信頼も厚いのだと思います」

　私を元気づけようと発した言葉だろう。「ありがとう」と感謝して、穏やかな街の景色に目をやった。改めて流れていく街並みを眺める。

　この生活が崩れないよう、笑顔が失われないよう、女王としても自覚を正されたような気分だった。

（今は私がこの国を守らなくては！）

　馬車は私の決意など知らずに、笑いに溢れた街道を駆け抜けていった。
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　郊外にある小高い丘のふもとで馬車が止まる。ここは国の中心部にある大きな公園で、市民の憩いの場でもある。周りには色とりどりの花が咲き乱れ、季節ごとに違う花を鑑賞できるようになっていた。中央にあるのが展望の丘で、頂上へは幾重にも道があり、側面には子供たちがよじ登ったり、ソリなどで滑り降りたりして遊ぶような場所がある。見晴らしがよく、丘からの景観がよい。国を案内するならと、まずはここを選んだ。

　丘の向こう側には薬草を栽培している広大な田畑があり、一面が緑の絨毯のように美しい。それも見せたいと思い、丘の上は立ち入り禁止にして、周りを警護が取り囲むように配置することになった。

　ただ公園の広場へは出入りを自由としたので、親子連れが遊んだり、ベンチに座って花を鑑賞している市民が多くいる。

「アイリス様、私は警護体制を整えてから参ります。この丘は点検も済ませていますし、貸し切っておりますので安心です。先に王子様たちと展望の丘まで行ってください」

　馬車から降り立った王子たちは思い思いの道を選び、丘を登り始める。

　ハーデスが側近と護衛に対してレクチャーしている横を通り、先に歩き出したのはディーンだった。力が有り余っているのか、物凄い勢いで駆けあがっていく。それから優雅に歩き出したのはロイスで、ラッドを誘って登り始めた。

　私はリュウの後をついていく。その道の先にお気に入りの花畑があるからだ。

　丘の中腹まで来ると、リュウは目をキラキラさせて周りの景色を堪能していた。

「うわぁ～、アイリスちゃん、あの噴水と花壇キレイだね～！」

「公園で一番人気のある場所よ。いつでも季節の花で楽しめるようにしてあるの」

　はしゃぐリュウの横で答える。同じ方向を見ていた彼の視線が、私へと移っていく。

「なるほど、ステキだね。でもアイリスちゃんの美しさには敵わないな」

「ふふっ、お世辞でも嬉しいわ。あのね、丘の上からだともっといい眺めになるから、先へ進みましょう」

　リュウに手招きすると、素早くその手を取られた。

「え、どうしたの？」

「ごめん、こんなチャンスはそうないから、ちょっと付き合ってほしいな」

　リュウからは笑顔が消えている。黙って脇道から茂みへと手を引かれ、このまま付いて行っていいのか迷う。あまり通らない道のため、何かあっても見つけにくい場所だった。

　隠れるように大きな木に押し付けられる。

「これでアイリスちゃんを独り占めできる」

　真剣な眼差しに戸惑う。元気で弟みたいだと接していたけれど、やはり彼も男性で夫候補なのだ。

　待ってと言っても、この状況では聞き入れてもらえそうもない。

「それって、私と二人っきりで話がしたいってこと？」

「もちろん、そうなんだけど――」

　リュウは周りを見渡して、誰もいないのを確認する。そして少しだけ、顔を近づけた。

「実は僕、アイリスちゃんに一目ぼれをしちゃったんだ。ずっと好きだって言いたくて、でもなかなか機会がなくてさ……やっと言えるよ。アイリスちゃん、大好きだよ」

　甘えた感じの声が耳元で響く。誰に言われても、嬉しい言葉ではあるけれど、その好意を受け取れないのは心苦しい。

「リュウ、気持ちはとても嬉しいわ。でもまだ時間があるから、ゆっくり交流を深めていきましょう」

「そう思っていたんだけど、好きっていう気持ちをどうにも抑えられないんだ」

　リュウも初めての恋のようだ。私がアルスに抱くような気持ちでいるんだと思う。

「アイリスちゃん、僕を選んでくれない？　絶対に幸せにするから……」

「ちょっと待って、落ち着いて」

　いや、リュウはとても真剣で落ち着いている。焦っているのは私のほうだ。逃げたくても、ぐっと押さえられていて身動きが取れない。可愛い見た目に惑わされるけど、やはり彼も男で、力は強かった。

（どうしよう、アルスはまだ下にいるのかしら？）

　ついアルスに頼ろうとしてしまう。こういうときに必ず現れてくれるから。でも私と同じ道を選んで登るとは限らないので、ここは自分しか頼れない。でもどうやって回避すればいい？

　徐々に唇が近づいてくる。状況はアルスのときとかわらないけれど、私のジュエルは彼を求めていないし、受け入れるなんてできない。ディーンにされたときと同じで、嫌悪や後悔しか残らなかったら、次にどう接していいか困る。

「リュウ、もう少しお互いの気持ちを確かめてから……」

「僕は何度も確認したよ。そして出した答えがこれなんだ」

　視線が私の唇へと落ちていく。もう覚悟を決めないと……。私は少し顔を横にして、唇を結ぶとギュッと目を閉じた。

「アイリス王女！」

　大きな声が辺りに響く。アルスだった。リュウが驚いて怯み、キスは免れる。けれどまだ体は離してもらえていない。

「アルス？」

　名前を呼ぶと草を切るような音がする。茂みをかき分けて、アルスが現れた。私の状況を見て、少しムッとした表情になったかと思うと、リュウをグッとねじ伏せた。

「痛いっ！　何するんだよ、無礼じゃないか！」

　いくらラッドの側近とはいえ、王族に手出しするのは許されない。この場合は私を助けるという言い訳ができると思うけど、リュウがそれで納得するかは疑問だ。

「ご無礼をお許しください。俺はアイリス王女の護衛に付くことになっております」

「本当に？　ラッドの護衛じゃないの？」

「あ～、ええ、そうなのよ。ラッドの厚意で一番強いアルスを護衛に付けてもらったの」

　わざとらしい返事になった。多分、アルスのとっさの判断だろう。これなら、何の問題もなく納得してもらえそうだもの。

「だからって、僕は命なんて狙ってないし、せっかくいいところだったのに～」

「リュウ王子、力を使って無理に愛情を押し付けてはなりません。魅力的な王子になり、惚れてもらうのが宜しいかと思いますよ」

　微笑んでいるけれど、少々口調には棘がある。アルスは怒っていて、それを必死に抑えようとしているみたいだ。

「わかったよ。ちゃんと魅力的な男になって、もう一度、アイリスちゃんにアタックするからね」

「ええ、そうしてちょうだい。アルス、離してあげて」

　かしこまりましたと、やっとリュウを解放する。彼は痛そうに腕を摩りながら、丘の上で待ってるよと言い残して先に行ってしまった。

「ありがとう、アルス。助かったわ」

　アルスの顔を覗き込むと、彼は大きく息を吸って、吐き出すように言い放った。

「だから気をつけろと言ったでしょう！」

　みるみる不機嫌な表情になるアルスに、少々驚く。

「わかってるわよ。でも、だったらもっと早く来てほしかったわ」

「全然わかってませんね、いつも一緒にいられるわけではないでしょう」

　さらにムッとするアルスは、まるで妬いて拗ねているようにも見える。

「じゃあ、これからは私の側を離れないでほしいわ。それならいいでしょう？」

「無理です。俺はラッド王子の側近です。そういう訳にはいきません」

　きっぱり断られた。もしかしたらという、微かな期待も一瞬で消える。

（だったら、何でいつも私を助けてくれるの？）

　そう思ったけれど、声には出さなかった。きっとラッドに頼まれたと言うだろう。アルスの気持ちを知りたいけれど、身分が違うから報われないのは明らか。だから何もしないほうがいい。ただ、この切なさをずっと抱えて生きる自信がないのも事実だった。

「どうしました？　具合でも悪いのですか？」

「いいえ、大丈夫よ。そうだ、ちょっと寄り道しましょう」

　この道を選んだのは少し遠回りになるけれど、久しぶりに行ってみたい場所があったからだ。本当は一人で行くつもりだったけど、アルスに見せたいと思う。彼は何の疑いもなく「では参りましょう」と、いつものように接して歩き出した。

（やっぱり私には何の興味もないみたい）

　そんな態度を取られるたびに思う。何故、アルスは私の前に現れたんだろう。苦しくて切ない感情を教えるため？　それとも――？
















第十六章　予期せぬ襲撃







　しばらく歩くとヤーヌスの花の香りが漂ってくる。これはアルスの香水ではなく、自然な花の香りだ。彼も気づいたようで、一瞬立ち止まった。

「この香り？」

「気づいた？　もう少し歩くとヤーヌスの花が一面に咲いている場所があるの」

　そこは昔からのお気に入りの場所。だからアルスに見せたかった。

　大きくカーブした道を行くと、なだらかな斜面が出てくる。ここは公園を正面にすると、丘の裏側にあたる。入口からは見えない景観となっていた。

「マルスの花……？」

　咲き乱れる花を見て、アルスが思わず呟く。

「マルス？　あれはヤーヌスの花よ。ルビー国にも咲いているの？」

「はい、マルスの丘というのがあって、昔はそこにだけ咲いてたんです。だから正式な花の名前はわかりませんが、ルビー国にしかない花だと思ってました」

「マルスの丘って、聞き覚えがあるわ」

「軍神マルスの石像が丘の真ん中に立っているので、ルビー国民はそこをマルスの丘と呼んでいるのです」

　それを聞いて思い出したことがある。アルスと謁見の間で会ったとき、軍神マルスの彫刻みたいだと思った。それは多分、ルビー国を訪問したときに、その丘で見た石像だったのだと思う。

「石像の周りにだけ咲いていたこともあって、マルスの花って呼ばれているんです。いつだったか、栽培方法がわかったようで、今は条件のよい土で育てられているんです」

「ふふっ、じゃあこの国で正式な名前を覚えて帰ってね」

　ヤーヌスの花はとても栽培が難しい。多分、マルスの丘はすべての条件を満たす、特別な場所だったのだろう。この花の特徴は昼と夜で、まるで違う花に見えることだ。大きな白い花びらの中に小さな花びらがいくつも重なって、とても可愛い様相をしているが、夜になると月や星の光で妖艶な青い花に変わる。

「まるで花を植え替えたみたいに景色まで変わっちゃうから、花言葉も入れ替わりってつけられてるの。あんまりロマンチックじゃないわよね」

　ふとヤーヌスの花言葉が頭に浮かぶ。




――入れ替わり――




　何故これが脳裏にひっかかるのか、このときにはわからなかった。

「アルスはこの花の香水をつけているでしょう、何か意味があるの？」

「いいえ、ただこの花を好きだと言った人の影響でしょうね」

　とても愛おしそうに遠い目をするアルスに、ドキッと心臓が跳ねた。それからギュッと強く握られたかのように、胸が苦しくなる。

　この花は私の好きな花だ。だけど、アルスに言ったことはない。あんな優しい表情をさせるのだから、ルビー国に残してきた想い人なのかもしれない。

「その人はアルスにとても愛されているのね」

「何を言ってるんですか？　違いますよ」

「そう？　だっていつも一緒にいたいから、その方への想いを込めて香水をつけているんでしょう？」

　頭がガンガンする。聞きたくないのに、口が勝手に動く。そうですなんて、返事をされたら、卒倒しそうだ。

「昔の話です。その人は多分覚えてもいないでしょう。それに、この花を好きかどうかもわかりませんからね」

　よかったのか、悪かったのか、ひとまず彼の片想いなのだとわかる。だからといって、ヤキモキする気持ちは消えない。

　誰かわからない、アルスの想い人に私はかなり嫉妬していた。この気持ちを軽くしたい。その人をまだ好きなのか問いたかった。

　けれどその前に、頂きのほうから私の名前を叫びながら勢いよく降りてくる足音が聞こえた。

「アイリス様！　やはりここでしたか！」

　荒い息遣いと大きな声、ハーデスだった。真っ青な形相は、まるで迷子を探し回って疲れきった父親みたいだ。私より先に着いたから、心配で探しに来たのだろう。

「よくわかったわね」

「この丘に登るときは、大好きなヤーヌスの花を見てからと決まっていたでしょう。貴女の行動は、小さいころから変わってませんね」

「あ……」

「アイリス王女も好きだったんですね」

　嬉しそうに微笑んでいるアルスに、何と答えていいかわからなかった。アルスの想い人と同じ花が好きだなんて、知られたのも恥ずかしかった。別に隠すことでもないのに、自然と頬が火照ってくる。

　けれどそんな思いを他所に、ハーデスは私の腕を引いた。

「王子様たちがお待ちですから、急ぎますよ」

　冷静なハーデスも、この状況はよくないと思ったのだろう。釘を刺すように、アルスを一瞥してから、私の手を取ってさっさと歩き出す。

「アイリス様、お気持ちはわかりますが、夫は王族からお選びいただきます」

「ハーデス、やっぱりわかってたのね？」

「ええ、私はずっと昔から貴女だけを見てきましたから」

　絞り出すような、とても切ない声だった。今になって、やっとハーデスの心がわかったような気がする。夫選びについて難色を示していたのは、私への想いが強すぎたから？

　だとしたら、臣下に恋心を抱いてしまった状況を許せるはずがないだろう。

「ごめんなさい。夫は水晶のお告げに従うから、心配しないで」

　ハーデスにかける言葉はそれ以上、考えつかなかった。

　丘の頂きが見えて来ると、ディーンが大きく手を振ってくれる。

「お～い！　アイリスちゃん、待ってたよ。迷子にでもなったのかって、心配してたんだよ」

　駆け寄って、ハーデスから引き継ぐように腰に手を回してくる。そのまま王子たちが集まっている場所までエスコートしてくれた。

「ちょっと寄り道をしちゃって、お待たせしてごめんなさいね。ほら、あの辺りに白い花が咲いているでしょう？」

「あれ、マルスの花だ」

　やはりラッドはすぐに反応した。ルビー国にもあると聞いたことを話してから、ヤーヌスの花畑の説明をする。

「へー、随分と貴重な花だったんですね、知らなかったなぁ」

「夜はどんな感じなのか、見てみたいですね」

　ロイスが身を乗り出して花を見ている。ディーンは既に別の場所に興味津々で、遠くを指さして私を手招きした。

「ねぇ、ねぇ、あの辺りは花壇じゃないよね、畑かな？」

「ええ、薬草を栽培しているのよ」

「サファイア国は、薬の調合が得意ですからね。私もあの畑にはとても興味があります」

　ロイスが隣について、ポツリと呟いた。

「機会があったら、今度は畑までの遠出を企画しましょうか？」

　ぜひお願いしますと言いながら、別の場所へと移動していく。

「どの場所も美しく手入れがされてて、気持ちよく過ごせそうだね～」

　何事もなかったように、リュウが話しかけてくる。きっと心の内はとても複雑だろうに、平静を装っているのだろう。

「そうね、ここは市民の憩いの場なの。私も小さいころはよく遊びに来ていたわ」

　自然と会話に入れたので、リュウは嬉しかったのか「さっきはごめんね」と素直に謝ってきた。彼はとても純真だ。ただ、どうしても弟という雰囲気が抜けない。恋愛に発展するのはやはり難しそうだけど、友達としての関係は崩したくないと思った。

　説明を終えると、皆それぞれに丘からの眺めを楽しみ始めた。

　そこへラッドとアルスが丘を一周して戻ってきた。

「この場所は、城までの道や街の表情がよくわりますね」

「え？　はい、いいでしょう。絶景だって評判なのよ」

　得意げに言うと、その後ろにいたアルスが会話に入ってくる。

「ですが、攻め筋が一目で判断できます。敵が来たら城が落ちるのも時間の問題ですね」

「ねぇ、アルス、この景色をそんなふうに見てはダメだよ」

「何かおかしなことを言っていますか？　ラッド王子だって、気づいてますよね？」

　ラッドは「そうだけど」と頷いてから、やはりアルスに言ってもムダかぁと肩をすくめて溜息をつく。

「すみません。アルスは戦いにしか興味がないんです」

　謝るラッドの横で、それの何がいけないのかとでも言いたげに首を傾げ、説明が足りませんでしたかと、城の方向を指さした。

「あのですね、ここから城の方向をよく見てください、いいですか――」

　言いかけて、アルスの動きが止まる。みるみる顔色を変えるので、何かあるのかと丘の下を見ると、大きな笑い声と共にいたくさんの親子が登ってきていた。

「ハーデス！　丘の下に警護を配置しましたよね？」

　アルスは声を荒げて、後で控えているハーデスに問う。

「警備は万全にして参りました」

「なに？　どういうこと？」

「例え子供連れだとしても、王族のいる場所へ行く許可は出さないでしょう？」

「確かに変ですね」

　ハーデスは警護班がどのような動きをしているのかと、丘を少し下って目を凝らした。

「やだ、気にしすぎじゃない？　サファイア国は王室と市民の関係が良好だから、大目にみたんじゃないかしら？」

　私の言葉を聞く前にアルスは丘の周りを走り、さまざまな角度から何やら確認を始めた。

　そこへ一人の子供が親の手を離れて、私に向かって駆けてくる。

「小さくて可愛い子供だわ。ねぇ、警戒しすぎよ」

　笑顔を向けて走ってくる少年を、抱きしめよう両手を広げて待つ。そのとき、少年の手にキラリと光る物を見た。

（あれは？）

「離れて、危ないっ！」

「アイリス様！」

　アルスとハーデスが素早く反応し、駆け寄ってくる。少年は気が付かれたとわかると、手の中にあった短剣を握り直して私へと突きつけた。

「あっ！」

　ただ声を上げることしかできなかった。すかさずアルスが私を覆い隠すように抱きしめてくれる。庇いながら短剣をかわしたけど、すぐに反応して俊敏に体勢を変えて襲ってきた。

「きゃぁっ、アルス！」

　私を抱えているせいで、避けきれなかった。目の前で、アルスの左腕に短剣が刺さり、服を切り裂いた。さらに攻撃の手の止まらない刺客に対し、アルスたちは剣を抜く。

　ハーデスが援護に入ろうとするのを、ラッドが止めた。

「ハーデス、ここは俺とアルスに任せて！」

　刺客の剣を受けながら、今度はアルスが叫んだ。

「貴方は側近たちを連れて、公園にいる人たちを非難させてください！」

「わかりました」

　ハーデスは周りの護衛や側近たちに声をかけて、丘を下って行った。

「ラッド王子、俺の後ろへ！」

「わかった！　それより傷は大丈夫？」

「俺なら問題ない」

　アルスは私を庇いながらも、今度は刺客の剣をしっかりと受け止めていた。ラッドはそれを確認して後ろへ回る。

「アイリス王女、俺たちから離れないでください」

「ええ、わかったわ」

「ロイス王子！　南から来る二人の相手を、リュウ王子とディーン王子は西へ回ってください！　登って来る前に威嚇するだけでいい。こちらを片づけたらすぐに応戦します！」

「わかった！」

　３人が同時に返事をして、ロイスは南へリュウとディーンは西へ走った。ロイスが相手をする刺客は既に登ってきていて、その目は私に狙いを定めて走り出している。

　ロイスはすぐに剣を抜くと、まずは先を走る刺客の足を右から突く。素早く左に避けたところに、後ろを走っていた刺客がいたため二人は共倒れとなった。

　一方でディーンは持ち前の力で近くにあったベンチ用の丸太を抱え上げて刺客へ投げつけるのが見えた。それを避けた数人をリュウが剣で威嚇する。

「アルス、こっちは任せて！　アイリスちゃんをお願い」

「わかりました」

　アルスは安心して目の前にいる刺客の相手ができるようになった。

「ラッド王子、後ろはどうです？」

　背中越しに剣を交わす音が聞こえる。そこからお互いがとても速い動きをしていることがわかった。私を挟んで、ラッドは後ろで刺客二人と戦っている。

　相手の刺客は親を装った男女だ。交互に突いてくる短剣をかわすため、切りつけるまではできなかった。そのために手こずっているように見える。

「俺も問題はないから、心配しなくていい」

「わかりました、任せます」

「ねぇアルス、腕の傷が酷いわ」

「いえ、これぐらいなら戦えます。アイリス王女には傷一つ付けさせませんから、安心してください」

「そうじゃなくて、私は貴方を心配してるのよ」

　短剣で切られたにしては、傷が深いようで血もかなり出ていた。なかなか決着がつかず、予断を許さない状態が続いているのも不安を煽る。それにまだ困惑していた。可愛らしい少年が、自分めがけて短剣を突きつけてきたのだ。遊びたい盛りの子供なのに、刺客だなんて――。

　ショックから震えが止まらない。私を庇うアルスの大きな背中に、身を寄せることしかできなかった。こういうときは自分の無力さが恨めしい。

（ただ守られているだけなんて……）

　アルスが体を張って守ろうとしてくれる姿は、とても心強いものだ。けれど負っている傷が気がかりだった。剣を持つ手に力が入る度、血がどくどくと流れ出るのがわかる。

　それでもアルスは素早く右へ左へ切り返し、少年の剣をかわす。それから受け止めた剣を跳ねのけ、少年の刺客を転がした。その間に右からきた刺客をラッドが剣の柄の部分で付き、ひるませる。

「そろそろ決着をつけますよ」

　アルスは自分の前にいる少年二人を交互に見た。そして最初に私を切りつけようとした少年のほうへ剣を向けた。

「アイリス王女を狙う目的は何だ？」

　少年はふっと笑い、隣にいる者に合図をすると同時にアルスへ襲いかかる。剣筋を読み切っているのだろう、左右からの攻撃を剣でさばきながら、弱いと判断した左の少年の剣を弾き飛ばした。

　そのとき、ラッドの相手をしていた刺客が突然叫びだした。

「おいっ……引け、引け！」

　声を合図に、刺客は一気に坂を下っていく。俊敏な刺客だけは、飛ばされた剣を拾いに走った。拾った剣を仲間に投げて受け取らせてから、捕まえようとする侍従たちを飛び越えてひたすら走る。

「アルス、王女を頼む。俺はあいつらを探ってくる」

「え？　ラッド、危険すぎるわ」

「大丈夫ですよ、これぐらいは慣れてますから」

　そう言う間にラッドの姿は見えなくなっていた。本当に刺客たちの後を追って行くなんて、何て無謀なのだろう。けれど、ルビー国では王族も関係なく戦場に出ると聞く。そう考えると、刺客を追うぐらい大したことではないのかもしれないとさえ思えた。

「アイリス王女、ケガはありませんか？」

　アルスが穏やかな口調に戻った。私はようやく気が抜けて、その場に崩れそうになる。それを倒れないように受け止めてくれたのもアルスだった。
















第十七章　ジュエルの能力







　逞しい胸に顔を埋めると、私の背中をポンポンと軽く叩き落ち着かせてくれる。

「怖かったでしょう。もう大丈夫ですよ」

　耳元で囁かれ、やっと我に返る。

「アルス、貴方のケガは？」

「これぐらいなら、止血だけで……」

　思わず傷口に手を当てていた。

　そこへ市民を避難させて戻ってきたハーデスが駆け寄る。

「アイリス様、それをしてはダメです！」

「え？　あ……」

　焦っている表情を見て、思わず傷口から手を離すと、時は既に遅く傷はほぼふさがっていた。

（やってしまった！）

　私のジュエルの能力は傷を癒すこと。悪用されないよう、治癒能力があることは伏せられているというのに、無我夢中だったのでそこまで頭が回らなかった。

　アルスも不思議そうな顔をしている。

「え、傷が……？」

「あ～!!!　大変、まだ動かないで。ハーデス、薬草をここに持ってきて、早く！」

「かしこまりました」

　腰に付けている薬袋から薬草を出すのを受け取ると、すぐにアルスの傷の部分に当てる。

「これで大丈夫、傷もすぐにふさがるはずよ」

「ん？　はい、ですが気のせいかもしれませんが――」

「気のせいよ、気のせい！」

「まだ何も言ってませんよ」

「え？　あら、そうだった？　やだ、アルスの心が読めちゃったのかも……」

「本当に、俺の心がですか？」

　胸に手を当てて、訝し気な顔をしているのを可愛いと思ってしまう。つい吹き出した。

「ふふっ、ごめんなさい。真に受けないでね」

「わかってます。俺だって、冗談のつもりですから」

　わざとらしかったけど、何とかはぐらかせた。しかもアルスの可愛い一面まで垣間見てちょっぴり嬉しくなる。

　傷口を押さえながら、さっきのアルスの顔を思い出して笑っていると、彼の顔が近づいてくる。

「もう痛くないです。大丈夫ですから、離してもらえますか？」

「え、ああ、そうね。もういいころかしら」

　そっと腕から手を離す。傷口はすっかりふさがり、跡さえ残らなかった。

　アルスは薬草を用いる前から、自分の傷がふさがっていくのを感じていたに違いない。私の能力だと薄々勘づいているのか、薬草だけでこんなに早く回復するのかと、首をかしげる。悟られる前に、気を逸らそらすように話を始めた。

「傷が直ってよかったわ。ハーデスが調合した薬草は傷によく効くのよ、ね、ハーデス」

「あ、はい、私の能力はどんな薬も調合できるというものですから」

「本当にそれだけですか？」

　問われたけれど、返事は笑ってごまかした。これ以上聞かないほうがよいと判断したのか、アルスはもうケガの話題に触れてこなかった。

「手当をしてくれてありがとうございました」

「こちらこそ、守ってくれてありがとう」

　お互いに笑みがこぼれると、優しい空気が流れ始める。けれど数秒もしないうちにそのムードは壊された。

「ねぇ、ねぇ、二人だけ楽しそうでずるくない？」

「そうだよ～、僕たちも頑張ったよ。アイリスちゃんの役に立ったと思うけどなぁ」

「そうよね、皆の活躍も見ていたわ、ありがとう。で、結局護衛はどうなってたの、あと民たちは避難できたのかしら？」

「はい、無事です。護衛は背後から襲われたようですが、全員気を失っていただけでした」

　ハーデスの報告にホッと胸を撫でおろした。

　でも問題は残っている。刺客の目的は私の暗殺、または威嚇なのか。一人も死者を出さなかったのが救いだけれど、何とも後味の悪いものだ。

「それにしても、子供を刺客として送ってくるとは、悪い奴がいるものですね」

　アルスが拳をグッと握りしめているのは、込み上げる怒りと、やり場のない気持ちを抑えているからだろう。

「本当に心が傷むわ。任務に失敗したことで、酷い目にあってないといいけど」

　アルスは「は？」という表情をしたかと思うと、気が抜けたように笑い出した。

「命を狙われたというのに、刺客の心配ですか？」

「だってそうでしょう、まだ子供だったわ。それなのに人を殺めることを教わって……」

　言葉につまった私の背中を、アルスがそっと触れる。ポンポンと子供をあやすように、優しく撫でてくれた。

「アイリス王女は優しい方ですね。でも、大丈夫ですよ。本当の殺人兵ならまず護衛を生かしておくわけがないです。ですから、あの者たちの任務はあれで成功だったと思います」

　それにロイスが同調する。

「そうだな、あの距離なら短剣をアイリスに投げて傷を負わせることもできた。それをしなかったのだから、今回の奇襲は脅しだろう」

　アルスも頷き、何のための脅しなのかと気にかけていた。しかも弾き飛ばした剣を普通なら、拾わずに逃げるはずだと言う。それをしないのは、短剣が敵にわたってはいけない代物だったのではないかと皆に話す。

　頭に浮かぶのはブラックダイヤモンドだけど、それはまだ他国には伝えられない。それに命を狙われているのは夢の中だけだから、と考え込んでいると――。

「どうかされましたか？」

　私の態度に目ざとく反応したのはアルスだ。

「ううん、何でもないわ」

「思い当たる節があるのですか？」

「いいえ、ないから考えちゃうのよ」

　今は何も言うべきではない。心苦しいけど、嘘をついた。

「ちょっと、俺が追いかけっこしている間に、そっちは休憩してたの？」

　肩をすくめてふっと息を吐く。ラッドが丘を駆け上がってきた。

「随分、早かったですね。それで何かわかりましたか？」

「まぁね、でもこんな楽しそうな場所でする話題じゃないな」

　城に着いてから話すとして、ラッドはすぐに話題を変える。

「それよりもディーンに丸太の投げ方を教わりたいよ。あれ、かなり重かったでしょう？」

「僕の力を甘くみないでよね、アイリスちゃんを守るために必死だったからできたと思うよ」

　さりげなくアピールして、ウィンクを送ってくる。私はそれを笑顔で受け止めた。

　緊張が嘘のようだ。しばらく談笑することで、気持ちがほぐれていった。
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「当り前だけど、行きよりも窮屈になったわね」

　刺客に襲われたので、王子たちが心配してくれたのはいいけれど、全員が私を守るために、こちらの馬車に乗り込むとは思ってもみなかった。しかも――。

「大きい男ばっかり乗ってるからでしょう？　でも僕はアイリスちゃんのそばにいられて幸せだな～」

　頭を傾け肩へとすり寄ってくる、それを反対側から大きな手が阻止した。

「護衛として言わせていただきます」

　そう、何故かアルスも乗っている。ラッドの提案だ。肝心の彼はというと、隣の馬車でハーデスと一緒だ。

「アイリス王女に触れるのはおやめください」

「アルスのけち～！」

　リュウの叫びと共に馬がいななき、馬車が走り出した。

　けちと言われて困惑しているアルスに、ロイスが話しかける。

「ラッドは何故、君をここに乗せたんだろうね？」

「アイリス王女の護衛のためです」

　当然のことのように答えるのを「そうか」と一言、ロイスはそれ以上追及はしなかった。

　でも確かに、はたから見るとおかしな話だと思う。夫候補の王子が、自ら馬車を降りて臣下を私の横につけるのだから。ハーデスとラッドは二人きりで、いったい何を語らっているのかと、妙な心配さえしてしまう。

「それにしても、こうやって無事に帰ることができてよかった。それもアルスのお陰だね。あのときの指示は実に的確だった。一瞬で敵がどこから攻めてきて、誰をどう配置して戦わせるかを見極めただろう？」

「うそ、そうだったの？」

　刺客に襲われたショックと、恐ろしさが思い出される。それに剣を交わす音と、アルスの叫ぶ声と私を庇い抱きしめてくれた腕の温かさが体に残っていた。でもそこに緻密な計算があったなんて思いもしない。

「アルスはやっぱり強いのね」

「はい、言ったじゃないですか。俺は昔から喧嘩に負けたことがないんです」

「え、さっきのは喧嘩じゃないわよ」

「似たようなものです。争いに大きいも小さいもありません。とにかく昔から争いが起きると、勝つための法則が頭に浮かんできて、それを実行すると勝てるんです」

「さすが北の大国と恐れられるだけありますね。ラッドもかなり剣の達人だったな。王族であれだけ動ければ、足手まといにはならないでしょう」

「ええ、なりませんよ」

「そうか……。だからアイリスを守るとき、君の側にハーデスではなく、ラッドを付けたんだね？」

　ロイスは何かひっかかる物言いだった。

「そうです。俺の背中を任せられるのはラッド王子だけですから」

　ふっとロイスが含み笑いをする。

「俺の背中か……仲がいいね。しかもそれだけ君たちは強いってことかな。ルビー国が敵でなくてよかったよ」

　独り言のような呟きだった。

（俺の背中か……）

　庇ってくれた大きな背中を思い出す。でも心に何かひっかかるのは、それではない。ロイスはいったいアルスから、何を聞きたかったんだろう？

　馬車はそんな疑問をかき消すように、勢いを増して城へと走った。
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　無事に城へと戻ると、私はすぐに仕立て屋を連れてラッドの部屋を訪問した。

　傷口は私の手で塞げても、切れた洋服は直すことができないからだ。

　きっと私の申し出を断るだろうから、主人であるラッドにお伺いを立てるつもりだったのに、部屋にいたのはアルスだった。

「すみません、ラッド王子にご用ですか？　俺は留守番を頼まれてここにいます」

　既に部屋着になっていて、ソファでくつろいでいた様子。テーブルに紅茶セットが置かれている。

「そうだったのね。でも丁度よかったわ。アルスの服を台無しにしてしまったから、その直しと、新しい服を一着作らせてほしいと思って来たのよ」

「いえ、そんな気遣いは無用です」

　案の定、彼は断ってくる。

「やっぱり、そうやって遠慮すると思ったから、まずラッドに提案するつもりだったの」

「なるほど、それでここへいらっしゃったんですね。ラッド王子の命令だったら、俺が聞くと思ったんですか？」

「そうよ。ダメだった？」

「いいえ、そんな遠回りしなくても、貴女のご命令なら俺はいつでも従いますよ」

「嘘よ、今断ろうとしたじゃない」

「まさか、この目が嘘を言っているように見えますか？」

　さっきの言動をごまかそうとしている。そう感じたものの、屈んで顔を近づけられると、どうも強く言えなくなった。

「見えるわよ、絶対、本気じゃないわよね？」

　ふざけるかと思ったのに、真剣な目で「本気です」と答えてくる。一瞬で私の心はグッと掴まれた。これは反則ではないかしら？　自分の意志で、私のために動くと宣言するなんて。嬉しさが内側から溢れて、それが顔の表情を和らげていく。気持ちを見透かすように、アルスがふっと笑う。

「よろしいですか、今度からは俺に直接ご命令ください」

「わかったわ。じゃあ、貴方の服を仕立てたいの。私からのお礼として受け取ってくれるかしら？」

「はい、もちろんです。しかもお礼だなんて光栄です」

　丁寧に一礼されて、すべてが取り越し苦労だったと思う。アルスがここに留守番しているのもいいタイミングだった。部屋を移動する手間も省けるので、ラッドの部屋を借りるとして、仕立て屋に採寸を指示した。服を脱いでと言う仕立て屋に対し、アルスは少々躊躇する。

　チラリと私を見るので、後を向くから気にしないでと声をかけた。

「それでは失礼します」

　と、おもむろにアルスが部屋着を脱ぐので、焦って後を向く。

（嘘……どうしよう？）

　目の前にあったのは大きな鏡だった。急いで視線を逸らしたものの、一瞬見えた肉体は鍛え抜かれていて、ついまた目がいってしまう。

　そのときふと、刀傷の男性を思い出した。お父様はルビー国の王族に覚えがあると言ったけど、それが私の知っている男性とは限らない。

（もしかしたら、アルスの胸に傷があったりして？）

　ゆっくりと視線をアルスへと移す。仕立て屋に指示されて、横に伸ばした腕は筋肉がほどよく付いて盛り上がっている。そこから中央に目をやると骨太な鎖骨が出ていて、逞しさの他に色気まで漂ってきそうだ。初めて見るアルスの肢体に、ドキドキと鼓動が高鳴っていく。けれど、肝心の胸の辺りは仕立て屋の頭が邪魔をして見ることができなかった。

（もう少しなんだけど）

　背徳感を抱きつつ、ちょっとだけ背伸びをしてみる。私が動いたので、アルスがすぐさま顔を上げた。

　バチッと音がしたかと思うほど、視線がぶつかる。「え？」と驚きの表情で固まるアルスを見て、しゃがみこんだ。これでは彼の裸を覗き見したみだいだ。

（恥ずかしすぎる！）

　顔が火照っていくのがわかる。心が乱れて、後はどう言い訳しようかと頭がフル回転した。けれど何も浮かばない！

　居たたまれない気持ちで、ゆっくり立ちあがる。恐る恐る鏡越しにアルスを見ると、にやりと含み笑いが返ってきた。

（絶対に誤解している！）

　仕立て屋が寸法を測り、部屋を出ていく。背後で服を着る衣擦れの音がした。

　今この部屋には私とアルスしかいない二人きりだ。そう考えただけで、ソワソワと落ち着きがなくなってくる。さっきの言い訳もしなくてはいけないし、何て声をかけようか迷っていると、後に人の気配を感じた。

「覗き見なんて、王女様のすることですか？」

　耳元で囁かれて、ビクッと飛び跳ねた。それからアルスと向き合って、ぶんぶんと両手を振る。

「あのね、違うから！　決して裸を見たいとか、そういうのじゃないの、本当よ」

「では何だったんですか？」

　刀傷と言いかけて、動きを止める。この言葉は最後の切り札だ。まだ誰にも話してはいけなかった。

「えっと～、それは……」

「ほら、言えない。やっぱり俺の体に興味があったんですね？」

「あ、ありません！　あのね、これには深～い訳があるのよ」

「いったいどんな深～い訳があるんですか？」

「だから、それは今は言えないから……その……」

　口ごもるとアルスの口元がふっと緩む。それから、大きな声で笑い出した。

「……冗談です。そんなに真剣にならなくても、大丈夫ですよ」

「え？　や、やだ、からかったのね」

「すみません。でもアイリス王女が悪いんですよ。ただ目が合っただけなのに、焦って言い訳をしてくるから、何かあるって思うじゃないですか」

　確かに言い訳をすることで、本当に裸を見たかったような雰囲気になっている。どう対処するのが正解だったのか、今更ながら考えていると、腰を屈めてアルスが囁いた。

「心配しないでください。俺の裸が見たかったなんて、誰にも言いません」

「だから、違うの。誤解……なんだ……けど……」

　そう言って見上げたすぐそこに、アルスの顔がある。

（ちょっと近い……）

　今にもキスできそうな体制になっている。思いがけなかったようで、アルスの顔もほんのり赤くなっていた。
















第十八章　夢で逢えたら







　このまま進むと唇が重なると思ったとき、扉を叩く音がする。

「あの～、随分と仲がいいみたいですけど、もう入ってもいいですか？」

　ラッドの声だ。私たちはほぼ同時に扉のほうへ顔を向ける。ラッドは既に扉を開けていて、呆れ顔でやれやれと肩をすくめた。

　サッと体を引く。私たちは横並びになって、ラッドに向かって同時に「これには訳がある」と話しかけた。

「知ってますよ。アルスへのご褒美に洋服を仕立てるから、部屋を貸せって言われましたからね。ですが、イチャイチャするとは聞いてません」

「イチャイチャなんて……ん、ラッド王子、いつからいたんですか？」

「え？　今戻ってきたんじゃないの？」

「そうですよ、今、まさに今、アイリスちゃんにお礼を言おうと思って戻ってきたんです」

「……嘘ですね」

　はぁっ、とアルスが溜息をつくと、バレたかと舌を出した。

「ちょっと、アルスったら、顔が怖いよ。せっかく俺からもいい話を持ってきたのに」

　迫るアルスに後ずさりしながらも、楽しそうにラッドが笑う。

「さっきハーデスと話したんだけど、アイリスちゃんの警護を任せるってさ」

「え？　いったい何の話？」

　聞けば、アルスを私の護衛にするという約束を取り付けたらしい。私にとっては喜ばしい決定だけど、まさか、あのハーデスが承諾するとは思えない。いったいどんな交渉が行われたんだろうと考える。

「ハーデスがいいと言ったの？」

「はい、公務と護衛を兼務するのは大変だろうと思いまして、提案したんですよ。それにアルスたっての希望ですから、叶えてあげたくてね」

「王子！」

　ラッドを諫めてから、ばつの悪そうな顔で頬を赤らめる。その姿と「アルスたっての希望」という言葉が私の心をくすぐっていた。自然と表情が緩み、口角が上がっていく。

「へ～、一度は断ったくせに、私の護衛をしたいだなんて、しかもたっての希望だなんてね～？」

「いえ、これはですね」

「ラッドの命令とは言わせないわよ。もったいぶるなんて、人が悪いわ」

「ですから、あのときと今では事情が違います。本当に命が狙われているとは思いませんでしたから、あれほどの腕を持つ刺客だと相手にできるのは限られるんですよ」

　ラッドも頷いた。

「アルスの剣の腕があったから、あの程度のケガで済みましたけど、そうじゃなければかなり危険でしたよ」

　それをハーデスも気づいたのだろう。自分では力不足だと思ったから、承諾してくれたのかもしれない。それにしてもラッドは交渉上手だ。

「ありがとう、アルス。お願いするわね」

「はい、お任せください」

　これで少しは安心できる。だからといって威嚇とはいえ、刃を向けられたことに変わりはない。あの刺客はどこから来て、誰の差し金だったのか、それも突き止めないといけなかった。

　ブラックダイヤモンドの手の者？　もしくはダイヤモンド国？　どちらにせよ、危険がすぐそこまで迫っているのは事実だ。

「あの刺客は誰の差し金だったのかしら？」

　それですけど、とラッドが刺客を追いかけたときのことを話してくれた。馬車にハーデスと一緒に乗ったのも、確認をするためだったようだ。刺客は巧みに方向を変えて、最後はトパーズ国の国境へ続く一本道を走っていったらしい。

「じゃあ、ディーンの差し金ってこと？」

「いいえ、まだ決まってません。疑うのは調べてからでないと」

「そうよね。トパーズ国は貿易が盛んな国だから、行商人が多く出入りする街が国境にいくつもあると聞いているし、何かの間違いよ」

　ラッドもディーンに確認してくれたようで、行商人に紛れ、ましてや親子を装ったら気づく者はほぼいないだろうとなったそうだ。ディーンは徹底的に調べるように、トパーズ国の手形を出してくれたと言う。

「それで、一応、探りを入れるようにハーデスに頼みました」

「いろいろと手回しをしてくれたのね、ありがとう」

「いいえ、多分、危険なのはこれからですよ。アルスからできるだけ離れないようにしてください」

　頷くと、早速、部屋まで送るように指示を出してくれる。それから私の部屋の近くに、アルスの部屋を用意してくれないかと提案された。

「何かあったらすぐに駆けつけられるようにです」

「わかったわ、じゃあ隣の部屋を今日から使えるように準備させるわね」

　侍女に指示を出すと、アルスも素早く立ちあがる。

「では部屋まで送ります」

　すっと私の斜め後につく。ラッドに頼んだよと後から声をかけられて、もちろんですと答えるアルスは心なしか嬉しそうに見える。きっと私の気持ちの表れだと思う。

　心が喜びで弾む、それに比例して跳ねるように歩き出した。
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　私の部屋は客間から離れた場所にある。危険から身を守る意味もあり、お付きの侍女と侍従、それにハーデス以外はほぼ出入りはしない。部屋に続く廊下で見慣れぬ顔があれば、不法侵入者だとわかるようにだ。

　アルスが私を運ぶときも、ハーデスはかなり抵抗したに違いない。それを許したのはラッドの交渉術がやはり凄かったのかもと、ふと思った。

　アルスは少しの音にも敏感で、遠くの足音はもちろん、風が窓を揺らす音までも気にかけている。

　日常の生活音がわかれば、不穏な空気が読めるらしい。やはり修羅場をいくつも経験しているのだろう。

　しかも自分のような他国の者に城の情報を教えてもいいのかと、意見までしてくる。こんな彼だからこそ、ハーデスも護衛の許可を出してくれたのだと思う。

「いいですか、警戒だけは強めたほうが宜しいですよ。特に城の周りと、国の南側に警護を付けて、見回りを強化するように手配してください」

「わかったわ。でもどうして南側なの？」

「獣道を覚えていますか？」

　それは裏庭のテラスに続いていた道のことだ。あの日、茂みからアルスたちが出てきた驚きは忘れていない。

「ええ、趣味で歩いているとか言ってたわよね」

「そうです。趣味というか、俺は城の弱点を見つけるのが得意なんです。どうやってこの城を落とすかをつい考えてしまうんです」

　それであの日もラッドと一緒に城の周辺を散策していたそうだ。

「あの獣道ですが、南側、つまりトパーズ国の国境へと続いているようです」

「それって、刺客がトパーズ国のほうへ逃げたことと関係があったりする？」

「いえ、まだわかりませんが……」

　アルスは少し険しい顔をする。切り出してよいものか、迷いながら、やっと口を開いた。

「あの……ブラックダイヤモンドを持つ者や国に心当たりはありますか？」

　心臓がえぐられそうだった。アルスの口から「ブラックダイヤモンド」という聞きたくもない言葉が発せられたからだ。

「ど、どうして、その名前を？」

「いえ、先ほどの刺客ですが――」

　膝から崩れていく。「大丈夫ですか」と支えてくれるアルスがいなかったら、きっとしゃがみ込んだまま、動けなくなっていただろう。

　しばらく夢に出てこないから、油断していた。まさかあの刺客がブラックダイヤモンドだというのだろうか？　それとも、その手先？

　それでハッとした。「脅し」の意味だ。夢だけでなく、現実の世界でも命を狙えるのだという宣戦布告だ。

　恐ろしさから、震えが止まらなくなっていく。アルスがしっかりと肩を抱き、倒れないようにと力強く支えてくれているというのに、これ以上は頼ることもできない。

「何かあるのですね？　よかったら、話してもらえませんか？」

　心配そうに私の顔を覗き込んでくる。このまま助けてほしいとすがれるなら、どんなにいいだろう。だけど説明に困る。しかも他国には言っていない情報だから、独断で教えるわけにはいかない。

「ごめんなさい、今は言えないの。ここで話すことでもないから。明日まで待ってくれる？」

「ええ、俺は構わないですが……顔色が悪いですよ」

「大丈夫、大丈夫よ。これぐらいで負けないから」

「また一人で強がるんですね」

　やるせない表情を見せたかと思うと、突然、視界が塞がれた。私を胸へと引き寄せ、抱きしめてくれたのだとわかる。

「アルス？」

「すみません。理由は聞きません。ですから、貴女の震えを止める間だけ、俺の無礼をお許しください」

　グッと両腕に力が入り、体ごとアルスに包まれた。胸の鼓動がとくんとくんと速いリズムを刻んでいる。私と一緒の速さだ。そこから全身に伝わる温かさが、安心感を与えてくれた。不安と恐怖で凍りついた心が、少しずつ溶けていく。

　アルスに触れると反応するジュエルも、今は電気のような痺れではなく、沸々と熱い血潮が体中を駆け巡るようなものに変化している。この熱がどれだけ私を刺激して、狂わせていくのか。きっと誰にもわからない。アルスは？　この同じ熱を感じているだろうか？

　確かめなくても、鼓動だけは正直に動いている。同じ感情が、少なくともあると信じたかった。

　私はどれぐらい、アルスの胸の中にいたのだろう。永遠とさえ感じるほど、長く甘い時間だった。時が止まればいい。そう感じるぐらい、彼の胸は居心地がよかった。

「ありがとう、アルス。もう大丈夫よ」

　それでもアルスは離してはくれなかった。完全に震えが止まって、やっと腕の力が弱まる。

「一人で歩けますか？」

「ええ、行きましょう」

　いつでも支えられるように、アルスはピッタリ寄り添ってくれている。片側だけがとても熱い。部屋に着くまでの間、私たちは無言で、その熱だけを感じていた。
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　私の部屋に隣接している控室がアルスの部屋として使われることになった。今までハーデスが、悪い夢をみないように祈祷をしていた場所だ。いつもは私の身支度を整えるための侍女が控える場所となっている。

　夜には祈祷の道具がなくなり、ベッドと家具が置かれて、シンプルな部屋となっていた。

「いくらなんでも、これは狭すぎるわよね？　すぐに別の部屋を用意させるわ」

「いいえ、俺がここにしてほしいと頼んだのです」

　確かにハーデスもいてくれた部屋ではあるけれど、静かになると生活音が聞こえるし、大きな声で話せば会話もできる。アルスの頭の中には護衛のことしかないのだろうけど、私としては少々恥ずかしい。

「ここなら、いつでも駆けつけられます」

「そうだけど……」

　まだ心配なことがあるのかと、アルスが聞く。ドアを挟んだだけの距離が心配だとは言えず、悪い夢の話でごまかした。

「ハーデスみたいに祈祷はできませんが、夢の中でも護衛をしに行きますよ」

「できるわけないでしょう」

「俺があげたお守り、まだ持っていますよね？」

「ええ、ここにあるわ」

　ドレスのデザインを壊さないよう、腰の辺りに小さな飾り袋を用意して、アクセサリーとして持ち歩いている。それをアルスに見せてあげた。

「よかった。あれから悪い夢は見てないんですよね？　それなら枕元に置いて、見たい夢を願ってください。きっといい夢が見られると思います」

　不思議とそんな気分にさせられて、やってみるわと頷く。

「あ、待ってください。そうすると俺の出番はなくなりますね」

　ちょっと寂しそうに笑う姿に、キュンとした。いい夢でもアルスに会いたいと思う。

「別に悪い夢だけじゃなくても、出てきていいのよ」

「それは光栄です。では、夢でお会いしましょう。お休みなさい」

　アルスの心地いい声が耳元で響く。その日の最後にアルスの声が聴けるのが嬉しかった。しかもサラッと言った「夢でお会いしましょう」という言葉。不覚にもときめいた。

　いけないと思いつつ、この恋に終わりがあるのだと承知の上で、アルスへの気持ちに向き合いたくなる。これだけ心の安定をくれる人はいないのだから。

　夫を決めるその日まで、アルスが差し伸べる手を離さない。最後はどんなに辛い結末になろうとも、覚悟はできている。

　そんな決意をしながら、眠りについた。
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　その夜――。

　とても深い眠りに落ちる。そしていつも以上にはっきりした情景が目の前に広がっていった。

　私は刺客に襲われた丘にいる。頂きではなく、ヤーヌスの花畑だ。時間は真夜中のようで、月と星の明かりで花は青く輝いていた。

（これはいつもの夢？　まさか、ブラックダイヤモンドがくる？）

　身構えたけれど、気配は闇ではなく夜だ。そして花畑に男性が立っている。後姿だけど、いで立ちはアルスに見える。

　ゆっくり振り向く男性は、間違いなくアルスだった。仮面もつけてない、さっきまで会っていた愛しいアルスがそこにいる。

　私を見つけると、手を差し伸べてくれる。これを取ったら、もう戻れないかもしれない。そんな予感を抱きながらも、これは夢だと言い聞かせて手を取った。

　グイっと引き寄せられると、抱きしめられる。さっきまで一緒だったアルスの体温を思い出す。それにしても昼のアルスとは別人のようだ。その証拠に――。




――アイリス、好きだ――




　私を呼び捨てにしている。しかも「好き」だなんて、彼が言うはずがない。でも頭の中で響く声はまさしくアルスだ。これが私の見たい夢だったのだろうか。まさに理想がそろってはいるけれど……。ふと花言葉の「入れ替わり」が頭に浮かぶ。もしかしてヤーヌスの花の効果だったりする？

　抱きしめられながら、見上げると優しい笑顔のアルスがいる。あまり感情を表に出さない昼間の彼とは違う。昼と夜で印象が違う、やはりヤーヌスの花のようだ。

　形のよい指と大きな手が頬を撫で、唇をなぞっていく。そしてゆっくりと唇が重なり合った。アルスと同じジュエルの反応がある。

　それから啄むような柔らかいキスが、何度も何度も続く。私の唇を包み込んだり、甘噛みしたり、下唇だけを啄んだり、さまざまな愛情を示すように繰り返される口づけ。

　やはりこれは夢だ。私に都合よくできている。

　そして最後に激しい口づけが注がれる。舌が歯列をなぞり、奥へと入った。からまった舌を息苦しくなるほどに貪られ、吸い上げられた。

　夢なのに、この生々しい感触と愛しさの感情は何だろう。荒々しい息遣いと、ドキドキと音を立てる鼓動は、現実に起きているように感じる。

　長く激しい口づけから解放されると、やっと呼吸ができた。余韻に浸るように胸へと顔を埋めると、少しはだけたシャツから逞しい胸板が覗く。

（この傷……夢の中の男性……でも貴方は、アルスよね？）

　私を助けたあの男性についていた刀傷。やっぱりこれは予知夢だ。だとしたら、アルスがいつか違う顔を見せてくれるの？　私はこれから起きる夢を見てるの？

　何度か自分に問いながら、淡い期待を抱く。だけど彼は王族ではない。報われない恋という切なさが押し寄せるだけだった。いつかアルスとこんなふうに抱きあう日が来るのだろうか。私は女王という地位を捨てるの？　それとも強引にアルスを選ぶとか？　欲望に従ってしまうのかしら？

　そんな想いを知っているかのように、目の前の彼に遠慮などない。

　再び唇を重ね、引き寄せた私の腰をなぞりながら、その手を胸の先端へと移動させる。もう片方の手は腕ごと掴んで私を拘束している。逃げられない状況で、ドレスの上から手の平で頂を愛撫されると、痺れるような悦が先端を次第に硬くしていった。

　同時に彼の唇が離れると、そのまま首筋へと降りていく。

「ん、はぁ……」

　甘く吐息が漏れ出て、ぐっと体がのけぞった。指がドレスの中に侵入して、胸を露わにすると、もっと喘げとねだるように先端を摘み上げられる。

「ぁあっ、は、はああっ！」

　固くなった実の片方を舌が、指先は実をこねるようにして弄び翻弄されていった。

　これが予知夢なら、いつかこの場所でアルスと結ばれるのだろうか。生々しい快楽に心も体も乱されていく。果実の先端を刺激しながら、指と舌がさらに動き出す。

「はぁ、あっ……」

　与えられる刺激が強すぎて足ががくがくと震えだし、崩れそうになる体を彼にしがみつくことで凌いでいる。

　アルスがシャツを脱ぎ、それで私の体を包む。そのまま花畑の中へゆっくりと体が倒れていく。

　夢だというのに、ヤーヌスの花の香りに包まれる。覆いかぶさる彼の香りなのだろう。体が覚えているから、匂いも感じるのかもしれない。

　ドレスが捲くり上げられ、脚をくすぐるように優しく撫でていく。阻止しようとはしなかった。夢だとわかっている、目の前の相手はアルスなのだ。現実で受け入れられないのだから、せめて夢で――。

　だからこそ私はもう抵抗することなく、足を割りゆっくりと秘部に辿り着く指を待った。




――愛している――




　そう囁かれるだけで、私の体は痺れていく。秘裂を割り、指が花弁に触れる。

「あぁっ……」

　そこから今まで感じたことのない快感が、内側から湧き上がってきた。膨れた秘芽を擦られる度に、聞こえる蜜の音が官能的でさらに気持ちを刺激していく。

　胸の頂を口に含み、ときには柔く舌が舐め上げ、ときにはキュッと甘噛みされる。その快楽を受け入れながら、指は秘芽を弄んでいく。潰したり、強く擦って刺激を与えながら、一番弱い部分を探される。濡れて滑りのいい指に、翻弄され、すぐにそれは見つかった。

「はぁっ、だめぇ」

　頭が真っ白になるような、恍惚が私を襲う。どんなに逃れようとも、昇りつめるまでは許してもらえないだろう。最後はただ喘ぐしかない。

　されるがまま抗うことなく、アルスから与えられる快楽を受け入れていった。
















第十九章　アルスの想い人







　次の朝、不思議と疲れが取れ、清々しく目が覚めた。

　けれど、昨夜の夢はいつも以上に生々しく、寝着は乱れてないものの、体中に触れられた感覚だけがある。本当に夢だったのかと疑いたくなるほどだ。

　そのせいもあって、アルスと顔を合わせる自信がなかった。

　そう感じているのは私だけだと思うけど、羞恥心がためらわせる。ちゃんと向き合えるのか、避けてしまわないだろうか。今日から本格的に護衛が始まるというのに、どうにも前途多難な気がする。

　朝食を済ませ、支度を整えたところで、扉を叩く音がする。向こうから私を呼ぶ声、アルスだ。

　大きく深呼吸をして扉を開いた。

「おはようございます。昨夜はよく眠れましたか？」

「ええ、問題なかったわ」

　ふと目が合う。視線が眩しくて、すぐに外してしまった。

（あれ……まさか……）

　一瞬だったけれど、心なしかアルスの顔が赤くなっていた。それで今度はしっかりと目を合わせた。

「それはよかったです。参りましょうか」

　事務的な言葉だった。さらに気まずそうにするアルスの姿を見て、もしかしたら同じ夢を見たのではないかと感じた。けれどそれを聞くわけにもいかず、話題を変えて公務室へと向かう。

「ねぇ、昨日の話だけど……ブラックダイヤモンドについてよ」

「はい、ここで話してもいいんですか？」

「いいえ、話すなら公務室にしてほしいの。ハーデスに相談するから、少しだけ部屋の前で待っててくれる？」

「かしこまりました」

　それからと、アルスは私の前へ回り込む。

「怖い顔をしてますよ。可愛い顔がだいなしです」

　指でちょんとおでこをつつかれる。どうもブラックダイヤモンドの名前を思い出すだけで、こわばってしまうみたいだ。

「ちょっと～、レディに向かって失礼じゃないの」

　冗談めかして言ってみる。

「レディ？　えっと、どこにレディがいらっしゃるんでしょう？」

　私の頭を通り越して、廊下の奥へと視線を走らせる。下にいるのに、見えない振りをするなんて単純ないじりだと思う。

「ここよ、ここにいます！」

　視界に入るように飛んでみる。それを避けるようにしていたアルスだけれど、とうとう吹き出した。

「レディとは、ぴょんぴょん飛び跳ねたりする人なのですか？」

「あのね、アルスの背が高すぎて、私というレディが見えないと思ったから、飛んだのよ」

「お陰でやっと発見できましたよ。おてんばな王女様を」

　もう一度おでこをつついて、今度は微笑みまでくれる。くらくらして、視線を逸らすようにおでこに手をやった。

「痛いじゃないの～」

　大げさなリアクションをしてみると、疑いの目を向けてくる。まぁ、通用しないのはわかっているけど、つい面白がって痛がる仕草を続けた。

「力なんて入れてないのに、おかしいですね？」

　いきなり両手を掴まれる。左右に開かれ、目の前にアルスの端整な顔が迫ってきた。

「ちょ、ちょっと？」

「おでこが、赤く……いや、顔が真っ赤ですよ。そんなに痛かったですか？」

「そんなわけないでしょう。もう大丈夫だから、離してちょうだい」

「本当にいいんですか？」

　いいわと言うと、突然腕が軽くなる。そのまま勢い余って前のめりになるのを、アルスが体で受け止めた。

「ほら、だからいいんですか、と聞いたんですよ」

　見上げたアルスの顔がにやりと笑う。悪戯っ子の顔だ。それならと、私は頬を膨らませてプイっと横を向いた。

「仮にも王女なのよ。もう少し大事にしてよね」

「そうでした。すみません」

　行きましょうと、真面目な顔になって手を差し出してくる。もう呆れて笑うしかなかった。

「いい笑顔です。これなら難しい問題も落ち着いて考えられますね」

「もしかして、わざとだったの？」

「さあ、どうでしょう」

「その顔よ。絶対わざとよね」

　知りませんとまっすぐ前を見る。凛とした横顔につい見惚れてしまう。それに一緒にいると楽しくて、ウキウキする。

　王族であったなら、すぐにでも好きって言えるのに……。何故、彼は臣下なのだろう？

　切ない気持ちはそのままだけど、笑った分だけ心は軽かった。
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　ハーデスはとても渋い顔をした。公務室に王族以外の者を入れるのは、緊急の場合を除いてほぼないからだ。それでもブラックダイヤモンドについてだと言うと、その件を話す間だけとしてアルスを中に通すのを承諾してくれた。

「昨日の刺客についてです」

　アルスは刺客と対峙して剣の模様が気になったと話す。

「ルビー国の例ですが、兵士の持つ剣は国の紋様や国宝石、自分のジュエルなどを埋め込んだデザインになっています」

　このようにと、アルスは自身の持つ剣を見せてくれた。柄のガード中央にルビーが埋め込まれていて、王冠のような模様細工があった。

　手に取った剣をさまざまな角度から眺める。とても腕のいい職人が作っているのだとわかる精巧な短剣だった。

「アルスの国では宝石はルビーだけなのね？」

「え、ああ、はい。ジュエルの部分は人それぞれなんです」

　それにはハーデスが頷く。サファイア国も似たような物らしい。

「それで今回の刺客が持っていた剣ですが、鷹の羽の模様と中央にブラックダイヤモンドが埋め込まれてました。そんな守護石を持つ国は聞いたことがなかったもので、何かご存知ではないかと思いまして？」

　ハーデスと顔を見合わせる。彼はキュッと唇を噛み締めて、目で何も話すなと合図を送ってくる。

「ごめんなさい、私たちも心当たりがないけど……埋め込まれた宝石はブラックダイヤモンドだけだったの？」

「はい、剣を交えたときなので、見落としがあるかもしれません。ですが宝石は確かにブラックダイヤモンドでした」

「ありがとうございます。この情報を元に、こちらで調べてみます」

「お願いします。ルビー国も協力を惜しみませんので、いつでも言って下さい」

「ふふっ、ラッド王子からの伝言かしら？　心強いわ」

　アルスの表情が少し陰る。それが意味することはわからなかった。

　けれど国を引き合いに出すのだから、アルスが王族でない限り独断で言わないはずだけど……？

「すみません。先にラッド王子に話しておりまして、そのように伝えてくれと申しておりました」

　やはりそうだったと納得する。

「ラッドにありがとうと伝えてね」

　複雑な表情で一礼すると「では公務が終わるころに迎えに来きます」と部屋を出ていった。
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　私の朝はアルスの声で始まるようになった。

　公務室への行き帰り、各国の王子たちと個別に会う時間を作るときも、必ず側にいてくれる。ラッドのときは３人でお茶を飲むのが当たり前のようになっていた。もしかしたらハーデスよりも私と一緒にいる時間が長いかもしれない。

　一番困るのはときめきが止まらないことだ。常に私を気にかけ、どんな些細なことからも守ってくれる。会話もちょっとした仕草も、私に向ける笑顔も、側近としてエスコートする所作も、何もかもが私を刺激していた。

　さらにそのときめきは、私の心とジュエルを輝かせる。

　もう寝るときも怖くないし、朝もすっきりというか、アルスに会える喜びで目が覚めるようになっていた。

　そして今日も、いつものように扉をノックする音と共に私を呼ぶ声がする。

「アイリス様、そろそろ公務へ行くお時間ですよ」

「今行くわ！」

　最近は支度も念入りになっている。もちろんそれもアルスのせいだ。支度はすっかり終わっているけれど、必ず何度も鏡を見て確かめて、やっと扉を開ける。

「おはようございます。ご機嫌いかがですか？」

「ええ、とてもいいわ」

　お決まりの返事をして、アルスの前でクルッと回って見せる。髪型と飾りをいつもと変えているからだ。

「どうしました、行きましょう？」

「ちょっと～、それだと女の子にモテないわよ」

「別に俺は構いません」

「もう、それじゃダメなの。ねぇ、本当にわからないの？」

　今度はクルクルと何度か回り、それでも何も言わないのでゆっくりと自転する。それを見てアルスが吹き出し、遠慮がちに笑う。

「……そんなに何度も回ったら目が回りますよ。可愛い髪型にしてもらいましたね、飾りはルビーにされたんですか？」

「そうよ、最初からわかってたんでしょう？　何で言ってくれないの？　意地悪なんだから」

「すみません。扉を開けた瞬間から気づいてオーラが出てましたので、何かあるのだろうなと思っていましたが……。俺が何も言わなかったらどうなるのか、ちょっと試してみたくなりました」

「もう！　からかったのね、酷いわ」

　頬を膨らませて、手を振り上げる。本当に怒っているわけではない。それに決まってアルスは私の攻撃を避けるのを知っている。

「毎回言っておりますが、そんな顔しないでください。可愛い顔が台無しですよ」

　行きましょうとアルスが促し、歩き出す。朝はたいてい、こんな感じの会話が繰り返されていた。

「それにしても、なんで髪飾りの宝石をルビーにしたんですか？」

「ふふっ、アルスに合わせたのよ」

「え？」

　意外なリアクションだった。こういう会話が何度かあったけど、動きが止まるのは初めてだった。何か核心をついたような……そんな気がする。

「だって、貴方の剣、ルビーが入っていたから、それに合わせたのよ」

「そうでしたか……」

　ホッとしたような表情だった。それで少し思うことがある。ルビーは彼の国の宝石だけど、ラッドのジュエルでもある。つまり王族のジュエルだ。もしかしたら、アルスは王族なのではないかと、毎日接していて感じている。それで試してみたのだけど……意外と当たっているかもしれないと、密かな期待を抱いた。聞いてみようか、でも何て切り出したらよいのだろう？

　部屋から公務室までは、さほど遠くない。さらにアルスといるとあっという間だ。必ずもうちょっと話したいという気持ちのまま別れることになる。

　結局、王族であることをどうやって確かめようか考えあぐねているうちに、公務室に着いてしまった。

「それでは昼にお迎えにあがります」

「待って、アルス」

　その日は思い切って呼び止めた。何でしょうと首を傾げるアルスにこうお願いする。

「お昼を一緒に食べてくれない？」

「構いませんが、王子様たちをお誘いしなくても宜しいんですか？」

「ええ、今日はお茶会があるから、そのときでいいわ。それよりも午後の公務が休みだから、少し時間が空いちゃうの。だからランチと散歩がしたいのよ」

「要するに、俺に暇つぶしに付き合えと言う訳ですか？」

「あら、違うわ。それだと私が無理に誘っているみたいじゃないの。嫌ならいいのよ、別の王子を誘うから」

「誰が嫌だって言いました？」

「その態度が言ってるわ、違うの？」

「言いましたよね、貴女のご命令には従いますと……」

「そうだったわね、じゃあ、付き合ってね」

「かしこまりました」

　承諾で終わるけど、これだとアルスの意志ではない。そういうところ、いつもズルい。私のお願いばかり。片想いみたいだ。実際、そうなんだけど――。

（アルスの心が知りたい）

　私は彼を何とか夫として選べないか、と考えるようになっていた。いつか必ず気持ちを確かめよう。

　決意を抱きながら、公務室の扉を開けた。
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　天気がよく、外は晴れ渡っていた。室内で食べるよりはと、裏庭のバラ園を眺められる２階のバルコニーに昼食を用意させる。テラスにしなかったのは、誰にも邪魔されたくなかったからだ。

　行くと、既に料理が並べられていた。給仕の侍女がお茶を運んでくれる。微かに爽やかな香りがする。ペパーミントティーだ。

「今日は大きな決めごとでもあったのですか？」

「あら、どうして？」

「このお茶です。きっと緊張を和らげる効果があるのではないですか？」

　頷くと、やっぱりと返事がある。

「やはり。ハーデスが用意したんですね。いつも妬けるほど、気が利く方ですね」

　ちょっと拗ねた表情になる。何だか本当に妬いてるみたい。だったら、どんなに嬉しいか。

「ふふっ、アルスもハーブティーに詳しいのね」

「いえ、お茶のことはわかりません。ただ、貴女のことならわかります。ずっとお側で見ていますから」

　それって――。

　私にとってはかなりの殺し文句なんだけど、アルスはわかっているかしら？

「公務室へ入る貴女の後姿は、体が強張っておりました。何か大きな決断を迫られているのかと思いました、違いますか？」

　当たらずとも遠からず。緊張していたのは、公務とは別でアルスに関することだ。まずはハーデスに相談してみようとしたけれど、言う前に「くれぐれもアルスを夫にしたいなんて言わないように」と、釘をさされてしまったのだった。言葉にすることもできず、これはだいぶストレスになった。

「そうね、今日はいろいろと大変だったのよ。ハーデスの小言もたくさんあったし――」

「そうでしたか、俺でよければ、どんな愚痴でも聞きますよ」

「ありがとう。でも昼食は楽しく食べたいわ」

　ではそうしましょうと、食事が始まる。アフタヌーンティーでの同席はあっても、王族以外の人と食事を囲むことは晩餐会以外ではほとんどない。始めてみるアルスの食事姿、テーブルマナーも完璧だ。育ちがいいと一目でわかる。

　オードブルを食しながら、アルスが聞く。

「どんな話題がお好みですか？」

「そうね……」

　考えて、ふとヤーヌスの花が思い浮かぶ。

「アルスのことを聞きたいわ」

「俺、ですか？」

「ええ、アルスはヤーヌスの花の香りを付けてるでしょう？　そのきっかけを作った人に興味があるの。どんな人なの？　綺麗な人？」

「俺のことを聞きたいと言うから何かと思えば……ヤーヌスの花の人ですか？　そんなことを知って、どうするんですか？」

「どうって……う～ん、私の気持ちの整理ができるって感じかしら」

　意味がわからないと呆れた表情になる。

「俺への興味はどこへ行ったんですか？」

「あら、アルスに興味があるから、それを知りたいんじゃない。ダメだった？」

　いいえと答えて、アルスの口角が少し上がった。

「その人は……美しくもあり、可愛らしくもある人ですね」

　思わずアルスの顔が緩んでいく。それぐらい、好きな人なんだと思う。ちょっぴり胸が痛くて、聞くべきじゃなかったと後悔した。

「その人は貴方の恋人なの？」

「変な質問ですね、子供のころの話だって言いませんでしたか？」

「そうだったわね、あれ、でも美しいとか可愛らしいとかって言ってるじゃない。何でわかるの、やっぱり恋人なんでしょう？」

「……答えなければいけませんか？」

「えっと……そうね、教えて」

　それで気持ちが玉砕するなら、諦めもつくだろう。

　楽しい話題と言っておきながら、この後は悲しいランチになるかもしれない。それでもどうしても知りたかった。

「わかりました。……残念ながら、恋人ではないです。ヤーヌスの花を好きだと言ったのは、アイリス王女ですから」

　一瞬、何を言ったのか理解できなかった。思いがけない名前を聞いたからだ。

「私……なの？　え、どういうこと？」

「ルビー国に訪問したと言っていましたよね？　覚えてないと思いますが、ラッド王子と俺が貴女の遊び相手になって、マルスの丘まで連れて行ったんですよ」

　言われても、昔の記憶が蘇って来ることはなかった。でも軍神マルスの彫刻、ヤーヌスの花、断片的に私の頭の中に浮かんでくる。

　あのとき、思い出を話すアルスが見せた優しい表情は、私に向けられたものだった。

　それがわかっただけで、嬉しさが込み上げてくる。もしかしたら、私と同じ感情を抱いてくれてる？　そんな期待が頭を過った。

「あの、どうしました？　顔の表情が緩んでますよ。そういう表情も可愛らしいとは思いますが、あまり人前でしないほうが宜しいかと思います」

「まぁ、失礼ね。ちょっと考えごとをしていただけよ」

「もしかして、昔のことを思い出していたんですか？」

「いいえ、違うわ。アルスと食べるランチが美味しくて、嬉しいなぁって」

「何を言ってるんですか……」

　アルスの表情に照れが見える。

「ふふっ、顔が赤いわよ。どうしたの？」

「からかわないでください」

「いつも私をからかうから、たまには仕返しよ」

　唇を少し尖らせて、ふざけてからウィンクをして見せた。

「貴女には敵いません。俺はずっと側で見守っていきますよ」

「あ、ありがとう……」

　アルスの背後から花びらが舞ってるような感覚。ドキッとする言葉と美しさに、ついうっとりしてしまう。そんな私に対して、アルスは悪戯気味にククッと笑い出した。

「顔が赤いですよ、どうしました？」

「あ、もしかして、わざと言ったのね」

　プイっと横を向いた。いつだって私のほうが好きで、アルスに踊らされてる気がする。

「すみません。でも、本心ですよ。それにこんなに楽しい食事は久しぶりです」

　本心という言葉が心をくすぐる。

　もう何も聞かなくていいと思った。これだけでとても幸せな気分になっている。

　それから話題はつきることはなかった。最後にデザートが運ばれてくるまで、二人だけのひととき。口にしたデザートはこの上なく甘く、私の中に溶けていった。
















第二十章　身分違いの恋







　アフタヌーンティーの時間まではまだ早い。ランチ後の散歩を兼ねてバラ園を歩く。いつもと変わらない景色のはずなのに、先ほどのアルスの言動の効果なのかとても輝いて見える。

　そう言えば、初めてアルスが私を助けてくれたのは、この場所だった。獣道とか言って、茂みから出てきた日のことを思い出す。

「ねぇ、獣道ってどんなふうになっているのか見てみたいわ」

「え？　人が通れるような場所ではありませんよ」

「でもアルスが歩けるなら、私も歩けるでしょう？　食後のいい運動になりそうじゃない？」

「いえ、そのドレスではちょっと……」

　全身を上から下まで舐めるように見て、アルスは首を横に振った。

「どんな所か興味があるの。だから、お願い」

　今日はアルスに関係することなら、何でも知っておきたい。そんな気分だった。

　結局、入口の先ぐらいまでとして、案内してもらう。

「本当に道とは言えない場所ですから、ダメだと思ったらすぐに教えてくださいね」

　もちろんと頷いて、アルスの背中についていく。

　確かにどこに道があるのかと思うほど、ただの茂みだった。

「え、ちょっと、裾がひっかかって歩けないわ」

「だから言ったでしょう。ドレスでは無理なんですよ」

「でも、あと少しだけ」

「わかりました。では躓いて倒れたら困りますので、お手をどうぞ」

　差し出された手を取る。今ではジュエルの反応も、温かくて甘い感覚だ。

　このまま二人だけの世界に行きたかった。誰にも見つからない場所。この茂みはまさに理想かもしれない。無理を言ってよかったと思う。

　繋いだ手も、前を行く大きな背中も、すべてが愛おしい。さっきの言葉通り、いつでも私の側にいて見守っていてほしいと願う。命令ではなく、アルスの意志で――。

　そのとき、後ろ髪を引かれて立ち止まった。

「アルス、ちょっと待って」

「ん？　どうしました？」

「髪が引っかかっちゃったみたい」

「あぁ、そのまま動かないでください」

　アルスが向きを変え、私の前に立つ。彼の胸があたりそうなほど、近づいてくる。ヤーヌスの花の香りが漂い、抱きしめられているかのような感覚に陥る。さらに夢の中で交わったのを思い出して、鼓動が騒がしくなる。

　実際に彼の伸ばした両手は私の後にあって、枝にからまった髪を解いているだけだ。

　それなのに、胸の高鳴りはさらに激しくなっていく。いっそこの時間が止まってしまえばいいとさえ思った。

「はい、取れましたよ。もう、これ以上は限界だと思うので、引き返しましょう」

　そうねと小さく頷いた。この空間を楽しめただけで、満足だった。

　やっとのことで、獣道から抜け出せた。見ると、葉っぱだらけのアルスがいる。

「やだ、頭にいっぱい葉っぱがついてるわよ」

　手を伸ばすとそのまま屈んでくれる。最初のときとは大違いだ。あのときは手を伸ばしただけで、かなり警戒されて避けられたのを覚えている。

　すんなり葉っぱを取らせてくれるほど、私を信頼してくれているのだと思うと、喜びで叫びたいくらいだ。

「アイリス王女も、葉っぱまみれですよ」

　優しい笑みを向けながら、一つ一つ丁寧に葉を取ってくれる。ときどき、触れるアルスの手は温かくてくすぐったかった。
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　昼の公務が終わると、アルスは決まってこう言った。「今日のお相手はどなたですか？」

　いつもこの時間のアルスの表情が、曇っているように感じるのは気のせいだろうか。

　他国の王子は、約束の場所に着くと露骨に嫌な顔をする。これから会うロイスも、恐らくお決まりの顔をするだろう。

「ロイス、お待たせしました」

　振り返った顔は笑顔だけれど、一瞬だけ歪む。やはりアルスがいるのか、という気持ちの表れだと想像がつく。

　けれどすぐに平静を装って口を開いた。

「今日は一段とお美しいですね。髪型も似合っておりますよ」

「気づいてくれた？　ふふっ、嬉しいわ」

「ええ、もちろん。それが私のために着飾ってくれているのなら、もっと嬉しいのですが……」

「あら、ロイスに会うために支度をしたのよ」

「それは光栄です。それでは初めてお会いした日から、日に日にお美しくなられるのは誰のためでしょうね？」

　チラリとアルスを見る。どうやら、ロイスは気持ちを悟っているようだ。雰囲気だけでなく、察しがいいのもハーデスに似ている。
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　こういうことはディーンのときもあった。

「アイリスちゃんって、会うたびにキレイになるというか、内側から輝きが増していってるって感じ。とうとう好きな人ができたのかな？　もしかして誰を夫にするか決めちゃった？」

「いいえ、まだよ」

「本当に～？　僕の勘は当たるんだけどなぁ……。あ、でも、それによるとさぁ～」

「よらなくていいわ！　夫選びはまだこれからよ。そうだ、少し歩きましょう」

　ディーンの勘のよさはわかっている。すぐ後ろにアルスがいるのに、その名前を出されては困る。

　こんな調子でヒヤヒヤしながら、王子たちと交流を深めていた。
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　気楽なのはリュウとラッドだ。

　ただ、リュウはやはりアルスがいると必ず、口を尖らせる。

「いつもアルスと一緒なんだね。妬けちゃうなぁ～！　今度、僕にも護衛をさせてくれない？」

「え？　私を守ってくれるの？」

「そう！　ずっとアイリスちゃんといられるなら、どんな魔物からも守ってみせるよ」

「ありがとう。護衛には試験があって……まず、アルスと剣を交えて勝つことよ」

　そんな試験はないけれど、冗談めかして言ってみる。リュウの顔色が少し青ざめた。

「ええ～！！　それはないよ。アルスって魔物より手強いじゃん！」

「リュウ王子、いくらなんでも酷すぎますよ」

　ぴくっと眉だけ動かしてアルスが呟いた。これには声を出して笑った。
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　そしてラッドだけは嫌な顔をせずに、私たちを迎えてくれる。

「さて、今日はどんな話しをしましょうか？」

「そうね、マルスの丘の話がいいわ。ラッドはそこでよく遊んだの？」

「ええ、城から近いので、毎日のようにアルスと一緒に行きました」

「あまり記憶にないけど、マルスの彫刻とヤーヌスの花しかない場所よね？」

「そうです。でも小さいころはそれで十分でした。なだらかな斜面と、急な斜面を駆け上がったり下ったり、それだけで楽しかった。俺たちのお気に入りだったんです」

「だから、私もそこへ連れてってくれたの？」

「え？　ああ、そうですね。アルスがどうしても見せるんだって言って――」

「ラッド王子、余計なことは話さなくていいです」

　いつもは黙って聞いているアルスが、会話に割って入る。見ると、顔が少し赤らんでいる。照れているみたいだ。

　小さいころ、ヤーヌスの花畑だけにはハーデスやお気に入りの侍女しか連れていかなかった。もしかしたら、アルスもそんな気持ちだったのかもと思うと嬉しくなる。

　ラッドといるときはいつもこんな感じで、心が和むけど、彼を夫に選んでいいのかは迷う。だって夫になりたいという気が感じられないからだ。

　ただそれよりも気がかりなのは、私の気持ち。自分でも驚くほど、アルスが好きになっている。もうこれは愛に近かった。
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　こんな調子なので、次第にハーデスの苛立ちが目立つ。夫選びが進まなくて、心配なのだろう。

　公務室では満月の日に何を予言するか、その題材選びへ話が進む。ハーデスとしては夫をそこで選びたいと言ってきた。

　けれど満月までには日がある。待ってもいいけれど、そこで気のない人が夫として浮上したらとても困る。私は既に水晶には頼らないつもりでいた。

「夫選びは私がするわ。だから水晶には別の予言をしてもらいたいの」

「もう誰にするか、お心は決まったのですか？」

「……ラッド……がいいかな」

「言っておきますが、サファイア国に側室の制度はありませんよ」

「な、何を言ってるの？　側室だなんて、考えたこともないわ」

「では、何故ラッド王子なのですか？」

「それは……ジュエルが反応したからよ」

　それだけでしょうかと、ハーデスは少し呆れ顔だ。

「よくお考えください。ラッド様を選んだら貴女が辛いだけですよ。仮にアルスと両想いだったとしたら、彼はずっと貴女の側で結婚生活を見せられるんですよ。そうなったらアイリス様も彼も精神的に耐えられないのではないですか？　片想いだとしても、ふっきるのに時間がかかるでしょうし……」

　絞り出すような声、最後は自分に置き換えたのかもしれない。確かに言いたいことも、気持ちもわかる。好きな人がいるのに、他の男性と肌を交えるなんて考えただけでも恐ろしい。ジュエルの交わりだって、まだ経験したことはないけれど、耐えられるかわからない。そう考えて鳥肌が立つ。

「アルスが王族だったらいいのよね？」

「はい、それでしたら問題はなかったのですが……」

「いいわ、それを確かめる」

「何を言ってるんですか？　アルスは――」

「王族かもしれない！　何となくだけど、そう感じるの」

　これに対し困り果てた様子で、ハーデスは頭を抱えた。

「落ち着いてください。そうあってほしいと願う気持ちはわかります。ですが、現実を見失ってはいけません」

「私はいたって正常よ。本当はアルスが王族じゃなくても、夫として選びたい。でもブラックダイヤモンドの問題があるから、それをしないだけよ」

「わかっているなら、何故そんな突拍子もないことを言うのですか？」

「アルスの持つ短剣は王族の持ち物みたいだったわ。それに護衛のときにラッドに背中を任せたことも、今思えば彼が王族で対等だったからじゃない？　それから夢の中に出てきた刀傷の男性、あれは絶対にアルスなのよ」

「……アルスに傷があったのですか？」

「いいえ、見てないから確かめたいの。ルビー国の王族に刀傷がある男性がいるってお父様が言っていたわ。アルスがそうなら、間違いなく王族でしょう？」

　推測に過ぎないと、ハーデスは取り合ってくれなかった。それでも私の決心が固いことを知ると、やっと折れてくれる。

「わかりました。アイリス様の納得のいくようにしてください。ですが、アルスが王族ではなかったら、諦めてもらいますよ」

　返事ができなかった。諦めるなんて、できそうにないから。

　まずは確かめるわと、言葉を濁して公務を終えた。負の感情を捨てたかったのか、はぁっと深い溜息が出る。

　外へ繋がる厚い扉はいつもより、重々しく感じられた。
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　その夜、私はとても緊張していた。散歩がしたいとアルスを従えて裏庭のテラスへ来たのはいいけれど、何も話せないでいる。

「何か心配事でもあるのですか？」

「まぁ、ね。そんなところ」

「俺に話せるならどうぞ。何でも聞きますよ」

　私の表情や態度を察して、いつもほしい言葉をくれる。普段ならハーデスへの愚痴とか、重圧に苦しんでる悩みとか打ち明けられるけど、アルスに告白するのだから状況が違う。

　また溜息が出る。そろそろ思い切ってしまおう。

「私ね、アルスのことが……好き……なの」

　ピタッと動きが止まる。見上げると、困惑した表情のアルスがいた。

「アルスは私のこと、どう思ってる？」

　普段ならふざけた返事しかしないのに、私の態度が真剣な答えを待っていると感じたのだろう。ただ見つめるばかりで、返事がない。

「じゃあ、質問を変えるわね。貴方は王族よね？」

　ピクッと眉が動いた。動揺している。きっと何も言わないでいるのは、「イエス」という返事のように思える。

「答えてよ、そうじゃないと私……」

　待っている間、心が持たない。言葉につまって、ガンガンと頭の中まで心音が響く。アルスの気持ちを聞くだけなのに、今にも倒れそうだ。

「どうして何も言ってくれないの？」

「すみません……」

　それ以上、アルスは何も言わなかった。

「すみませんって、どういうこと？」

　私に気がないということか、王族ではないということか。それとも両方なの？

　どれにしても、私には辛い返事だ。

「わかった、もういいわ」

　アルスの顔さえ見られなかった。心の整理もつかないまま、踵を返して歩き出した。暗い道で急ぎすぎたのか、足元がおぼつかずバランスを崩した。

「あっ……」

　前のめりになった私を、支えるてくれたのはアルスだった。

「急いだら危ないですよ」

　胸にすっぽり納まると、ヤーヌスの花の香りに包まれる。このままでいたい、そう思っているのに、私の肩に手を置いてアルスが離れようとするので、抵抗して抱きついた。

「アイリス王女？」

　アルスの心臓の音が聞こえる。夢の中で聞いた音と同じ。私を抱き上げてベッドまで運んだときとも同じ音。鼓動が激しいのは、少しでも好意を持ってくれているから……だと思いたい。

「アルスと離れたくない」

「ずっと一緒にいますよ」

「それは夫として？　それとも側近として？」

「……は……側近として……です」

　とても微かな囁きで、よく聞き取れなかった。聞き逃した言葉はわからない。聞く勇気もなかった。「側近」という言葉が身分違いの恋だと決定づけているような気がしたからだ。だとしても、アルスへの気持ちは止められず、抱きしめた腕に力を込める。

「もしも俺が王族だったら……夫に選んでくれますか？」

　思いがけない言葉に、アルスを見た。切なそうに潤んでいるのに、とても強い光を持った瞳がそこにあった。

「もちろんよ。そうだったらどんなにいいか。本当だったら貴方が王族じゃなくても、夫に選んでいるわ。でも、それができない――」

　できないから苦しい。言葉は涙で続かなかった。

　頬を伝う涙を、アルスは親指で拭ってくれる。

「泣かないで、きっと時が解決してくれます。必ず、納得のいく結果に――」

「できるの？　サファイア国では水晶のお告げは絶対なのよ。それを覆す力がアルスにはあるの？」

「……あると言ったら、待っていてくれますか？」

「いいわ。どれくらい待てばいいの？」

「それは……まだわかりません」

　申し訳なさそうに俯くので、彼の顔を覗き込んだ。

「私、いつまででも待つから、そんな顔しないで……ね」

「では、もう泣きやんでください。俺が辛くなります」

　両手で包み込まれた頬が熱い。何度もアルスの指が触れて、後から後から流れる涙を拭ってくれている。

　もしかしたらという期待、それが私の緊張を解いてしまったから、安堵で涙が止まらない。何度も拭ってくれるのが、申し訳ないぐらいだ。

「どうしたら、泣きやんでくれるんですか？」

　少し屈んで目線を合わせてくる。潤んで滲んだ目に、宝石みたいな夕焼け色の瞳が映った。とても優しく輝いていて、思わず引き込まれる。

「可愛い顔が台無しです。俺の手だけでは拭い切れないようですね」

　私の動きはそこで止まる。頬に流れる涙を、アルスが唇で受け止めたからだ。

「本当に涙はしょっぱいんですね」

　アルスがふっと笑顔になる。私はいったい何が起きたのかと、わけがわからずに、目をぱちくりさせた。

「少しは落ち着きましたか？」

　確かに涙は止まったけれど、今度は心臓が落ち着かない。ドキドキと高鳴ってく鼓動が、内側から響いてくる。

（アルスが好き）

　溢れだす感情のまま、彼の唇に視線を落とした。

「あの、言いませんでしたか？　そんな誘うような目をされたら、貴女を好きな男は理性が効かなくなってしまうんですよ」

「それは私のことが好きって――」

　私の言葉は彼の唇で塞がれた。

（ねぇ、アルス。貴方も私が好きってことでいいのよね？）

　塞がれて聞けない代りに、背中に手を回して好意を示す。頬にあった手を腰へ滑らせ、グッと引き寄せられる。それがアルスの答えのように感じた。
















第二十一章　ダイヤモンド国との同盟







　お互いの唇を角度を変えながら啄み、やがて貪るように激しく重なり合う。

　何も考えられない。ジュエルが疼き、頭の中が真っ白になっていく。

　繰り返し繰り返し、熱い口づけは続く。誰が来てもおかしくない、裏庭のテラスだ。なのにこの世界に私とアルスしかいないと思ってしまう。羞恥さえ消えかけている。

　待っていてと彼は言うけど、もしかしたら何の保証もないかもしれない。それでも今はこの口づけがすべてだった。私は夢中で彼の唇を求め続ける。

　アルスも同じ、たがが外れたかのように、ときどき、息を漏らし、激しく唇を合わせてくる。次第にお互いの舌が絡まって、強く吸い上げられ、さらに刺激が欲しくなる。

　腰に回った手は、体をなぞって少しづつ上へいく。背中から脇へ、脇から胸へと撫でて位置を変える。服の上から、先端を刺激されて思わず息が漏れた。

「んぁ……はぁ」

　夢ではないかと、とろけそうな目でアルスを見ると、彼はハッとして私から離れた。

「アルス？」

「すみません……」

　頭を下げるアルスは、もういつもの冷静さを取り戻していた。体だけが、まだ彼からの熱を感じたまま、割り切れずにいる。

「いいの……。でもこれだけは忘れないで。私は本気よ。できるならアルスを夫にしたい。そのためならいくらでも待つから、さっき言ったこと、嘘だなんて言わないでね」

　アルスから返事はなかった。ほんの少しだけ頷いてくれただけだ。それでも期待があるなら、待ちたいと思う。

「風が強くなってきました。お部屋に戻りましょう」

　アルスはそれ以上、一言も話さなかった。気まずい雰囲気のまま部屋に戻る。

　お休みなさいと言って部屋に入ると、バタンと扉が閉まった。この扉の向こうに、アルスがいるというのに、たった一枚の扉が邪魔をする。この隔たりがとても厚い壁のように感じられた。
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　その夜、私はまた夢を見た。

　気が付くと後からからみつくように、誰かに抱きしめられていた。首筋に熱い吐息がかかり、私をゾクッと震えさせる。




――愛している……アイリス――




　切なくかすれているけど、その声はアルスだ。

「アルス……」




――貴女を愛せるのは、夢の中だけだ――




　耳元にかかる息、ぐっと力が込められる逞しい腕。後から抱きしめられているから、顔は見えないけど、アルスの想いが伝わってくる。ドレスの上から私の体を撫でる手は、とても優しくてくすぐったい。

　徐々に脱がされていくドレスから、白い胸が露わになった。その先端を手の平が刺激していく。柔らかな仕草なのに、体に響く悦はとても強い。

「はぁっ……アルス……」




――そんな声を出されたら、貴女を壊したくなる――




　吐息交じりの囁きがさらに気分を高揚させる。指で乳房の先端を摘まみ上げられ、ビクッと体が反応した。

「ぁあっ、はぁ……だめ……」




――せめて夢だけでも、正直になりませんか？

　こうされるのが、いいんですよね？――




「それはっ……んっく……」

　指先で摘ままれた胸の実を、コリコリと捏ねたかと思うと、一気に実を潰して強い刺激を与えられる。そこからジンジンと甘い痺れが、体中に広がった。

　快感にのけぞり、次第に翻弄されていく。さらに心をさらけ出せと、執拗に固くなっていく実を弄ぶ。

「あぁ……ねぇ、どうして……こんな……はぁっ」




――どうしてって、貴女の気持ちに応えたいだけです――




　胸を弄んでいた手が太腿にかかる。そのまま上へと這わせて、私の秘部へと指を滑らせた。秘裂を割るとアルスの指に蜜がしたたっていく。

「それ以上は……」




――これは夢です。だからできることですよね？――




　くちゅっと水音を立てて、秘裂の中にある芽を指で擦る。今まで受けたことのない刺激が体中に走った。

「あぁっ、いやぁ……」




――貴女をもっと知りたいんです……ダメですか？――




　膨らんで赤くなった芽を強く押して擦り上げる。声は確かにアルスだけれど、顔を見ているわけではない。

「ねぇ、貴方はアルスよね、顔を見せて？」

　これは私の予知夢だとしても、ここまで望んでいない。途中から口調が変わったのも気にかかる。夢の中でアルスの話し方は、いつも丁寧ではなかった。それに無口だ。

　それなのに饒舌で大胆になっている。漠然とだけど、彼であるはずがないと思う。

　考えていると、膨らんでいる芽を強く潰されて、悦が言葉を喘ぎに変えていく。

「はぁっ、いやぁっ……あ」




――いい声です。そろそろ私を受け入れてくれませんか？――




　違う！　アルスじゃない！　彼は自分を「私」とは言わない。誰なの？

　叫ぼうとしても、今は喘ぎにしかならないだろう。私は首を横に振って抵抗すると、徐々に我に返っていく。

　いったい誰なのか。まさかとは思うけれど、ブラックダイヤモンド？

　そんなはずはない、これだけ近づけるなら、とっくに殺されている。それにジュエルの反応はアルスと一緒だ。

（これは夢、後にいるのは絶対にアルスじゃない。早く目覚めなきゃ……）

　私の体を思い通りにできるのは、アルスだけだ。私の知っているアルスは、もっと優しく愛してくれる。

（貴方は誰なの？　私から離れて！）

　力の限りジュエルに祈った。私のアルスを返して！




――うっ！――




　鈍い声。ドン！　という音と共に後にある気配が消える。

　私の体は軽くなり、遠くからドンドンと激しい耳障りな音が聞こえ始める。

　朝なのだろう。だけど呼んでいるのはアルスじゃない。

　……ハーデス？
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　カーテンからの日差しは刺すように眩しかった。

　同じように外から聞こえるノック音も、けたたましい響きだ。何かよからぬ事態が起きたのだとわかる。ベッドの上から声をかけると、部屋に駆けこんできたのは、やはりハーデスだった。

「アイリス様、ダイヤモンド国から入国許可を出してほしいと知らせが参りました。同盟を結ぶ運びとなったので、王子を夫候補として入国させるとのことです」

「まさか、そんな……」

　立ちあがり、急いで公務室へと向かうこととなる。ハーデスは手続きや状況をさらに把握するからと、先に部屋を出ていった。

　あれほど大胆に告白をしてしまったけれど、もう昨日のできごとがどうのと言っている場合ではない。

「アルス、私から絶対に離れないで」

　かしこまりましたと、頼もしい返事に安心した。いつものアルスだ。

「緊迫している状況はわかりますが、眉間にしわが寄ってますよ」

　ちょんとおでこに指が触れる。アルスなりの緊張のほぐし方。接し方までいつも通りだ。

「ごめんなさい。そうよね、笑わなきゃ――」

　今度は唇に指が当てられる。

「いいえ、俺の前で無理して笑わないでください」

「アルス？」

「俺の前では正直になりませんか？」

　ドキッとした。夢の中で言われたフレーズによく似ている。

　一気に昨夜の夢が思い出されて、頬が熱くなった。

（あれは夢なのに……それに途中から別人だったわ）

「どうしました？」

「いいえ、何でもない。とにかく行きましょう」

　視線を外すと、急に目の前にアルスが立つ。

「いいですけど、何で目を逸らすんですか？」

「逸らしてないから」

「なら、俺を見てください」

　アルスの脇をすり抜けて、「見ない」と言い放って歩き出した。

「顔が赤いのと関係があるんですか？　熱がある訳じゃないですよね？」

　一瞬も見逃さない。嬉しいけど、こういうときはちょっと困る。追うように付いてくるアルスはどうしても私の口から何かを言わせたいらしい。

「熱はないわ。知りたいなら、夢の中のアルスに聞いてちょうだい」

　これ以上は何も言えない。でもアルスが黙ったので、ちょっと驚いた。

（まさか……同じ夢を見てないわよね？　昨日のがアルスだって言わないわよね？）

　早歩きになった私たちは、それから無言で公務室に向かう。火照った体は長い廊下をひたすら歩いたから。アルスの顔が赤いのもそのせいだと自分に言い聞かせた。
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　ハーデスはいつになく難しい顔をして座っていた。

「ハーデス、どういうことなの？　同盟は他国の王がこの城に来て結ぶものよね」

　サファイア国の王族の血を受けついでいるのはお母様だった。現在、この国は女王政治だ。そしてこの国の正統な継承者は私で、お父様に同盟を結ぶ権限はない。密かに戴冠式を済ませたから、同盟に必要な国宝石は私の中にある。これがなければ国を結ぶ儀式はできない。

「恐らくダイヤモンド国は嘘をついているのでしょう」

「そうよね。だけどお父様の安否がわからないから、今は嘘だと公表しないほうがいいわ」

　女王逝去のことも伏せている。だから他国の王子たちにも相談もできない。いったいどうすればいいのか、考えあぐねる。

「ねぇ、これは罠じゃないかしら？」

「私もそう思います。もしくは、王様の身に何かあったのかもしれません」

「どうしたらいい？」

　女王の死だけは伏せて、ブラックダイヤモンドの存在を王子たちに話そうか。ダイヤモンド国が嘘を言っていると、他国の王子たちに打ち明けようか。そもそも同盟国の王族から夫選びが必須であるのはブラックダイヤモンドを倒すのが目的だ。

「ダイヤモンド国の王がブラックダイヤモンドだとしたら？」

「王様を盾にアイリス様の命を狙うかもしれませんね」

「じゃあ、ダイヤモンド国が敵ではなかったら？」

「だとしても、サファイア国と同盟を結んだなどと、嘘を言う理由がわかりません」

　どちらにしても、ダイヤモンド国の動向は読めないものだった。

「それなら、入国させて相手の出方を探りましょう」

　危険は承知の上だと言うと、ハーデスは顔をしかめた。しばらく考えてから、それしかないだろうと頷く。

「ここにはアイリス様を守ってくれる王子たちとその側近、侍従たちが大勢おりますから、ある意味安全かもしれません。入国許可証を用意させます」

「お願いね、ダイヤモンド国がいくら強くても、下手なマネはしないはずだわ」

　何よりも私にはアルスという護衛がいる。これが一番心強かった。

　その日のうちにダイヤモンド国の王子の入国を許可した。そして夫候補として迎えるよう手はずを整えた。

　公務を終えるころには、外はどんより曇っていた。まるで暗闇がすぐそこまで迫っているという警告のように感じた。
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　ダイヤモンド国が入国する日までに、他国の王子たちへの報告はハーデスが行った。少々不満の声が上がったが、同盟国になるのならと承諾を得た。

　そしてとうとう入国の日。

　謁見の間で、ハーデスはいつになく緊張している。ここで私の命が奪われることがあるかもしれないからだ。アルスが護衛としていてくれるけど、それでも何をしかけてくるかわからない得体の知れない国である。

「アイリス様、ダイヤモンド国クレセント・ダイヤモンド様でございます」

　ハーデスがそう告げると、重々しく謁見の間の扉が開いた。クレセントは後に側近を従えて、ゆっくりと歩いてきた。

　一瞬で心を掴まれそうになる。美しい。「神秘的」という言葉は彼のためにあるのかもしれない。完璧なまでの端整な顔立ちは感嘆の溜息をほしいままにした。

　漆黒の髪と闇のように深く黒い瞳は有無を言わせないほどの自信に満ち溢れている。立っているだけで、彼に平伏してしまいたくなるほどのカリスマ性。肌の色は透けるように白く、ほんのり色づいた唇を際立出せている。

「ダイヤモンド国のクレセント・ダイヤモンドでございます。後に控えているのは側近のアダマス・ダイヤモンドです。どうぞ、宜しく」

　声のトーンはバリトンより低く、でも穏やかで優しさが感じられた。もっと怖いイメージを抱いていただけに、かなり拍子抜けする。

　アダマス・ダイヤモンドと紹介された側近は眼球が鋭く、油断のならない男といった印象だった。ストレートの黒髪とやはり漆黒の瞳は見つめられただけで凍り付いてしまいそうなほどの圧がある。側近に同じジュエルを持つ者を置くのは珍しいが、主人のジュエルに相乗効果を与えるとしてあえて臣下にする王族もいると聞く。

　それにしてもクレセントが陽ならアダマスは陰だ。美しさも負けてはいない。雪のように白い肌、唇の色も薄いからか、冷たい印象を与えてしまうのが残念だ。

「王女アイリスです。宜しくお願いします」

　クレセントの前に立ち、手を差し伸べる。その手を取り、口づけされた瞬間に電気のような痺れが体に流れた。

「あっ」

　思わず出た声に、アルスが飛び出してくる。けれど危害を加えたわけではないとわかり、ゆっくりと息を吐いて元に戻った。

「体に電気が走るのは、運命の相手である証拠ではないですかね」

　にっこりと微笑んだクレセントを見て、その美しさにドキッと心が震えた。

（何だろう、ラッドやアルスとは違うけどジュエルが反応する）

　動揺を悟られてはならないと、「さぁどうかしら」と素っ気なく言葉を濁した。

「父と同盟を結んだと聞きましたが……」

「ええ、実はトルマリン国とスフェーン国が謀反を起こそうとしていたので、ダイヤモンド国が制圧致しました。王はその功績を称え、ダイヤモンド国を敵ではないと認識してくれたのです」

　さらにクレセントはオパール国も謀反を起こすという情報を察知して、攻撃をしかけたのだと言った。

　援軍としてやってきたお父様とダイヤモンド国の王が会談し、誤解が解けて同盟する運びとなったと話しを続けた。

「今、ディオニス王は私の父と意気投合して、ダイヤモンド国にてお預かりしております」

　歓迎ではなく預かりと言ったクレセントの言葉がひっかかる。

「同盟国になったのですから、どうぞ、私を夫に選んでください。そしてダイヤモンド国へ一緒に参りましょう」

　美しい微笑に惑わされそうだ。何かを企んでいるようにも見えない。それに騙すような雰囲気さえ微塵も感じなかった。取り越し苦労だったのだろうか。

　いったいどこまでが嘘で、どこまでが本当なのか、真意がわからぬまま謁見は終了した。

　同時に荒波のようにどっと疲れが押し寄せる。でもここで崩れるわけにはいかない。かろうじて踏みとどまって、ハーデスを見た。

「アイリス様、すぐに宴の準備に取り掛かりますので、お支度を整えてください」

「ええ、わかったわ」

　歩き出すとすかさずアルスが後ろに付く。

　クレセントは人のよさそうな雰囲気があったものの、嘘は明白、いったい何を信じればいいのかと、心は穏やかではなかった。
















第二十二章　新たな障害







　宴が開かれたのはその日の夜だった。

　朝から並行して行われた準備は滞りなく進み、要人も多く集まる。規模は前回よりも縮小したけれど、賑やかなのは確かだ。

　最後に入場するのは私一人で、お父様はいない。後には護衛としてアルスが控えている。始まりの挨拶を済ませると、それを合図に音楽が流れだした。

　出席した多くが輪になりダンスを始める。クレセントは他の王子たちと同じで、注目の的となり淑女たちに囲まれて洗練された会話を楽しみ始めた。

　遠目からクレセントを見つめ、手に触れたときのジュエルの反応を思い出す。痺れはジュエルの導きなのか、それを確かめたいと思った。

　クレセントに視線を合わせると、一目散にかけてきた。

「アイリス王女、私と踊っていただけますか？」

　穏やかな口調で所作も優雅だ。それでもまだ油断をしてはならない相手なのは確か。見極めていかなければと、クレセントの手を取った。

　エスコートされ踊りの輪の中に入ると、音楽が始まる。しっとりとしたスローなワルツ。

　クレセントのリードはアルスに似ていた。スマートでとても頼れる踊り方だと思う。けれど私を行きたい方向へは決して行かせてくれない。アルスはリードされているのも忘れるぐらい気遣って、踊りの主導権を握る。けれどクレセントは最初から完全に主導権を自分においていた。踊りやすいのはどちらも一緒なのに、クレセントのダンスはまるで支配されているように感じる。それに踊っていくうちに、生気を吸われているのではと思うほど、力が失われていく。気怠さが体を徐々に重くしていった。

（何で体が思うように動かないのかしら？）

「どうしました？　私と踊るのは楽しくないですか？」

「いいえ、ただ疲れが出ているようで……」

　そのとき、グッとと引き寄せられ、心配そうに顔を覗き込まれる。そのままクレセントの唇が耳元まで近づいた。

「それはいけませんね。このまま私が部屋まで送りましょうか？」

「いいえ、護衛がおりますから、ご心配なく」

「そうですか、でも辛そうですね。夜はよく眠れてますか？　悪い夢など見てませんか？」

「夢？」

「ええ、恐ろしい夢を見たことはないですか？　実はそれが気がかりで、夫候補としてここまで来たのです」

　囁きで漏れ出た吐息が首元にかかる。この人はブラックダイヤモンドを知っているのだろうか。まさかクレセントがブラックダイヤモンド？　もしくは私を助けてくれた刀傷の男性だろうか？　思わずぶるっと身震いをした。

「それがどんな夢かご存じなのですか？」

「どうでしょう、私はよく夢を見るのです。そこではいつも貴女が何かに追いかけられていて、逃げていました。私は助けようと手招きをして、身を隠してあげたのですが……」

　新月のころに見た夢だった。ではあのときの刀傷の男性はクレセントだったのだろうか。

「もしかして、助けてくれた後、私とのことを覚えていますか？」

「ここで話していいんですか？　その夢の続きは二人っきりでお話をしたほうがいいと思いますよ」

　首筋に柔らかい唇が触れ、痺れるような痛みが体中を駆け巡った。

「あっ……」

　このジュエルの反応は、どちらなのだろう。ブラックダイヤモンドだと教えてくれているのか、それとも刀傷の男性で味方だと言っているのか。

　ジュエルが震えている。また新しい感覚に戸惑う。

「失礼ですが、何かお守りのようなジュエルを持ってませんか？」

「え、どうして？」

「やはり持っているんですね。でもそれ、手放したほうがいいですよ」

「お守りのお陰で悪い夢を見ることがなくなったんです。手放すのはちょっと……」

「信じられないなら、それでもいいです。ただ、騙されたと思って、試してみてください」

　頷くだけに留めた。柔らかい口調と所作の美しさ、優しい微笑み、完璧だった。ジュエルの反応が私の夫候補を示しているのなら、ラッドと同じで最有力候補だ。

　ブラックダイヤモンドを一緒に倒してくれる救世主なのかもしれない。

　それなのに既に私の心は――。

　視線をアルスに移す。それに気づいたのか、視界を塞ぐように方向を変えてくる。

「私を夫に選んでいただければ、後悔はさせませんよ」

「ええ、ですがもう少し交流を深めてから決めようと思います」

「そうですか――」

　何か言いかけた所で、音楽が終わる。お辞儀をしてクレセントから離れようとした。けれどクレセントは、「危険が迫ってます」とさらに引き寄せて体を密着させてくる。

「大丈夫ですから、離していただけますか？」

「ですが、私は貴女が心配です」

　そう言って微動だにせず、逃れられない。戸惑っていると、「失礼します」とアルスが駆け寄ってきた。クレセントの手を引きはがすようにして、私の体を覆い隠すように奪う。

「いきなり何ですか？　強引な人だな」

「申し訳ございません。アイリス様の護衛アルスです。音楽が終わっておりますので、交代していただけますか？」

「それは失礼しました。アイリス王女、私からの忠告はお伝えしました。くれぐれもお気をつけて」

「ええ、ありがとうございます」

　悪い人ではなさそうだけど、それだけに得体が知れない。しかもさほど踊っていないのに、かなり疲れた。

　ふらっとめまいを起こし、それをアルスが抱きしめるようにして支えてくれる。背中を撫で、輪の中から連れ出してくれた。

「顔色が悪いですね、大丈夫ですか？」

「ええ、問題ないわ」

　もうすっかり慣れたけど、アルスが触れる度にジュエルは反応している。でもクレセントのそれとは違う。気持ちがあるからかもしれないけど、体が熱く力が沸いてくる感じがする。

　水晶のお告げは王族から夫を選べとあるし、そうなるとクレセントは候補に入る。ただ昨日、アルスはそれを覆す策があるように言った。

（私は待ってていいのよね？）

　ふといろいろな思いが交差した。複雑な胸中が私を混乱させていく。

「辛そうですね。向こうで休みますか？」

「ええ、そうさせて」

　アルスが「かしこまりました」と優しく笑いかけてくれる。守るように肩を抱くと、少し風に当たりましょうとバルコニーへ連れ出してくれる。

「今飲み物を……」

「待って、アルス。どこにも行かないで、ここにいてくれない？」

「はい、かしこまりました」

　小刻みに震える。何も言わずに上着を脱いだかと思うと、ふわっとラッドのヤーヌスの香りが体を包む。彼の優しさが心に染みわたる。

「貴方が王族だったらよかったのに」

　それなら、待たずに答えが出せる。

「何かおっしゃいましたか？」

「ええ、アルスが――」

　言いかけた所で、バルコニーの扉が開く。ハーデスが申し訳なさそうな顔をして、私の元へやってきた。

「アイリス様、お戻りください。クレセント様がお探しです」

「ハーデス、少し休ませてあげてください。とても辛そうです」

　ハーデスは誰よりもわかっている。けれどクレセントをもてなすのも女王の勤めである。心を鬼にして、外交のために迎えにきているのだ。

「すぐに行くわ」

　上着を返して広間へ向かう。扉を開けると音楽がバルコニーに流れ出し、一緒にクレセントが姿を見せた。

「アイリス王女、探しましたよ」

　近寄ってくるクレセントの前に、アルスが立ちはだかる。

「アイリス王女は体調が優れないようです。あまり無理をさせないでもらえますか？」

「もちろんです。ただ私は邪悪な者から彼女を救いたいだけです」

「……そうでしたか。失礼致しました」

　アルスが頭を下げる。クレセントは「誤解がなくなってよかった」としながら、何の権限があるのかと問う。

「ごめんなさい、彼は私の護衛として、王族にも意見する権限を与えています。アルス、私は大丈夫だから下がってちょうだい」

　言葉とは裏腹に立っているのがやっとだった。アルスは気づかれないように自分の体で支えてくれている。

「ふむ、夫候補ではないんですね？」

「ええ、違うわ」

「そうですか、安心致しました。アルス、後は私に任せてください。では、参りましょう」

　アルスが腰に回した手が、ゆっくり離れる。名残惜しそうに伸ばした手を、グッと握っているのが見えた。現状では水晶のお告げの通りに夫を決めなければならない。この場合、ラッドかクレセントだ。

　私の虚しい気持ちとは裏腹に、閉まっていく扉の隙間から、星が輝いている。

　そして月――。

　満月の夜が近づいていた。
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　宴がお開きになると、クレセントが強引に私を部屋まで送ると言い出した。それを丁寧に断るだけでも、なかなかの体力と精神力が必要だった。

　全員を送り出してから、風に当たりたいとバルコニーに出る。アルスは何も言わずに後に控えてくれた。

「クレセントはちょっと強引な所があるけど、思ったよりもいい人だったわ」

「それはクレセント王子が気に入ったという意味ですか？」

「どうかしら、でも夫にする要素は持っているみたい。少し疲れる相手だけどね」

　それがどうにも気にかかっている。

　冷たい風が頬を撫でていく。さっきジュエルが震えたときのような感覚に襲われた。

（クレセントに対するジュエルの反応は何だったのかしら？）

　電流が走る痛みは、ラッドやアルスと変わらない。でもクレセントには温かみがなかった。交流を持っていくうちに、変化していくようだから、また変わるのかもしれないけれど、不安は拭いきれなかった。

　危険が迫っているだの、お守りがよくないだの、夢の話も占い師のように言い当てた。信じてみようかという気にもなる。でも敵であることも捨てきれない。だってあの夢を知っているのはブラックダイヤモンドか刀傷の男性だけだ。味方ならいいけれど、もしも敵だったら？　何だか空恐ろしくなって、身震いした。

「そろそろ戻りましょう。寒くなってきたわ」

　手すりから離れると、地面が揺らぐ。

「危ない」

　抱き止められ胸の中にすっぽり納まると、力が抜けていった。

「もう少し椅子に座ってお休みになりませんか？」

「いいえ、部屋に戻りたいわ。私を支えて歩いてちょうだい」

　抱きかかえるように支え、アルスが歩き出した。その歩調はかなりゆっくりだ。私の体調に合わせてくれている。彼の優しさが伝わってきた。

　ただ新たな問題は、どんどん状況を複雑にしそうで怖かった。
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　「それでは、ゆっくりお休みください」

　部屋まで送られ、アルスが部屋を出ていこうとする。

「待って、もう少し一緒にいたいの」

「ですが、今日はこのまま眠ったほうがいいですよ」

「お願い、私が眠るまで一緒にいてくれない？」

「かしこまりました。貴女の命令なら従います」

　お礼を言って、寝着に着替えるため一旦アルスを外に出す。

　再び招き入れたときには、彼も部屋着になっていた。刀傷の男性のシャツを思い出す。

「すみません、俺も着替えさせてもらいました。アイリス王女が眠ったら、すぐに出ていきます」

　私をベッドに入るように促して、自分はソファに座ろうとする。

「ねぇ、それだとアルスがいるのか、いないのか、わからないわ。ここに来て、手を握ってくれない？」

「かしこまりました。まったく、困った王女様ですね。言っておきますが、俺も男であることをお忘れなく」

「わかってるわ。でも、今はアルスにしか頼れないの」

　手を伸ばすと、ふっと表情が優しくなる。すべてをわかったうえで、彼は私の手を取った。

「眠るまでですよ」

「ええ、ありがとう。お休みなさい」

　言いながら、アルスの手をしっかり握った。私を見つめる瞳が美しくて、目を閉じるのが惜しい。

「眠らないんですか？」

「寝たいんだけど、すぐにアルスが行ってしまいそうだから……」

　本当はまだアルスを見つめていたいから。

「ずっと側にいますから、目を閉じてください」

　囁くようなアルスの声が心地よい眠りを誘う。

　大きな手が私の視界を塞ぎ、光が遮られた。ゆっくりと目を閉じる。確認するように、手の平が上へとずれて、私の頭を優しく撫でた。

　ポンポンと柔らかく撫でられると、安心できる。これなら寝るのには時間はかかりそうもない。

　徐々に意識が遠のいていく。握っている手は温かくて、まだそばにアルスがいるのが感じられた。

「お休み……」

　耳元の呟きと共に、柔らかい唇の感触を感じた。ジュエルが反応したのか、体中に熱が行き渡ると、深い眠りがやってくる。

　夢でもアルスに会いたい――。

　ベッドに沈んでいく体が、離れていくアルスを求めていた。
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　深い眠りにつきながら、アルスを想ったからなのか、私の夢はこれまで以上にはっきりとしたものとなった。

　現実と区別がつかない。だってさっきまで私の手を握っていた彼と同じ服を着ている。手も握ったままだ。

「これは夢よね？」

　彼は答えもせず、ベッドへと侵入してくる。私の頬を両手で包むと、ちょんと唇にキスをした。




――アイリス、好きだ――




　今度はおでこに、そして頬に、最後はまた唇にキスが落ちてくる。私を愛おしいという気持ちがその口づけから感じる。私の求めているアルスだ。

「ねぇ、夢でいいから、私を愛してくれる？」

　返事の代りに、再び唇が重なった。今度は激しく、吐息が交じり合い、角度を変えて味わうように何度も合わさる。

　次第に無防備な状態の私のドレスをゆっくりと開き、白い肌を露わにしていった。恥ずかしさに身じろぐ。

　私に覆いかぶさると、唇が首筋にかけて這っていった。背筋が甘い刺激にゾクゾクと震える。




――貴女を知りたい――




　彼の口づけは、鎖骨から乳房の頂きへ。

「あっ……」

　微かな刺激に体がピクリと反応した。その動きで固くなっていく先端を唇で摘まむように上げた。

「はぁっ、あぁ」

　固くなった実を口に含み、舌で何度も先端を擦る。ときどき、歯で甘噛みされ、痺れるような刺激が私を翻弄していった。




――ジュエルを感じないか？　――




　刀傷の男性に言われた言葉だ。まだシャツを着たままでの行為だから、傷を確認できずにいる。

　それよりも彼から与えられる悦が強すぎて、それどころではなかった。

　体はアルスを受け入れたくて、敏感に反応しているのがわかる。彼の手は太腿から這って、秘部へと進もうとしていた。

「待って……アルス」

　このまま先へ進んだら、昨日の夢と同じような気がした。




――俺は、いつまで待てばいい？　――




　すべての動きが止まる。これは私の希望なのか、アルスの意志なのか。ただ、きっと彼は私の知っているアルスなのだと確信がもてた。

　だからなのか、今まで触れられていた体は、快楽を失って疼きだす。

　アルスは愛おしそうな表情で、私の髪を優しくかき上げてくる。その度に私の体が悦を求める。まるで私がお預けをくらっているようだ。

（これは夢だから……）

　大胆な振る舞いだとわかっている。けれどアルスを抱きしめたかった。

「アルス、愛してる」




――愛してる――




　アルスが囁くだけで、全身が痺れていく。せめて夢の中だけでも、ジュエルに正直でいたいと思う。

　激しく、本能のままに抱きしめあい、求めあい、口づけを交わす。恍惚の中に身をおいて、悦に喘ぐ。そして足を開き、アルスとの快楽に溺れていった。

（いつかアルスと、こんなふうに愛し合えたら……）

　私は自分の心の中にある守護石に、これが予知夢であるように祈ると、再び深い眠りに落ちていった。
















第二十三章　水晶のお告げ







　ダイヤモンド国が新しく加わったこと以外は、いつもの朝だった。

　支度が整うと、扉がノックされて、アルスの声がかかる。

　ただ、昨日はアルスに眠るまで側にいてもらい、夢の中で感情のままに愛し合ってしまっている。いくら夢とはいえ、生々しくもあり、目を合わせられるか、不安でもあった。

「おはようございます。昨夜はぐっすり眠れましたか？」

　アルスの態度は変わらない。夢ではあんなに激しかったのに……と、彼は知る由もないのにちょっと不機嫌になる。

「お陰様で、目覚めはとてもいいわ」

「そうですか、それなのにどうして機嫌が悪いのでしょう？」

　アルスはすぐに些細な変化に気づく。今ではハーデスよりも、私をわかっているのではないかと思う。

「何でもないの。行きましょう」

「もしかして、夢で何かあったんでしょうか？」

「な、ないわよ」

「……あったんですね。俺が寝るまで側にいたのに、力不足でしたか」

　アルスは申し訳なさそうに、頭を抱えた。

「違うから。アルスはいつも夢で助けてくれてるのよ」

　ただ、その内容は絶対に教えられない。思い出しただけで、体が火照る。

「すみません。俺は顔が赤くなるようなことをしたのでしょうか？」

「……知らない」

　こういう朝は何度かあったけど、いつもこうだ。アルスは絶対に、何かを気づいている。それなのにからかって、私がムッとするのを楽しんでいるみたいだ。

「あのね、あんまりからかうなら警護から外れてもらうわよ」

「え？　それは困ります」

「あら、何で？」

　わかりきったことをと、アルスが少し屈む。

「それは、貴女の護衛は、俺にしかできないからですよ」

　耳元で囁かれた言葉に、めまいがする。からかったかと思うと、嬉しくなるようなことを言ってくれる。いや、誤魔化されてはいけない。

「だとしてもよ。もう悪い夢も見ないし、通常の護衛でも大丈夫かも」

　スタスタと歩き出す。何で憎まれ口を叩いてしまったのか、本当はずっと側にいてほしいのに。アルスはすぐに追いついて、「本当にいいんですか？」と聞いてくる。私の気持ちはわかり切ってると思うけど、返事は後回しにしようと思う。だって、私ばかり好きみたいで悔しいから。

　アルスはそれを知ってか知らずか、楽しそうに私を守るために後に控えた。
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　その日の午後、クレセントを交えてのアフタヌーンティーが開かれる。公務が終わると、扉の外にはアルスが待っていて、今日は正門脇にあるテラスが会場だと知らされる。

「バラ園の手入れがあるとかで、裏庭が使えないそうです」

「そうなのね、いいわ。行きましょう」

　正門は真ん中に広い道が城まで続く。お父様が兵士を整列させ、出陣式を行うような場所であり、敵を迎え撃つ場所となっている。戦闘用にいつでも形を変えなくてはいけないので、なるべく木々を植えず、花壇や背の低い植木で飾られていた。その脇にテラスがある。そこは四季折々の花々を楽しめるので、裏庭のバラ園とはまた違った趣があった。

「ねぇ、城の東側を通りましょう。とても綺麗な花が咲いているの」

「そんなにのんびりして宜しいんですか？　ハーデスに叱られますよ」

「大丈夫よ。こっちの道だって遠回りだけど正式な道順なんだから」

「都合のいい言い訳ですね」

　肩をすくめて、アルスが呆れる。

　それでも花を見ると、穏やかに微笑んだ。

「どう？　綺麗でしょう？」

「そうですね、この城はどの場所も美しくて平和です」

「あ、見て！　あの花、光ってるみたい！」

「え？　あれは……？」

　花壇の中に露に濡れているのか、キラキラと輝いている花があった。アルスに手招きをしながら駆け出す。彼もそれに合わせて走ってきているのだと思っていた。けれど――。

「危ない！　伏せて！」

「え？」

　振り向くと、走るというよりアルスが飛んでくる。それから私を抱きしめるようにして倒れ込んだ。衝撃から守るため、私の下敷きになって抱え込む。

　グサッ！　という音がして、私たちが倒れたすぐ横の植え込みに、矢が突き刺さった。

　これが私めがけて飛んできたのだと思うと、ゾッとした。けれど、アルスはすぐさま態勢を変えて、私に覆いかぶさるようにして２発目の矢も回避する。

　近くにいた侍女が悲鳴をあげたので、アルスは城の中へ逃げて人を呼ぶように指示を出した。

「アイリス王女、立てますか？　こちらへ」

　ほとんどアルスが抱きかかえて、私を植え込みの中に隠す。正門近くの弱点は、大きな木が少ない所かもしれない。身を屈めるため、私はほぼ彼の胸の中にいる。守られている安心感はあるものの。城に矢が飛んでくるという経験は初めてだっただけにショックも大きい。

「アルス、どこから矢が？」

「わかりませんが、恐らく外からでしょう。壁の隙間を狙って射ったようです」

　城の壁には外観を損ねず、飾り細工のように工夫された穴がある。一度も使ったことがないけれど、城への侵入を防ぐために、そこから矢を放てるようになっていた。

「外に刺客がいるってこと？　まさかあの丘で会った刺客と関係があるのかしら？」

「いえ、まだわかりません。ですが、あの穴から狙ったのなら、相当な腕を持っています。あの丘の刺客の可能性があります。しばらくはここを動かないほうがいいでしょう」

　私の肩を抱く腕に力が入る。アルスはときどき、植え込みから頭を出して周囲を伺う。そうして徐々に安全な場所へ移動させてくれる。

　その間に、侍女の知らせを受けて、兵が駆けつけた。花壇や植え込み、城の壁穴から外を観察したり、調べてはくれたが手がかりは二本の矢だけだった。

　兵士から受け取った矢は羽の辺りの飾りにブラックダイヤモンドが埋め込まれていた。

（やはりブラックダイヤモンドだ。これも警告なのかしら？）

　黙って矢を見つめていると、アルスが背中をポンポンと優しく叩く。

「お怪我はありませんか？　ドレスは少々汚れてしまいましたね」

　裾の辺りに付いた土をはらって、着替えに戻りますかと尋ねてくる。城は大騒ぎで侍女も私の着替えどころではないだろう。

「いいえ、大丈夫。アルスのほうこそ着替えなくていいの？　私を庇ったせいで、かなり土が付いているわよ」

　手で背中をポンポンとはたく。渇いた土なので、それだけでだいぶ綺麗になった。

　やっと落ち着いた所へ、私が狙われたと知りハーデスと王子たちが集まってくる。そして誰よりも先に声をかけてきたのはクレセントだった。

「アイリス王女、大丈夫ですか？」

「ええ、大丈夫です。多少ドレスは汚れたけれど、この通りケガはありません」

「それな何よりです」

　微かだけど、ピクッと眉が動く。まるでケガをしていないのが残念、とでも言いたげな表情だった。

（まさか、クレセントがブラックダイヤモンドだったりしないわよね？）

　クレセントが来てから起こったことなので、もしかしたらという疑念が消えない。

「アイリス様、今日のお茶会は中止に致しましょう」

　ハーデスは兵に城の警備を強化するように指示を出しながら、心配そうに私を見つめた。

　確かに部屋に戻れば安全かもしれない。だけどここで私が怖がったら、ブラックダイヤモンドの思う壺だと何故か感じた。

「いいえ、警護も強化したことだし、予定通り行いましょう」

　横で聞いていたクレセントが満面の笑みを浮かべる。

「それでは私にエスコートさせて下さい。お手をどうぞ。テラスまでお連れ致します」

「お気遣いありがとう。でも、まだ危険が潜んでいるかもしれません。私には護衛のアルスがおりますので、先に行って待っていてください」

　思わずアルスの背中に隠れて、牽制してみる。

「……そうですか。ではお待ちしております」

　クレセントは他の王子たちを促して、テラスへ向かった。ふと見ると、ラッドの姿がない。こんなときは真っ先に私たちの所に来るはずなのに――。

「ねぇ、ラッドがいないけど、何か知ってる？」

「え？　恐らく外へ様子を見に行ったのでしょう」

「そうなの？　刺客に襲われたら危ないじゃない」

　ラッドはいつも無謀な事をする。丘の上で襲われたときも刺客の後を追って行った。

　ルビー国の王族は命知らずなのか。

　そう思ってから、ふと、嫌な考えが頭をよぎる。

（もしもラッドがブラックダイヤモンドだったら？）

　アルスを好きになり、護衛として守ってくれているという安心感からすっかり除外をしていたけれど……。

　思えばいろいろと説明がつく。

　トパーズ国と丘とを繋ぐ道は、あの獣道からも行けると言っていた。アルスの腕の傷、ラッドにだってついていたかもしれない。確かめておくべきだった。

　色とりどりの花に囲まれたテラス、テーブルにも同じように可愛らしいスイーツが色彩豊かに並べられている。それなのに、私の心の中に色はなかった。
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　お茶会の席にラッドは遅れてやってきた。挨拶もそこそこに、すぐアルスを呼んで離れた場所で何やら話を始めた。

　その様子から隣にいたクレセントが私に耳打ちする。

「アルスという護衛はルビー国の者ですか？」

「ええ、そうですけど」

　一瞬でクレセントの顔が曇った。

「気をつけたほうがいい。ルビー国には謀反の疑いがあります」

「まさか、そんなことは……」

　ないとは言い切れなかった。さっき疑ったばかりの所へ、謀反という言葉が大きくのしかかる。

　クレセントはさまざまな国の情報を集めていると語った。

　謁見の間では、サファイア国に謀反を仕掛けた国を攻めてきたとし、自分の国が敵ではないことを説明していた。

　クレセントはさらに小声になり、唇を耳元に寄せた。

「実は謀反を企てた国の黒幕はルビー国だとの情報を得たんです。それを確かめるために、ディオニス王に同盟国にしてくれと頼んだのです。疑ってはいけませんが、くれぐれも気をつけてください」

　絶対にあり得ないと言いたかった。けれど――。

「さっきの事件がルビー国の狂言だったら？」

　そうクレセントが呟いたのが気になった。疑いだしたら切りがない。

　アルスは何故、矢が飛んでくるのがわかったのだろう？

　いくら瞬発力があったとしても、あまりにも速かった。まるでわかっていたかのように。

　ラッドの姿がなかったのも、外から狙ったのが彼だったら？　いいえ、そんなはずがない。けれどアルスが城の穴から私を狙うのはかなりの腕が必要だと言った。彼らは武芸に優れている。ラッドにその技術があったら？

　さまざまな憶測と不安が私の中で渦巻いた。心の中にドロドロとした醜い考えが次から次へと浮かんでは消える。どうしたら、この疑問を吹き飛ばせるのだろう。

　思い悩みながら、お茶会は進んでいった。最初は襲われた私への気遣いから始まり、それぞれが会話を楽しみだした。

　話しかけてくる王子たちの言葉に相槌を打つだけ、耳に入ってこない。

　他愛もない会話が紡がれ、ふと、クレセントが話題を変えた。

「アイリス王女はいつ夫を選ぶのですか？」

「いつって……」

　返事ができなかった。本当だったら、次の満月に聞いてもよかった。でも自分の気持ちに正直に生きたいと思ってしまい、今はそれを拒否するつもりだ。私の意志で夫は決めたかった。というより、アルスを選びたいと思っている。そのために彼は動いてくれているはずだから。

「聞くところによると、国の予言者の持つ水晶が夫を決めるとか」

「どこでそれを？」

「さぁ、どこでしょう。ディオニス王がおっしゃっていたような……それよりも何故手っ取り早く水晶に聞かないのですか？」

　例えダイヤモンド国を信用していたとしても、お父様がそれを口にするはずがない。水晶のパワーが満ちるまでは正確なお告げは出ないし、予言は国の機密事項のようなものだ。返事に迷っていると、横からハーデスが会話に加わった。

「水晶のお告げは、夫を決めるためのものではございません。あくまでもアイリス様の意志を最優先としておりますので、決めごともさまざまです」

「ですがアイリス王女は決めかねているご様子ですよ。いっそ水晶に聞けばいい。悠長に選んでいる場合ではないのでしょう？」

　意味深な言葉だった。ここでクレセントの意味がわかるのは私とハーデスだけだ。しかも、水晶の答えを知っているかのような、絶対の自信が感じられる。

「水晶のお告げは、満月のときと決まっているの。その日ではないと決められないわ」

「いいでしょう。満月なら明日の夜だ。どなたが夫に選ばれるか楽しみですね」

　言われてハッとする。口車に乗ってしまった。絶対に明日の夜、水晶のお告げをすると宣言したようなものだ。夫選びではなく、ブラックダイヤモンドを倒すのに必要なことを聞こうと思っていたのに、夫を誰にするかを議題にするよう仕向けられた気分だ。

　他の王子たちも口々にそれがいいと盛り上がり始めて、後には引けなくなる。

「今日はこれでお開きにしましょう。部屋に戻ります」

　いたたまれず、席を立たずにはいられなかった。

　クレセントが来るまでは、何もかもうまくいっていると思っていた。水晶ではなく、自分の意志で夫を決めるとしてきたのだ。一瞬でその気持ちが崩れるとは思ってもみなかった。

　帰り道、ルビー国が敵ではないのを確かめたくて、アルスに尋ねた。

「ねぇ、何で矢が飛んでくるってわかったの？」

「花です。露に濡れたように光ってましたよね、あれは暗殺者が使う手の内の一つです」

「あれが罠だったの？」

「はい、恐らく。女性を狙うときに使うとされています」

　アルスの説明では、矢を構える者は光る花に焦点を合わせるのだそうだ。近づくと光が消え、対象者が来たことがわかる。そのときに矢を放てば、遠くからでも狙えるらしい。

「対象者ではない者が近づく可能性もありますから、暗殺できればそれでいいし、できなくても脅しにはなる。そのつもりで仕掛けたのでしょう」

「随分詳しいのね」

「ええ、ルビー国はサファイア国を守るために力をつけて参りました。王族も兵も、ありとあらゆる戦術を学んでおります」

　本当に守るため？　サファイア国を支配するためでは？

　謁見の間で、「敵に回したくないのなら、アルスと仲よくしてください」とラッドは言った。邪な考えをすると、あれは脅しだったのではないかと勘ぐってしまう。そして私はまんまとアルスに心を開いている。騙されていたら、私の心はどうなるのかしら？

　ぐるぐると巡る思いのなかで、もっと重大な事実を見つけた。

「どうしました？　具合でも悪いのですか？」

「いいえ、気づいたのよ。その仕掛けが本当に暗殺者の物なら、仕掛けた人物は城の中にいるってことよね？」

「ええ、そうです。だから先ほどラッド王子と城の警備について話したところです」

「……ありがとう。アルスがいてくれたら、安心だわ」

　本当にそうだろうか？　私は心からお礼を言えてる？　守られていると思えてる？

　疑問はあるけど、私をこれまで命がけで守ったのはアルスだ。あんなに情熱的なキスを交わし、待っていてほしいと言ってくれた。それがすべてだ。

　あの言動に嘘はない……と、信じたい。いいえ、私は信じている。彼が敵だとしても、引き返せない。私の心にはアルスしかいない。こんな疑いぐらいで揺らぐ想いではないから。ただ王族と結婚、ブラックダイヤモンドとの対決、サファイア国の危機を考えたら、今はアルスを選べない。

「あの、本当に水晶に夫を選ばせるのですか？」

「ごめんなさい。アルスがもう少し待てと言ってくれたのに……」

「いえ、そうではなく。気持ちに反する人が夫として選ばれたら、どうするのですか？」

「……そうよね。でも所詮、政略結婚なのよ。貴方以外が選ばれるなら、誰でも同じよ」

「だとしたら、もう少し待ってもらえませんか？」

　嬉しいけれど、首を横に振った。やはり限界だと思う。

　水晶で私の夫を決める。乱れた心が判断を鈍らせているのかもしれないけれど、夫選びに水晶を使うのは国の習わしに反してはいない。むしろそうやって決まった王や女王もいるのだから。

　自暴自棄になっていたのかもしれない。アルスを信じたい気持ちはあるのに、何でこんなに不安になるのだろう。

　アルスを諦めるには、水晶に頼るほかはないと思った。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　満月の夜。周りには星が輝き、白い月をさらに美しく飾っている。さぞ、水晶もパワーを授かってよいお告げをしてくれるだろう。

　王子たちと側近らに招集をかけ、城の最上階にある天空の間に来てもらった。

　普段からここには空の力が宿るとされている。屋上やバルコニーとも作りが違う、屋根のない部屋というのが一番しっくりくる。

　予言者が月のパワーを最大限に発揮できるように作られていて、光を集められるように周りの壁を高くして、中央に魔法陣のような物が描かれていた。

　ブラックダイヤモンドが出現してから、何度ここへ足を運んだろう。まさか再び夫選びで水晶のお告げを使うとは思わなかったけど、こうなった以上、覚悟を決めるしかない。

　これは賭けだ。誰が選ばれるかは水晶しか知らないはず。アルスが選ばれないのは百も承知だ。せめてラッドの名前が水晶に浮かんでくるように……そう望むしかなかった。

　ルビー国が敵である件は、クレセントの戯言として胸の内に納めた。予言の前にハーデスの心を乱してはいけないと思ったからだ。

　それに独自にルビー国の功績を改めて調べ、今までのラッドやアルスの態度などを考えると、やはり疑うべきではなかったと反省したというのもある。

　女王としての自覚が足りなかった。本来なら人に惑わされず、私は自分を信じなければいけない。それなのに、自分の気持ちに反した行動をとってしまった。

　ハーデスには別のお告げも提案したけれど、時は既に遅く、水晶のお告げで夫が決まるのだと城中の者が知ることとなり引き返せなくなっていた。

　やがて満月が天空の間の真上にくる。儀式が始まる時間だ。

「ではここにいる人たちを証人として、水晶に月の力を宿します」

　厳かに胸に抱いた水晶を、ハーデスが空へ掲げる。まっすぐに月の光が水晶に差し込み始めた。

「さて、誰がアイリス王女の夫に相応しいのでしょう。楽しみですね」

　自信に満ち溢れ、クレセントが呟いた。

　周りにいる王子たちや側近におかしな動きがないか気を張るなか、ハーデスが水晶に語りかけた。

　一瞬光を放った水晶を抱え、ハーデスが目を見開いた。

「ハーデス、見えたの？」

「はい……」

　そこにいたすべての者が固唾を飲んで見守る。ハーデスの次の言葉を、祈るように待った。

「水晶には……クレセント様の名前が……」

　当然と言いたげにクレセントは頷いた。

　言葉も出ない。月の光はキラキラを水晶を照らし、その漏れ出た光でクレセントを照らしている。私の夫はクレセントであると指し示しているようだ。美しい光景であるのに、私の心は暗い陰で覆われていくのだった。





――１巻ＦＩＮ――
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